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平成30年第３回粕屋町議会定例会会議録（第１号） 

 

                           平成30年８月31日（金） 

                           午前９時30分開会 

                           於 役場議会議場 

 

１．議事日程 

 第１．会議録署名議員の指名 

 第２．会期の決定 

 第３．諸般の報告 

 第４．行政報告（法令に基づく報告）  

 第５．議案等の上程  

 第６．議案等に対する質疑  

 第７．議案等の委員会付託  

 

   

２．出席議員（16名） 

   １番 末 若 憲 治         ９番 川 口   晃 

   ２番 井 上 正 宏         10番 田 川 正 治 

   ３番 案 浦 兼 敏         11番 福 永 善 之 

   ４番 鞭 馬 直 澄         12番 小 池 弘 基 

   ５番 安 藤 和 寿         13番 久 我 純 治 

   ６番 中 野 敏 郎         14番 本 田 芳 枝 

   ７番 木 村 優 子         15番 八 尋 源 治 

   ８番 太 田 健 策         16番 山 𦚰 秀 隆 

 

３．欠席議員（０名） 

 

４．出席した事務局職員（２名） 

 議会事務局長  古 賀 博 文    ミキシン グ  髙 榎   元 

 

５．地方自治法第121条により説明のため出席した者の職・氏名（18名） 

 副  町  長  吉 武 信 一    教  育  長  西 村 久 朝 

 総 務 課 長  堺   哲 弘    経営政策課長  今 泉 真 次 
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 税 務 課 長  中 原 一 雄    収 納 課 長  臼 井 賢太郎 

 協働のまちづくり課長  中小原 浩 臣    学校教育課長  山 野 勝 寛 

 社会教育課長  新 宅 信 久    給食センター所長   神 近 秀 敏 

 都市計画課長  田 代 久 嗣    地域振興課長  八 尋 哲 男 

 道路環境整備課長   安 松 茂 久    上下水道課長  松 本 義 隆 

 総合窓口課長  渋 田 香奈子    介護福祉課長  山 本   浩 

 健康づくり課長  古 賀 みづほ    子ども未来課主幹   稲 永 美 穂 

 



－ 4 － 

◎議会事務局長（古賀博文君） 

 開会に先立ちまして、７月に発災しました「平成30年７月豪雨」、通称「西日本

豪雨」により、犠牲になられました方々に対しまして、黙祷を捧げたいと存じま

す。 

皆さま、御起立願います。黙祷。 

（黙祷） 

◎議会事務局長（古賀博文君） 

お直りください。 

ご着席願います。 

（開会 午前９時３０分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 改めましておはようございます。 

先に、平成30年７月豪雨災害につきまして、黙祷を捧げさせていただきました。

粕屋町議会といたしましても、この災害で亡くなられた方及び被災されました皆さ

まに、お悔やみとお見舞いを申し上げます。議員からの義援金につきましては、日

赤を通じて寄附させていただく予定であります。 

今定例会は、今月10日付けで、因辰美町長が辞職いたしましたので、町長不在の

中での９月議会開会となります。新町長につきましては、９月９日選挙、10日就任

となりますので、９月13日に本会議を開催し、所信表明を行っていただく予定にし

ております。その関係上、議会運営委員会では、協議の結果、今定例議会での一般

質問につきましては、議会後半に変更をしております。質問につきましては、訴え

てきた公約や、今後の施政方針など、粕屋町の将来の展望を聞いていただき、可能

な範囲で答弁いただけたらと考えております。 

ここで開会に先立ちまして辞職された因辰美前町長より、挨拶文を預かっており

ますので、代読させていただきます。 

「皆さんこんにちは。因辰美でございます。平成30年８月10日をもちまして、粕

屋町町長の職を辞職いたしました。長い間、本当にありがとうございました。この

度は一身上の都合で、粕屋町長の職を全うできず辞職することは、病気が原因とは

いえ、誠に申し訳なく、議会を初め町職員ほか各方面に大変に御迷惑をおかけいた

し、痛恨の極みであります。これまで３年足らずの間、支えていただいた町執行

部、並びに町議会議員の皆さまを初め、関係各位に心より感謝申し上げます。本来

であれば、この場に来て御挨拶すべきでありますが、何分身体のほうが思うように

ならないのが現状であり、これ以上皆さまに、御迷惑をおかけしたくなく、文面で

の御挨拶となったことをお詫び申し上げます。御理解を賜ります。辞職後はリハビ
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リに専念し、１日も早く皆さまに元気な姿をお見せできるように、養生訓練してい

く所存です。今後は一町民として応援して参ります。お体には十分注意されますよ

うに、また皆さまの今後の御活躍を御祈念申し上げ、辞職の挨拶といたします。 

平成30年８月 因辰美 」代読であります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

本日、執行部の子ども未来課長席は現在空席でありますので、代理として稲永美

穂子ども未来課主幹が出席しておりますので、御報告しておきます。 

ただいまの出席議員数は、16名全員であります。定足数に達しておりますので、

平成30年第３回粕屋町議会定例会を開会いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

日程第１、「会議録署名議員の指名」をいたします。 

今期定例会の会議録署名議員には、会議規則第127条の規定により、議長におい

て、３番、案浦兼敏議員及び、５番、安藤和寿議員を指名いたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

日程第２、「会期の決定について」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日から９月21日までの22日間といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月21日までの22日間と決定い

たしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

日程第３、「諸般の報告」をいたします。 

広域行政である各組合の平成29年度決算の状況を報告いたします。お手元に内容

を配布しておりますので、御参照いただければと思います。 

まず、平成29年度須恵町外二ヶ町清掃施設組合歳入歳出決算は、組合員全員の賛

成で認定されましたので御報告いたします。 

歳入総額21億9,519万6,650円。歳出総額19億8,549万7,872円、歳入歳出差引総額

２億969万8,778円が実質収支であります。この２億969万8,778円は、平成30年度に

同額が各町の負担金割合に応じて減額されます。 

続きまして、平成29年度粕屋南部消防組合歳入歳出決算は、組合員全員の賛成で
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認定されました。 

歳入総額23億5,705万4,708円。歳出総額23億3,427万5,165円。歳入歳出差引総額

2,277万9,543円であります。粕屋中南部休日診療所事業特別会計決算は、組合員全

員の賛成で認定されました。歳入総額5,233万9,518円。歳出総額3,695万2,102円。

歳入歳出差引総額1,538万7,416円であります。監査報告書にあるように患者数によ

って経費も左右されがちでありますが、基金6,535万2,000円の繰り入れにより対処

できることから、各町の負担金は発生しないということであります。 

続きまして、平成29年度北筑昇華苑組合歳入歳出決算は、組合員全員の賛成で認

定がなされましたので報告いたします。 

歳入総額３億1,499万2,028円。歳出総額２億5,788万6,072円。歳入歳出差引総額

5,710万5,956円であります。分担金の基礎となる火葬体数は、各市町とも増加傾向

にあり、施設整備の拡充が求められることから、次年度におきまして、駐車場整備

が行われる予定であります。 

以上が一部事務組合の決算であります。それ以外につきましては、資料にて御確

認くださいますようお願いいたします。 

最後に、国鉄志免炭鉱ぼた山開発推進協議会では、平成29年度歳入104万

1,608円。歳出63万2,158円。歳入差引総額40万9,450円であります。 

歳出の主なものは、草刈りに要した47万4,600円であります。平成29年度末ぼた

山災害防止対策積立金は1億107万3,230円であります。登山道修繕工事費100万円を

計上しておりましたが、費用をかけないで整備を行うことに方針がなされたため、

85万5,392円が執行残となりました。言い忘れましたが、これも賛成多数で認定さ

れました。 

以上、広域行政の諸般の報告を終わります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

続きまして、日程第４、「行政報告」を一括して求めます。 

町長職務代理者、吉武副町長。 

（町長職務代理者・副町長 吉武信一君 登壇） 

◎副町長（吉武信一君） 

 おはようございます。 

本日、平成30年第３回粕屋町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位に

おかれましては、残暑厳しい折、また、何かと御多忙の中、全員の御出席を賜り、

心から感謝とお礼を申し上げます。 

なお、会期日程中途に町長選挙が執行されます。それまで町長不在で、議員の皆

さまには大変御迷惑をおかけしますが、職員一同、遺漏のないよう、職務に努めて
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まいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、法令に基づく報告をいたします。 

報告第４号は、「平成29年度粕屋町健全化判断比率について」でございます。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第３条第１項の規定によりまして、

監査委員の意見を付して議会に報告するものでございます。報告第５号は、「平成

29年度粕屋町公営企業の経営の健全化について」でございます。「地方公共団体の

財政の健全化に関する法律」第22条第１項の規定によりまして、監査委員の意見を

付して議会に報告するものでございます。 

以上で、法令に基づく報告を終わります。 

（町長職務代理者・副町長 吉武信一君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 日程第５、「議案等の上程」を行います。 

お手元に配付しておりますように、今期定例会に町から提出されました議案等は

21件であります。 

提案理由の説明を求めます。 

町長職務代理者、吉武副町長。 

（町長職務代理者・副町長 吉武信一君 登壇） 

◎副町長（吉武信一君） 

 それでは、議案の上程を行います。 

平成30年第３回粕屋町議会定例会に町から提案いたします案件といたしまして

は、専決処分の承認が１件、条例の改正が３件、条例の廃止が１件、農業委員会委

員の任命同意が１件、平成30年度補正予算が５件、平成29年度決算認定が７件、人

権擁護委員の推薦に伴う諮問が３件、以上、21件でございます。 

それでは、議案第42号から順に御説明を申し上げます。 

議案第42号は、専決処分の承認を求めることについてでございます。 

平成30年９月９日に執行予定の粕屋町町長選挙の経費について、平成30年度一般

会計補正予算を地方自治法第179条第１項の規定により、８月２日に専決処分いた

しました。 

つきましては、同条第３項の規定により、今議会においてこれを報告し、承認を

求めるものでございます。今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ1,385万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を139億5,592万3,000円とする

ものでございます。 

議案第43号は、粕屋町手数料条例の一部を改正する条例についてでございます。

本年12月10日から、粕屋町において 証明書コンビニ交付サービスを開始し、全国
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のコンビニでマイナンバーカードを利用して、戸籍謄抄本、印鑑登録証明書、住民

票の写し、戸籍の附票及び所得課税証明書が取得できるようになります。 

それに伴い、粕屋町役場正面玄関に設置しています自動交付機については、平成

35年12月に廃止の予定としており、証明書コンビニ交付サービスへの移行を進める

ため、これらに関する手数料の設定及び改正を行うものでございます。 

議案第44号は、粕屋町自治功労者推奨条例の一部を改正する条例についてでござ

います。 

本町行政上、特に功労顕著な者である自治功労者としての推奨する範囲につい

て、より適正なものとなるよう見直しを図るため、条例を一部改正するものでござ

います。 

続きまして議案第45号は、粕屋町農業委員会委員の任命同意についてでございま

す。 

粕屋町農業委員会委員について、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定

により、黒瀬富芳氏、粕屋町農業委員会委員に任命するために、議会の同意を求め

るものであります。 

住所は粕屋町大字大隈1114番地、生年月日は昭和26年１月31日であります。経歴

につきましては、議案の次ページに記載しておりますので、御覧ください。御同意

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

議案第46号は、粕屋町印鑑条例の一部を改正する条例についてでございます。 

本年12月10日から、粕屋町において証明書コンビニ交付サービスを開始することに

伴い、印鑑登録者は、マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニから印鑑証

明書が取得できるようになりますので、これに関する規定を追加するとともに、所

要の整備を行うものでございます。 

続きまして、議案第47号は、粕屋町住民基本台帳カード利用条例を廃止する条例

についてでございます。 

「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施

行に伴う関係法律の整備等に関する法律」の施行に伴い、住民基本台帳カードにつ

いての規定が削除されましたので、カードの利用目的等について定めた本条例を廃

止するものでございます。 

議案第48号は、平成30年度粕屋町一般会計補正予算についてでございます。 

今回は、規定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億5,336万4,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を、143億928万7,000円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、繰越金を１億7,373万1,000円。町債を

4,293万7,000円。国庫支出金を4,176万3,000円。県支出金を3,474万2,000円。地方
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交付税を3,152万3,000円増額するものでございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、農業振興事業費を１億515万円。障害

者自立支援給付事業費を9,576万5,000円。国民健康保険事務費を6,593万2,000円増

額するものでございます。 

議案第49号は、平成30年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算についてでござ

います。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ154万6,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額を40億5,460万円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、一般会計からの繰入金6,593万1,000円を増

額、収支均衡を図るため、歳入欠陥補填収入を7,874万7,000円減額し、平成29年度

の剰余金を繰越金として、1,407万3,000円増額するものでございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、平成29年度交付金の精算に伴う返還金

として、諸支出金を7,891万2,000円増額し、前年度繰上充用金を8,000万円減額す

るものでございます。 

議案第50号は、平成30年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算についてでご

ざいます。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ2,494万4,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額を５億2,099万5,000円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、後期高齢者医療保険料を200万円減額し、繰

越金を2,694万4,000円増額するものでございます。 

一方、歳出といたしましては、後期高齢者医療広域連合納付金を2,494万4,000円

増額するものでございます。 

議案第51号は、平成30年度粕屋町介護保険特別会計補正予算についてでございま

す。 

今回は、保険事業勘定におきまして、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出そ

れぞれ8,073万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を23億9,855万7,000円とする

ものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、国庫支出金を153万2,000円。前年度繰越金を

8,006万2,000円増額し、保険料を53万円、繰入金を48万6,000円減額するものでご

ざいます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、諸支出金を8,006万1,000円、地域支援

事業費を45万円増額するものでございます。 

次に介護サービス勘定におきまして、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出そ

れぞれ63万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を、2,061万4,000円とするもの
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でございます。 

歳入は、前年度繰越金を63万3,000円増額し、歳出は、諸支出金を63万3,000円増

額するものでございます。 

続きまして議案第52号は、平成30年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計補

正予算についてでございます。 

今回は、既定の歳入・歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ69万9,000円を追加

し、歳入・歳出予算の総額を170万9,000円とするものでございます。 

歳入では、前年度繰越金を69万9,000円増額し、70万9,000円とするものでござい

ます。 

一方、歳出では、一般会計繰出金を69万9,000円増額し、107万9,000円とするも

のでございます。 

議案第53号は、平成29年度粕屋町一般会計歳入歳出決算の認定についてでござい

ます。 

一般会計の決算額は、歳入総額148億1,274万7,541円。歳出総額143億3,122万

1,035円となり、歳入歳出差引額は、４億8,152万6,506円となります。この額に

は、次年度への繰越明許費繰越額財源779万5,000円が含まれておりますので、それ

を差し引きしますと、実質収支額は、４億7,373万1,506円となり、次年度への繰り

越しとなりました。 

また、一般会計の町債残高は前年度より１億3,320万9,000円増加し、106億

2,212万6,000円となり、基金残高は、前年度より３億4,229万円増加し、36億

2,486万9,000円となります。 

議案第54号は、平成29年度粕屋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてでございます。 

平成29年度歳入歳出決算は、歳入総額42億6,388万7,781円。歳出総額42億

4,981万3,723円で、歳入歳出差し引き1,407万4,058円を、次年度へ繰り越しとする

黒字決算となりました。 

まず、歳入では、前年度に比べ、国庫支出金が１億4,393万8,775円。共同事業交

付金が8,529万8,117円の増額となっております。また、国民健康保険税が2,987万

6,073円、県支出金が6,375万8,579円、前期高齢者交付金が3,618万5,612円の減額

となっております。歳入総額では、前年度と比べ1,070万7,457円の増額になってお

ります。 

一方、歳出につきましては、前年度と比較して、保険給付費が7,554万8,692円

と、総務費が714万9,534円の増額となっており、共同事業拠出金が5,528万

7,612円、諸支出金が1,742万4,189円、後期高齢者支援金等が439万2,185円の減額
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になっております。平成29年度決算状況は、1,407万4,000円の黒字となりました

が、歳入に繰越金1,026万8,000円が含まれているため、単年度の収支では、380万

5,000円の黒字であります。 

続きまして、議案第55号は、平成29年度粕屋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定についてでございます。 

平成29年度歳入歳出決算は、歳入総額５億289万225円。歳出総額４億7,594万

4,713円で、歳入歳出差し引き2,694万5,512円が次年度への繰り越しとなりまし

た。後期高齢者医療制度は、75歳以上の方を対象とした医療保険であり、福岡県後

期高齢者医療広域連合が実施主体となって運営をしております。 

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料の３億7,147万3,782円で、歳出の主な

ものは、後期高齢者医療広域連合納付金の４億5,673万6,265円でございます。 

議案第56号は、平成29年度粕屋町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

でございます。 

平成29年度の決算は、保険事業勘定におきまして、歳入総額22億8,173万

8,028円、歳出総額22億167万4,784円、歳入歳出差引額8,006万3,244円が次年度へ

の繰り越しとなりました。 

歳入の主なものといたしましては、第１号被保険者保険料が５億939万3,211円、

国・県・支払基金からの負担金及び交付金が13億4,460万5,681円、一般会計からの

繰入金が３億3,854万6,792円、繰越金が6,847万563円でございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、全体の88％を占める保険給付費が19億

4,578万3,517円、総務費が7,655万1,019円、地域支援事業費が１億1,048万8,966円

でございます。 

次に介護サービス勘定におきまして、歳入総額1,362万7,965円、歳出総額

1,299万3,170円、歳入歳出差引額63万4,795円が次年度への繰り越しとなりまし

た。 

歳入は、ケアプラン作成によるサービス収入が1,204万5,442円、繰越金が158万

2,523円でございます。 

歳出は、総務費が1,141万4,420円、サービス事業費が157万8,750円でございま

す。 

議案第57号は、平成29年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてでございます。 

平成29年度の決算は、歳入総額169万4,698円、歳出総額98万5,136円で、歳入歳

出差引額70万9,562円が次年度への繰り越しとなりました。 

歳入の主なものは、貸付金の償還と繰越金でございます。貸付金の償還につきま



－ 12 － 

しては、現年度分の償還率が59.8％、過年度分の償還率が1.6％となっておりま

す。 

一方、歳出の主なものは、一般会計繰出金でございます。 

議案第58号は、平成29年度粕屋町水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決算の

認定についてでございます。 

地方公営企業法第32条第２項の規定に基づき、平成29年度粕屋町水道事業会計決

算に伴う剰余金を、剰余金処分計算書案のとおり、自己資本金へ１億円、建設改良

積立金へ２億5,000万円処分するものでございます。 

あわせて、平成29年度粕屋町水道事業会計決算は、配水管改良工事等を８箇所、

粕屋浄水場中央監視設備外改良工事などを行いました。 

収益的収支につきましては、消費税を除きまして、事業収益10億7,265万

1,756円、事業費用８億1,840万658円、差し引き２億5,425万1,098円の純利益を計

上いたしました。 

次に、資本的収支につきましては、消費税を含みまして、収入総額9,632万

9,993円、支出総額３億2,464万9,694円、差し引き不足額２億2,831万9,701円につ

きましては、過年度分損益勘定留保資金などで補填をいたしております。 

議案第59号は、平成29年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計剰余金の処分及び

収入支出決算の認定についてでございます。 

地方公営企業法第32条第２項の規定に基づき、平成29年度粕屋町流域関連公共下

水道事業会計決算に伴う剰余金を、剰余金処分計算書案のとおり、自己資本金へ１

億円、減債積立金へ１億5,000万円処分するものでございます。あわせて、平成

29年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計決算についてですが、収益的収支につき

ましては、消費税を除きまして、事業収益14億2,185万51円、事業費用12億7,049万

9,391円、差し引き１億5,135万660円の純利益を計上いたしました。 

次に、資本的収支につきましては、消費税を含みまして、収入総額６億7,051万

2,800円、支出総額９億9,438万3,886円、差し引き不足額３億2,387万1,086円につ

きましては、過年度分損益勘定留保資金などで補填をいたしました。 

次に諮問第１号は、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてでござ

います。 

平成24年10月１日から人権擁護委員をしていただいております池田敏明氏の任期

が、本年12月31日をもって満了となりますことに伴い、同氏を再度、人権擁護委員

の候補者に推薦するため、議会の意見を求めるものでございます。 

池田氏は、経歴書にありますように、福岡市職員として32年間奉職され、退職後

は学校法人理事長や粕屋町農業委員として御活躍されるなど、広く社会の実情に通
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じ、人格・識見ともに優れた方であります。 

なお、委員の推薦につきましては、任期満了の３か月前までに行うことになって

おります。推薦につきまして、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

諮問第２号も、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてでございま

す。 

平成28年１月１日から人権擁護委員をしていただいております山野芳朗氏の任期

が、本年12月31日をもって満了となりますことに伴い、同氏を再度、人権擁護委員

の候補者に推薦するため、議会の意見を求めるものでございます。 

山野氏は、経歴書にありますように、小学校や日本人学校で教べんをとられ、退

職後は粕屋町の人権教育担当、教育相談員に携わられ、広く社会の実情に通じ、人

格・識見ともに優れた方であります。 

推薦につきまして、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

諮問第３号も、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてでございま

す。 

平成28年１月１日から人権擁護委員をしていただいております安松広子氏の任期

が、本年12月31日をもって満了となりますことに伴い、同氏を再度、人権擁護委員

の候補者に推薦するため、議会の意見を求めるものでございます。 

安松氏は、経歴書にありますように、福岡市の中学校で長年教べんをとられ、広

く社会の実情に通じ、人格・識見共に優れた方であります。 

推薦につきまして、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

以上で、提案理由の説明を終わります。何とぞ、よろしく御審議賜りますようお

願い申し上げます。 

（町長職務代理者・副町長 吉武信一君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 日程第６、「議案等に対する質疑」に入ります。 

質疑は、一括議案番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

日程第７、「議案等の委員会付託」についてお諮りいたします。 

本日上程されました、42号議案から47号議案、諮問第１号から諮問第３号につき

ましては、付託表のとおり、それぞれ所管の委員会に付託したいと思います。これ
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にご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ご異議なしと認めます。 

次に、48号議案から52号議案の「平成30年度補正予算について」は、議員全員で

構成する予算特別委員会を、53号議案から59号議案の「平成29年度決算認定につい

て」は、議員全員で構成する決算特別委員会を、地方自治法第109条及び、粕屋町

議会委員会条例第５条の規定により設置し、それぞれの特別委員会に付託して、審

査することにしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ご異議なしと認めます。よって、本日上程されました議案等につきましては、付

託表のとおり、それぞれ所管の委員会に付託することに決定いたしました。 

なお、予算特別委員会及び決算特別委員会の正副委員長は、いずれも委員長に太

田健策議員、副委員長に本田芳枝議員であります。 

お諮りいたします。 

本会議中誤読などによる字句、数字等の整理訂正につきましては、会議規則第

45条の規定により、議長に一任していただきたいと思いますが、これにご異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ご異議なしと認めます。よって誤読などによる字句数字等の整理訂正は、議長に

一任していただくことに決定いたしました。 

以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午前10時15分） 
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（開会 午前９時３０分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 改めましておはようございます。 

先日、北海道胆振東部地震が発生しまして、41名の死亡者が確認されたと発表さ

れました。本会議初日には西日本豪雨災害で亡くなられた方に黙祷をささげたばか

りですが、台風21号による観測史上最大の暴風雨に近畿圏で多くの被害を出し、そ

の後、北海道での今回の地震であります。このように、自然災害が立て続けに日本

列島を襲い甚大な被害を出したことは、今まで例を見ないことだろうと思います。

いまだ多くの被災された方が避難生活を送られております。災害はいつでもどこで

も起こりうることを改めて思い知らされました。粕屋町におきましても、防災対策

の一層の強化を考えなければなりません。改めまして、被害を受けた方々のお見舞

いと亡くなられた方の御冥福をお祈り申し上げます。 

本日は西日本新聞社が取材に来られておりますので、写真撮影を許可しておりま

す。 

ただいまの出席議員数は16名全員であります。定足数に達しておりますので、た

だいまから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

因辰美前町長の辞職に伴う粕屋町長選挙が、９月９日に執行され、箱田彰氏が見

事当選を果たされ、９月10日より町長に就任されております。 

箱田彰新町長から町長就任にあたり、所信表明がございます。 

箱田町長。 

（町長 箱田 彰君 登壇） 

◎町長（箱田 彰君） 

 平成30年第３回粕屋町議会定例会の開催中にもかかわりませず、町政運営に関す

る私の所信を申し上げる機会をいただきまして、本当にありがとうございます。 

私は、９月９日に執り行われました粕屋町長選挙において、町民の皆さまの温か

い御支援と多くの御支持をいただき、第８代、粕屋町長に就任させていただきまし

た。この上ない光栄でありますとともに、愛する粕屋町の未来を担う職責の重さ

に、身が引き締まる思いでございます。粕屋町を取り巻く課題は山積みしておりま

すが、これまでの副町長職を含む約37年間の行政経験を活かし、誠実で丁寧に、そ

してスピード感を持って、住みたい住み続けたいと思ってもらえるまちづくりに全

力で取り組んでまいります。 

それでは、私は立候補するにあたり、４つの公約を掲げました。以下、その一端
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を述べさせていただきます。 

１つ目は、子育てしやすいまちづくりでございます。町内の待機児童を解消する

ため、必要となる保育の受け皿拡大に取り組みます。また、老朽化が進む町立保育

所は、まずは改修、整備を行う必要があると考えております。建て替え等の問題に

つきましては、財政的な課題を含め、調査・検討してまいりたいと思っておりま

す。副町長在任中に、子育て支援の拠点としてかすやこども館の建設に取り組みま

したが、出生率が高く、子育て世代が多い本町において、子育て環境のさらなる充

実と整備を行い、子育てしやすいまちづくりを目指したいと思っております。 

２つ目は、住みやすいまちづくりです。地域の実情において、多様な主体が参画

し、地域で支え合う住民目線、住民主体の介護予防生活支援事業の充実を行いま

す。現在、当町にございますふれあいバスを初めとした地域公共交通は、子どもや

車を運転しない高齢者の方にとって生活に本当に必要な移動手段でございます。行

政、地域住民、交通事業者が協力して、町に最適な全体像を描き、地域公共交通

も、道路や上下水道と同じ暮らしを支える社会基盤施設の一つとして再構築を図り

たいと思っております。公共施設の段差の解消など、バリアフリー化を推進し、バ

ス停などにベンチを設置するなど、高齢者や障がい者、そして妊婦や乳児連れの

方々にも快適で住みやすいまちづくりを目指します。 

３つ目は、誇れるまちづくりでございます。我が国においては、本格的な人口減

少時代を迎え、国を挙げ人口減少・少子高齢化対策に取り組んでいる一方、本町は

ことしの人口動態調査においても、町村の部で人口増加数が１位になるなど、

2025年の国勢調査においては、市制の要件であります、人口５万人を超えると思わ

れます。将来の市制施行を見据え、教育・子育て、そして福祉行政の充実、農業政

策や商工業の振興など、自立した都市基盤の整備に取り組みます。新たに住民とな

られた方々や、これから粕屋で生まれ育つ子どもたちが、これからも粕屋町に住み

続けたいと思えるような、シビックプライドの醸成。これは郷土愛の精神と地域へ

の参加の意欲でございますが、そのシビックプライドの醸成に取り組み、町のラン

ドマークであります駕与丁公園、この整備。そして町民花火大会の再開など、誇れ

るまちづくりを目指したいと思っております。 

４つ目は、安心して生活できるまちづくりです。近年は、異常気象とも言えるよ

うな猛暑や豪雨により、土砂災害、河川の氾濫、落雷など、これまでの常識を覆す

災害が身近に発生しております。県内でも大雨特別警報が発令され、西日本を中心

に甚大な災害を引き起こした平成30年７月豪雨は、記憶に新しいところでございま

す。本町においても、重要河川の監視体制の充実や、ため池などの内水面の整備は

必要でございます。また、行政と地域が一緒に連携して協働することが、真に災害
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に強いまちづくりを実践し、継続していくためには必要です。地域で助け合う自主

防災組織の連携による、地域防災ネットワークの構築推進や、町民挙げての防災の

日を制定することで、防災意識の啓発に取り組み、安心して生活できるまちづくり

を目指したいと思っております。 

結びになりますが、私は、粕屋の未来に向けて、国や県、福岡都市圏を構成する

市町としっかりと連携し、町民の皆さま、議員の皆さま、そして職員と対話を通じ

た信頼関係を築き、絆を結ぶことによって、これまで以上に地域の力を結集し、と

もにまちづくりを進めてまいりたいと思います。どうか何とぞ、御指導御鞭撻を賜

りますよう、よろしくお願いいたします。 

以上、所信の一端を述べさせていただき、所信表明とさせていただきます。あり

がとうございました。 

（町長 箱田 彰君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長におかれましては、町民に寄り添い、粕屋町に住んでよかった住み続け

たいと思えるまちづくりを期待したいと思います。強いリーダーシップを発揮して

進んでいっていただきたいと重ねて思います。 

以上で本日の日程は全て終了いたしました。本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午前９時41分） 
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（開会 午前９時30分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 改めておはようございます。 

今回は変則的な日程になりましたが、本日から一般質問が始まります。これに先

立って昨日、箱田町長より所信表明がなされ、今後のまちづくりの四つの方針が打

ち出されました。粕屋町が愛され誇れるまちづくりを目指し、市制に向けた独自の

政策で、都市基盤を整備して、安心安全なまちを実感できる町政を行っていくこと

を表明されました。一般質問ではこれらに関連した質問が多く出ると思われます。

傍聴者も多く見えられ、町民の皆さんの期待するところは、いかに今後の町政をと

っていくのか。町長の答弁だろうと思います。分かりやすい一問一答になることを

期待いたします。 

 欠席届が出されておりますというよりも、執行部の子ども未来課長席は現在空席

ですので、代理として稲永美穂子ども未来課主幹が出席されておりますので、御報

告いたしておきます。 

 ただ今の出席議員数は16名全員であります。定足数に達しておりますので、ただ

今から本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ただ今から一般質問を行います。 

発言に関しましては質問者は、会議規則を遵守し、さらに文書通告の趣旨にのっ

とり、簡単明瞭に。答弁者の発言に関しましては、質問にそれることなく的確にし

かも簡潔にされますことを議事進行上強くお願いする次第であります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう声に出して意思表

示されますよう、あわせてお願いいたします。 

それでは、通告順に質問を許します。 

議席番号４番、鞭馬直澄議員。 

（４番 鞭馬直澄君 登壇） 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 おはようございます。議席番号４番、鞭馬直澄です。昨日の町長所信表明では、

町政を担う強い決意を表明されました。本日は基本的な考えについてお尋ねをいた

します。 

まず最初に、四つの公約を確実に実行するにはですね、心身ともに健康であり続

けるということが大事と思います。非常に残念ながら前任の町長、副町長におかれ

ましては、任期途中で健康を害されて退席をされました。このようなことが二度と
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あってはならないと、町民の皆さんは強く思っておられることと思います。 

まず最初に、町長は健康上の問題はないと思いますが、いかがでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 私自身、３年前に副町長を退任して以来、健康には自分自身から注意をしており

ました。その間、定期的な健康診断も行いましたし、食生活の自制といいますか、

コントロールといいますか。それには注意をしてまいりました。加えて、軽いスポ

ーツ等も時間があれば、こなしてきました。私自身全く問題ないと認識しておりま

す。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 町長職ということは非常に激務だと思いますね。これをしっかりとこなしていっ

て、これから先健康管理、あるいはそれを維持するためにですね、気をつけていこ

うと思ってることがありましたらお願いいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 ありがとうございます。確かに御指摘のとおり、この職につきましては非常に粕

屋町民の重責を担うという、非常に責任ある職ですので、私自身、より一層の注意

を払い、自分自身の体調管理には怠ることなく、より一層体調管理を行ってまいり

たいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 次にですね、町政は町民の皆さんの意見を聴く、町民の皆さんと数多く接するこ

とでですね、町民の皆さんの望みや思い、あるいは意見を聞くことがまず第一歩だ

と、大事なことだと思います。これについて町長はどういうふうにお考えられてお

りますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君） 

 住民の皆さんの御意見を聴くというのは、もうこの地方自治の原則だと私自身は

思っております。従いまして、色んな機会をとらえて、住民の皆さんの御意見を聞

くし、私ども行政からの御説明もするという場を考えたいと思っております。 

まず、大きな場所としましては、町民フォーラム、あるいはそのフリーセッショ

ンと申しますか、自由討議ができるようなシンポジウム的な催しものも考えており

ます。また、小さいといいますか、地域的なものに限定したものでは、行政区に出

向きましての出前トーク。あるいは、皆さんの御意見を聞くような小さな集会もで

すね、積極的に開催を呼びかけたいと思っております。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 地域に出られていくと今おっしゃいましたけど、やっぱり私たちも含めて、現場

で何が起きてるのか、どういうことになってるのかという現場の変化をですね、捉

えていくにはやはり町長自ら数多く現場に行って報告があるでしょうけども、現場

に出向いて現実をとらまえるということがその物事の解決方法の第一歩だと思いま

す。そういう面でですね、今具体的にシンポジウムとか区に出向いてとか区長会と

かいう話もありましたけども、その中でですねやはり現場に出向くということにつ

いて、どういうふうにどういう行動を今後中心にとられていかれるおつもりでしょ

うか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 私自身できうる限り、自分のこの目で見、この耳で聞くという姿勢は変わらなく

持っておきたいと思います。やはり、住民の方々の声を温度差がないように、自分

自身が確認するという意味では、今申し上げましたそれぞれの機会を、私自身可能

な限り出席をしてまいりたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 次にですね、どこでもそうでしょうけども、組織内あるいはここで言えば役場の

内の業務についてはですね、組織でしっかりとベクトルを合わせて取り組むことが

非常に力を発揮、おのおのの力を結集して組織の組織力で仕事を進めるということ
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で力倍増だというふうに思っております。この１年半近く、役場の仕事を皆さんの

仕事状況を見させていただきました。非常に高い能力を持たれた職員の皆さんがた

くさんおられます。この職員の皆さんとですね、今後どういうふうに接していくつ

もりでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 私自身、非常に楽しみな機会だと思っております。職員さんのモチベーションを

上げて、この組織力を高めるという意味では、職員さんとの交流、座談会、あるい

は課を横断したような若い職員あるいは中堅の職員、そして管理職等の集まりを設

けまして、私自身がその中に入ってですね、色んな討議を行う。あるいはフリーな

討議でもいいと思います。それぞれの職員がどう今考えてるのか、粕屋町をどうと

らえて将来の粕屋町像を考えてるのかを、私自身十分な話をしたいと思っておりま

す。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 よく分かります。職員の皆さんとですね、やはりその議論をするということがた

くさんの気づきやアイデア、それから問題解決方法とかヒントがたくさんあって、

町長御自身でね、色々考えることも大事でしょうけども、やはり職員の皆さんと末

端の職員の方も含めて、いろいろと風通しいい組織のあり方、運営の仕方をぜひ考

えていっていただきたいと思います。 

町長御自身だけでなくてですね、やっぱり職員の皆さま、どうも現場行かれると

いうことが非常に少ないような気が見受けられます。もっと積極的にですね、職員

の皆さまも現場へ出られて、町民の皆さまと直接接して。先ほど申し上げましたが

どういう考えられてんのか、どういう環境なのか変化はどうなのかということをと

らえていくことが大事だと思います。そういう面で町長と職員の皆さんも積極的に

現場出られるというなことについてはどうお考えられます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 職員といいますか公務員はですね、庁舎内で机の上にいては見えません。全体像

が見えません。やはり、外に出る。そして、住民の方々とコミュニケーションを図

る。これが、まず公務員たる第一歩だと思っております。積極的に外に飛び出せ公
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務員。こういう言葉がありますが、これをモットーに、私自身、私自身もそうで

す。職員も、全てこういう姿勢でこれからの行政に取り組むつもりでございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 それではですね、次に粕屋町を取り巻く近隣の市町村との連携を強化すること

で、いろんな意味、多岐にわたっての助け合いができ、効率の良い町政運営ができ

ると思っております。国は財源不足を補うために消費税を８％から10％に上げると

いうようなことも検討されております。粕屋町でも近年はですね、一般財源の歳入

等については、ほぼ横ばいの状況ということになっております。 

限りある資本、人モノ資金、なお一層有効に活用していくことが今の粕屋町に必

要なことだと思っております。公共施設などを今までのように全て、町内で整備し

ていくということでなくて、こういう面におきましてもですね、近隣の市町村との

協力し合う時期にもう既に来てるというふうに思っております。このことについて

町長はどういうふうにお考えを持っておられますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 今、さまざまな形態で広域連携が図られてます。福岡都市圏はもちろんですけれ

ども、糟屋郡内そして糟屋中部、それぞれの範囲でって言いますかグループで、そ

れぞれの補完すべき事業あたりの連携が図られてます。これはですね、今まさに議

員が御指摘のとおり、みんなが同じような地方自治体全てが同じような施策では、

もうお金がもたないんですね。これはやはりそれぞれの補完すべき事業、そして一

緒にやればコスト的にもカットできる、よく言うスケールメリット。これによっ

て、その事業が成功することもあろうと思います。その辺はですね、これからの新

たな連携っていう形で模索をし、検討してまいりたいとも思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 もう少し具体的なことをお尋ねいたします。我が町にある図書館あるいはかすや

ドーム、公共施設。たくさんの町外の人が利用されておるということでですね、も

う粕屋町だけでそういうインフラを整備していくと、新しく設けるというようなこ

とについてはですね、先ほど申し上げましたようにやはり、近隣の市町村でここは

こういうのがあるよ。じゃあ、ここの部分は、もうそこへお願いしようかというふ
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うなことが非常にこれから大事なことで必要になってくると思うんですね。やはり

限られた財源をいかに効率よく使うかということはもう、一つの町だけではもう税

収はそんなに大幅に増収と見込まれない中ではですね、非常に大事なことだと思っ

ております。インフラ整備等もですね、ぜひそういう目で積極的にやっていただき

たいというふうに思います。 

次にですね、町立保育所の存続、建て替えについて幾つかお尋ねをいたします。

老朽化している中央保育所、仲原保育所の建て替えをすることがやっぱり緊急の課

題となっております。特に仲原保育所においてはですね、玄関の外中、非常に大変

な雨漏り状況となっております。また、あそこにあります給食センター調理室もで

すね、上から雨漏りするというな状況になっております。耐震強度についても非常

に老朽化しておりますんで、心配な事がたくさんあります。 

そこでですね、この二つの保育所の緊急課題について、早急な建て替えをされる

のかっていうことについてどうお考えをお持ちでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 今御指摘の町立保育所二つにつきましては、非常に老朽化が進んでるというのは

私自身認識しておりますし、可能な限りその建て替えについては早く行う必要があ

るというふうに思っております。しかしながら、その民営化町営化につきまして

は、以前から御議論がありますし、その民営化についての反対のご議論。そして一

方その町立の建て替えにつきましては財政的な負担があるというふうなことも認識

をしています。今後の対応につきましては、財政的な問題をですね、研究をしなが

ら早急な建て替えを検討してまいりたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 もう御存じだと思いますけども、昨年の９月定例会におきましてですね、町民の

皆さんから請願書が出され、我々議会はそれを採択しております。内容については

ですね、町立のまま存続して、建て替えを急いで欲しいと。それから、子どもたち

がたくさん増えている西の方の柚須だとかあたりには民間のですね、保育所を建て

て欲しいと。それについてはもう既に進んでおりますから、いいことなんでしょう

けども。 

やはりこの、町民の皆さんの9,005人という署名がありましたけども、こういう

ですね、非常に重い町民の皆さんの御要望についてどういうふうに考えられていく
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おつもりでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 町立保育所の保護者の皆さんを中心に、民営化に対する多くの反対署名が集ま

り、民営化反対の請願が議会で採択されておることは理解をしておりますし、この

事実につきましては、私自身十分重く受けとめております。先ほど申し上げました

ように、保育所の老朽化が非常に進んでいる現状がございますので、先ほどの答弁

と同じようになりますけども、早急なその建て替えの対策、そしてその方向性をで

すね、早く打ち出したいと思っております。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 よく分かりました。私はですね、やはり幼児保育というのは非常に大事なことだ

と思っております。今後、粕屋町の20年後を担ってくれる、幼い子どもたちの幼児

保育というのは非常に大事なことでありまして、そういう意味ではですね、全て民

営化とか民間の保育所が悪いとかいうことは全くございませんで、粕屋町にとって

はですね、ものすごい貢献をしていただいている。今後もそういうことが続いてい

くと。幸いに粕屋町はそういう子どもたちが少しずつやっぱり増えてきてると。 

これはもう日本の中では非常に特徴ある我が町の特徴だと思います。そういう現状

において、環境においてですね、町立保育所を残していくと。あるいはということ

の中では町立保育所が粕屋町の幼児保育の関係の中でどういう役割を持ってんのか

ということについてですね、町長分かりましたらお答えお願いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 今の答弁の前にですね、まあ当然市町村が保育所においての保育の必要性、これ

はもう児童福祉法で決まっております。保育所において、児童の保育をしなければ

ならない。これは決まっておるんですが、ただ、公立の保育所に特別な役割が課さ

れているわけではございません。しかしながら、町の保育方針、これをダイレクト

に反映できるその役割は、やはり町立保育所にはあろうと思います。また、子育て

の拠点づくりにもこの町立保育所の価値はあろうと思っております。ただ、保育を

必要とする子どもたちや、公立私立にかかわらず等しく保育環境を提供していくこ
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とが、市町村の役目でございます。これを十分に考えながら、今後の保育行政を考

えていきたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 保育行政全般の中でですね、やはり中心となってくるのは今まで半世紀以上長い

間保育をやってる町立の保育所の役割と貢献というのものは、ものすごく大きいと

思うんです。今後につきましても全体の中でやはり町がですね、しっかりと現場を

見て捕まえて、環境の変化に先立ってやはりそういう保育の方針を打ち出していく

と。先取りしてやるっちゅうことはこれからやっぱりますます大事なことになって

くると思うんですね。そういう面で粕屋町の保育センターという位置づけというこ

とになろうかと思いますんで、その辺についてはですね、その２園の建て替え、あ

るいは西保育所もそろそろとまた時期が来ると思いますが。その辺についても全体

的にですね、しっかり見直しをして町立保育所の意義目的役割というものをです

ね、しっかりとらまえて行政に執行していただきたいというふうにこれは私自身も

そう思いますし、粕屋町のさっきの請願を出された9,005人の方、あるいはそこを

中心としてですね、たくさんの方がやっぱりそういう思いが強いと思っております

ので、是非そういうことで前向きに進んでいただきたいというふうに思います。 

それからですね、３番目としまして防災それから防犯対策について幾つかお尋ね

いたします。まず、防災についてでございますが御承知のとおりですね、今の日本

は強烈な台風あるいは強烈な台風による浸水家屋の倒壊、あるいは集中豪雨による

河川の氾濫土砂崩れ、強い地震による山の崩壊などに大変な被災を繰り返し繰り返

し受けております。近年、毎年のようにですね、そういうことが起きております。

従いまして、粕屋町はそんな危険は今のところ少ないよという楽観的に思う方が多

いと思います。しかし、現実の災害が起きていることを鑑みますと、いつどこでで

すね、何が起きるか分からないと。活断層も粕屋町の下を直接通ってるものはない

ようですけれども、新聞報道だとか色んなものを見ますと、発見されてないだけで

どこにあるか分かんないんですよっていう話ですよね。それが端的なものがやはり

熊本地震で。まさかこんなとこにっちゅうことが断層があったと。起きた後に田畑

に地割れがしたりとかですね、そういうことで、えっていうようなことがありま

す。ということはその自然災害をですね、防止すると。自然現象を防止するという

ことはなかなかこれはもうできないことだと思います。やはり私たちとしては万が

一起きたときに備えてですね、しっかりと防災あるいは減災対策を、町民皆さん意

識を高く持ってやっていくことが私は非常に大事だと思っております。 
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防災に対する町長の今後の取組姿勢についてお尋ねをいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 まず、災害対策の基本的な考えを述べさせていただきます。災害対策基本法、こ

れがこの国にある法律なんですけども、当然市町村は、住民の生命財産身体、これ

を災害から保護する。この目的のために、関係機関と協力して防災計画を定め、そ

してその実施をする責務がございます。一方住民はその備蓄その他みずから災害に

対する、備えるための手段を講ずる。そして自発的な防災活動への参加、教訓の伝

承、それらを行うことによって、防災に寄与するように努めなければならないと定

めております。 

まさにこの法律がそのとおりだと思うんですね。確かに市町村が、災害対策をす

る必要ございます。それは今申し上げましたように、ハザードマップ、あるいはそ

の危険、町内の危険箇所、住民の方にお知らせして、災害に備えてくださいという

啓発が非常に大事ということはもちろんですけども。一方住民と一体となった、こ

れはよく自助共助公助とありますけども、この一体となった防災対策を推進する必

要はございます。地震についてのことについて具体的な方策でございますけども、

おっしゃるとおり、地震については防ぐことができません。いつどこで起こるかと

いうのは全く今の科学的な研究では100％ではございません。地震が発生したとき

には、一人一人の住民の方々が慌てず落ちついて行動できるか、これが被害の大小

を左右することになろうと思います。被害を最小限に抑えるためには、町が行いま

すその耐震などのハード面の整備、これはもう本当もちろんでございますが、町内

の危険箇所の把握、そして啓発を行うこと。 

そしてこれは１番大事と思うんですけども、住民の皆さん一人一人が地震につい

ての関心を持つ。いざというときのために落ちついて行動できるような日ごろから

の心構え、これが非常に大事であるだろうと思っております。具体的には、住宅内

の家具の倒壊による事故の防止。あるいは、家庭内に置きます災害備蓄品の準備。

いざというときの身の守り方。そして今、粕屋町にある自主防災組織。それらの参

加によって防災の避難訓練を行い、災害時に備える。こういったことが防災対策に

直結するだろうと思っております。今、申し上げました自主防災組織につきまして

は、もうほとんどの行政区では、組織をされておりますけども、この防災組織を粕

屋町全体でネットワークで結んで、有機的に粕屋町全体が訓練を行うようなそうい

ったこともですね、今後企画してまいりたいと思っております。 

いずれにしましても、粕屋町が災害に対して強い町になるためには、もう住民に
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対しての啓発、これに尽きるだろうと思っております。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 区に自主防災組織ができております。ただ今のところですね、その活動について

はまだまだ足りないというふうに思ってます。私の区でも毎年のようにやっておら

れますけども、やはり参加される区民のみなさんていうのは、非常に少のうござい

ましてね。これもし万が一ことが起きたときには、もうどうしたらいいやろうって

いうなことで大変な混乱を想定されます。 

やはりあの町長仰る様にね、個人個人が自分の命は自分で守るんだと。これやっ

ぱり基本だと思いますのでね。町政としましてもそういうところの意識持っていた

だくと、町民の皆さんにですね。いざというときに救急車来てくれませんのでね、

消防車も来ませんのでね、まずは自分で守ると。さっきおっしゃいました自助公

助、共助公助ですが、自分の命は自分で守ってその次は近隣と協力してやる。そこ

までをですね、しっかりと皆さん認識してどうするちゅうことを、具体的に自分は

こういう時にどうするっていうようなことをですね、具体的に皆さんが思っておら

れると。こういう意識を持つということは非常に大事だと思ってます。 

色んな防災的なことを非常に興味がありまして、東京行ったりして勉強したり、

そういう会合出たりとかしてますけど。やはり仰ってるのはそこなんですね。色ん

なその計画があってもそれが一人一人までですね、いかにその伝わってるか、身の

危険を感じているか。あまり危険をあおってもいけませんけども、やはり昔から備

えあれば憂いなしということがありますので、むしろ備えをしっかりして安心感を

持って行くと、持つと。普段の生活をされるところでやっぱり１番だろうと思いま

すね。 

そういうことでやっぱり私たちの地震もそういうこと考えなきゃいけないと思い

ますし、計画そのものがですね、常に環境の変化によって見直しを図っていかなき

ゃなんないという、こういうことだと思います。町民の意識をしっかりと持ってい

ただくっちゅうことについてはですね、まだまだ行政のやる仕事っていうのはたく

さんあることだろうと思います。その辺についての今後の取組なんかありましたら

お聞かせください。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君） 

 御指摘のとおりと思っております。人間の感情としては正常性バイアス。何も大

したことないだろう、何も起こらないだろう、自分自身に何もないだろうという、

そういう自分の感情を抑えるための本能的な部分がございますが。やはりこれをで

すね、災害はそれが邪魔するということがあるんですね。もし地震等の災害が起こ

れば、いや、あなたの身の危険に迫りますよという脅しではないんですけども、そ

ういったその切迫感といいますか、危機感をやはり啓発するのは非常に大事だろう

と思います。 

そのためには今、若干形骸化していると思われます避難訓練あるいは防災活動に

ついてはですね、根本的にやり方を検討して、町を挙げての粕屋町は本当に災害に

強いまちと自覚できるような、そういった訓練も検討してまいりたいと思っており

ます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 そういう面でですね、台風あるいは集中豪雨等による河川の氾濫というのは、粕

屋町は結構地盤の低い土地でございますので、そういう取組というのは、やはりこ

れも目に見えた河川の氾濫等について目に見えた対策をしっかりやっていくべきだ

と思っております。特にですね、保育所、幼稚園あるいは学校、小学校中学校とい

うことについてはですね、夜間であれば児童子どもたちいませんから、それなりの

ことはしなくてもいいとは思うんですけども。これがやはり子どもたちが保育所あ

るいは幼稚園学校に行っているとき、昼間にですね、そういうことが起きたときに

どうしたらいいかと。その辺の対策についてはですね、まだまだ子どもたちは自分

でどうするということは全くできないと思うんですね。ましてその粕屋町の避難所

に指定されております学校だけの問題じゃございませんでね、やっぱり地域の人が

わっと押し寄せてくると。そういうときに、今の避難訓練については学校単位でや

っておられると。地域の人が一緒になってそういう災害対策、避難訓練をやられる

ということがですね、もうこれ急いでやんなきゃならないことだと思います。 

現にやはりですね、いろんなとこで津波やなんかの被害を発生した状況。後から

分かることですけども、地域の皆さんと学校の先生たちとの意見がどっちへ避難し

たらいいんだろうちゅうことで違ってたというなことが現実におきてまして。そこ

でやっぱり押し問答して、じゃあこっちに逃げようということが結果的にですね、

マイナスに働いてたくさんの犠牲者が発生したということもありますんで。そうい

うことも踏まえてやはり地域の人たちと一緒になってですね、避難訓練、防災意識
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を高めていくということが特に保育所、幼稚園、学校においては非常に大事なこと

だろうと思います。前段で述べましたけども、やはり粕屋町を担ってくれる子ども

たち、児童生徒、イコールやはり日本の国をですね、担っていく子どもたちなんで

すね。やっぱり日本の宝、粕屋町の宝であり、日本の宝と思ってますので。その子

どもたちをしっかり守っていくというのは、これ我々のですね責任であろうと思い

ますんで。その辺についてですね、やっぱり地域との連携をいかに強く結んで防災

計画を立てるのか、ということについて町長お考えをお聞きしたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 災害、そしてその防災についての知識、また認識につきましては、行政と地域と

学校、幼稚園、保育園、色んな分野でですね、全く同じような深さ。そしてその量

を等しくしなければ、防災対策にならないと思います。それぞれの分野で全く違う

ような感覚ではですね、いやこっちではそんなことないよ、でも大変なことになり

ますよ。そんなことじゃですね、これはもう防災対策になりません。先ほど言いま

したように粕屋町が災害に強い町、そのためには色んなことを共有するそういう機

会も含めてですね、防災訓練を一緒にやることを検討してまいりたいと思います。

 今います例えば教育委員会、あるいはその所管についてのどういうことやってる

かっていうのを、ちょっとそれぞれ所管は準備しておりますのでお答えさせていた

だきたいと… 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 私は町長のね、基本的なそういうことの取組姿勢、考え方を今日はお尋ねしてる

だけであって。具体的なことは過去に何度も聞いておりますし、現場行ってみたり

もしておりますので、ここでは結構でございます。 

それとやっぱり懸念されるのがですね、やはり震災を受けた後のやっぱり二次災

害ということでですね、これはまたその次の話になろうかと思いますけども避難所

生活のストレス。これによって体調を壊されると。二次的なやっぱり災害というの

はありますので、そこも含めて一生懸命取り組むべきだろうと思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

それから次にですね、防犯対策についてお尋ねいたします。毎年発生をしてるん

ですけども、不審者。これはですね、同じようなとこで同じようなことが繰り返さ

れておるというなことがございますね。特に幼い子ども、児童生徒を守ることが大
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事なことだろうと思ってますし、町においてもですね、そういうことを起こされな

いような環境を整えると。防犯対策をしっかり講じ被害を受けないようにすること

が、私たちの大きな責任だろうと思っています。何度も申し上げますけども、やは

り粕屋町を担う将来の子どもたちですので、これの安全確保っていうのは、やはり

人一倍我々が行っていかなきゃならないというふうに思っております。     

  そういう面での防犯対策、特に子どもたちの対策、通学路の上でとかですね。

そういうことについて今後の取組姿勢について町長の考えをお尋ねいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 子どもたちは粕屋の宝でございます。その子どもたちの安全を守るのはもう町の

責務と思っております。今現在ステッカー、防犯ステッカー、あるいは地域のボラ

ンティアの方々がパトロール等も回っております。私自身も実は数回町内を回りま

した。やはりですね、これマンパワーだと思うんですね。犯罪が起こる前に、まず

抑止する。犯罪をできないなっていうそういう風土を醸成しないといけないと思い

ます。そのために、至るところに犯罪防止するその地域のボランティアの方がパト

ロールしていることが、私はまず大事、大事だろうと思っております。ボランティ

アの育成というのは粕屋町でですね、今後本格的に取り組むべき問題だと思ってま

すし、この防犯ボランティアの方々の募集、そして育成を私も第一に考えていきた

いと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 私の区でもですね、やはりそういうお母さんたちが自主的に防犯グループを立ち

上げて活動しております。少しずつ輪は広がっておりますけども、町長おっしゃる

ようにやはりこれは町内全域でですね、そういう面をまず町民の皆さんがしっかり

そこを注意すると。目を向けるということがやっぱり１番その抑止力になろうかと

思います。 

今のところ町でそういうものに対する補助はですね。ステッカーとかいうこと

で、非常に予算的にも少のうございまして、せっかく自分たちで自分たちの町、自

分たちの子どもを守ろうということで、お母さんたち立ち上がってるんですけど

も、何せ補助金が少ないと。全く自分たちでやっておるというな状況でありますの

で、そういう人たちのですね。活動目線というのは非常に大事なことだと私は思っ

ております。 
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これがやはり粕屋町の将来をどうするかとかですね。町政に対しての興味を持つ

とかいうことにつながってくると思いますので、やはり町民の自分たちの地域の子

どもは自分たちで守るというような意識を持って頑張ってるってそういうグループ

についてはですね。もっと積極的にですね。支援をしていただきたいというふうに

思っておりますが、いかがですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 それにつきましては、もう十分理解をしております。今後検討してまいりたいと

思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。 

◎４番（鞭馬直澄君） 

 以上で私の質問を今日の予定したことは終わります。 

最後にですね、冒頭、町長にお尋ねいたしましたとおり、町長という激務をこな

していくためにはですね。やはり心身ともに健康を維持されてということが町政を

しっかりと担っていかれることの原点だろうと思います。このことにつきまして

は、今、現在粕屋町の町民の皆さんがそういう思いは非常に強いものがあります。

ということをですね、最後に再度申し上げまして、本日の私の質問を終わります。 

以上です。 

（４番 鞭馬直澄君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 暫時休憩いたします。 

（休憩 午前10時12分） 

（再開 午前10時27分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 それでは、再開いたします。 

議席番号３番、案浦兼敏議員。 

（３番 案浦兼敏君 登壇） 

◎３番（案浦兼敏君） 

 それでは、おはようございます。議席番号３番、案浦兼敏です。 

まず、箱田町長御就任おめでとうございます。箱田町長は、誇れるまちづくりを

公約に掲げられ、立候補され当選されました。私もですね、昨年の町議選では胸を

張って誇れる粕屋町にしたいっていう思いで立候補し当選いたしました。思いを同
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じくする町長の今後の手腕に大いに期待するものでございます。よろしくお願いし

ます。 

今回の一般質問では、町長の公約のうち、これまで余り議会で議論されてこなか

った農業の振興の問題。それと駕与丁公園の整備について質問いたします。それで

は、一般質問通告書に従い質問いたします。 

まず１問目の農業の振興について質問します。私は、都会に近いにもかかわらず

田園の風景が残るこの粕屋町をこよなく愛しております。管理が行き届いている田

んぼや畑を見ますと、心が癒されます。近年、若い子育て世代の転入が増加してい

るのも、このような環境を求めているものと思われます。しかしながら、農業を取

り巻く環境は、農業経営の悪化やこれに伴う農業従事者の高齢化、後継者不足など

によりまして、農地を適正に管理することが困難になってきております。国はこれ

までの農業基本法を全面改正し、平成11年に食料・農業・農村基本法を制定しまし

た。その第３条で、農村で農業生産活動を行えることにより生ずる食料その他農産

物の供給の機能以外の多面にわたる機能、いわゆる多面的機能といいますが、これ

につきましては、将来にわたって適切かつ十分に発揮されなければならないとして

おります。そこで質問ですが、粕屋町の粕屋町における農業の果たす役割、また多

面的機能についてどのようにとらえておられるのかお伺いいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 農地の多面的な機能についてでございます。水田や、畑など、自然豊かな粕屋町

において、農地は農産物の生産の場というほかにも、雨水を一時的に貯留し、洪水

を防ぐ役割があることは多くの人に知られているところだと思います。この他に

も、安定した河川の流れや、地下水位の涵養など多様な生物を育み、美しい景観は

心を和ませ、農業の営みを通じて地域の伝統文化を受け継ぎ、暑さを和らげ癒し・

安らぎの働き、体験学習の場、有機物を分解する機能、医療・介護・福祉の場とし

ての働きなどが農地にはあるというふうに言われております。案浦議員が言われる

ように、子育て世代が多い粕屋町では、子育てがしやすい環境にも役立っている状

況で、その恵みは、お金で買うことができないものであり、農業、農村、農家を支

えていくことは社会全体の利益にもつながっているものと考えているところでござ

います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 
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◎３番（案浦兼敏君） 

 ぜひ農地の大切さをですね、広く理解してもらえるような取組をお願いしたいと

考えてます 

次に、農地、農業の大事な役割に持続的な食糧の供給があります。昨年粕屋町で

生産された米で、町民４万7,000人ですか、この何日分の食糧を賄うことができる

のかお尋ねいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 昨年の粕屋町の米の生産量が705トン、米の年間消費量は１人当たり54.6キログ

ラムと言われております。７月末の町の人口で単純計算いたしますと、ほぼ100日

分を賄えるという計算になります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 粕屋町町民の100日分という、これがちょっと多いのか少ないかちょっとです

ね。私はもっとね、賄えるかと思ってましたけども、意外と３か月余りしか賄えな

いということで、ちょっと若干不安を感じております。このようなことで、米だけ

でなくて野菜もですね、地産地消で賄えるような農業基盤の強化の施策を推進して

もらいたいと考えております。また、近年、粕屋町でも農業従事者の高齢化、後継

者不足や都市化の進展による農地の開発行為により農家戸数や農地面積が減少し、

かつて町の主要産業であった農業の位置づけも変わってきたように思われます。 

そこで質問ですが、農家戸数・人口と全人口に占める割合、農地面積と耕作放棄

地面積、農業生産額と全産業に占める割合について、10年前とどのように変わって

きたのかお尋ねいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 ここ10年の変化ということでございます。各種統計調査、できるだけ比較できる

ような形で抽出をしておりますが、産出額など一部推計値であることを初めに申し

添えます。まず農家戸数でございます。ここ10年で約11.6％減の374戸ほどに減っ

てきております。あわせて農家人口で見ますと約25％減の1,070人ほどになってお

ります。農地面積も約９％減の238ヘクタールとなっており、生産額は全産業の生

産額は20％伸びて2,670億ほどになっている中、農業の産出額は約32％減の３億
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8,000万円となっております。耕作放棄地は微増して1,016アールとなっており、農

地の保全という観点からすると、年々厳しくなっている状況で、担い手不足を大変

懸念しているところでございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 今の説明で、農業を取り巻く環境が非常に厳しいものとなっているのを認識いた

しました。 

次に米の30年問題についてであります。これは民主党政権時の戸別所得補償制

度、米の直接支払い交付金ていうことで、平成20年度から10アール当たり１万

5,000円が支払われておりましたが、これが自民党政権への政権移行により見直し

が行われ、平成26年から10アール当たり半額の7,500円。これが平成30年度に撤廃

されることになりました。また、米の需給調整いわゆる減反政策ですか。これから

国の直接な関与が廃止され、米価の下落が懸念されることから生じる問題でござい

ます。粕屋町では、大規模な稲作農家や農業法人は少ないと思いますが、個々の農

家では減収が見込まれると思います。そこで質問ですが、農家への影響についてど

うとらえておられるのかお尋ねします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 国の減反政策の見直しによる、いわゆる米の30年問題です。案浦議員が言われる

ように戸別所得補償制度が廃止され、今年度の直接支払い交付金の撤廃、転作作物

の助成金見直しは、町内の多くを占める小規模兼業農家等には確実に所得の減少を

招くものと思っております。国の施策の方向性は、生産コストを軽減するため、農

地集積を進めて経営規模を拡大し、認定農業者や集落営農、法人化などを通じて経

営意識の高い少数の農業経営を伸ばす農政への転換で、生産を確保すべしという方

向性で一般的な農家への国の支援は縮小されている状況でございます。国の施策は

制度として、扱いようがございませんが、町といたしましては各地域の実情に合わ

せながら、町独自の支援のあり方を農家の意向を確認しながら進めていく必要があ

ると考えているところでございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 やはり国のほうは大規模農家とか認定農業者法人ですか。そっちのほうに重点的
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にして一般のですね、方に対する今までの助成をですね、見直してるっていうこと

で。粕屋町でも町独自でですね、そういう粕屋町に合ったそういう支援策について

講じてあるということですんで、それについて期待いたします。平成30年度には、

米の支払い直接支払い交付金が廃止され、これに代わり、産地交付金が支払われる

ようになってます。果たして、これが本当に粕屋町の農家の経営実態に合ったもの

か疑問に思っております。 

そこで質問ですけども、昨年支払われた米の直接支払い交付金の総額と対象農家

戸数、今年新たに支払われる産地交付金の総額と対象農家戸数についてお尋ねいた

します。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 昨年の米の直接支払い交付金、これは740万ほどで対象農家戸数は196戸でござい

ました。ことしはこれがゼロになったわけですので対象戸数で単純に割ると１戸当

たり3万8,000円ほど所得が減った計算になります。また、今年の産地交付金、いわ

ゆる転作作物関係ですが、町の全体の総額200万弱っていうのは変わりはございま

せん。対象戸数は昨年の82戸から26、失礼しました28戸と減少し、景観作物関係分

が野菜等の販売農家に移行した形になっているものと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 やっぱり国の支援のあり方が大きく変わっていることを実感しますし、やはり粕

屋町の農家のほうもですね、これによってから一緒に経営が厳しくなってるように

実感いたしております。 

次に、毎年８月に所有地及び耕作地に関するアンケート調査、いわゆる８．１調

査が実施されております。今年はこれとあわせまして、農業者アンケート調査が実

施されております。そこで質問ですが、この調査で見えてきた農家の実態や、本当

にどのような支援を要望してるのか。またどのように考えているのかお尋ねいたし

ます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 農家台帳などの８月１日調査と合わせまして、アンケート調査を今年度行わさし

ていただいております。回収した結果を大まかに申し上げますと調整区域、農振地
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域の見直しを求める意見が多く出され、その他、農道や農水路のインフラ整備を求

める意見、休耕田に対する施策、高齢化や担い手不足を心配する意見、農業振興の

ための予算確保や支援拡大を求める意見があり、具体的な施策の意見では、機械組

合に対する支援の拡充、法人化に向けた支援を求める意見が寄せられていました。

 アンケート結果を受けまして現在、思っておりますのは、各地域の小規模兼業農

家や家族経営の農家戸数が食料生産を初め、景観や防災などに寄与する農地や水

路、地域を支えている強い担い手であると考えております。粕屋町の現状といたし

ましては、今のところ耕作放棄地は少ない、比較的少ない状況であると考えており

ますが、アンケート調査にもあるように、担い手の確保は年々難しくなってきてい

ると実感しており、この担い手を確保する取組は現在最も重要な施策の一つであろ

うと考えているところでございます。 

このようなことから、まずは各地域で取り組まれている集落営農的な活動に対し

まして、支援の強化を図る必要があると考えており、具体的には機械組合や法人化

に向けた活動支援など、より担い手確保に直接効果があるような支援の形にしてい

きたいと考えております。今後、具体的な施策について検討してまいりたいと考え

ております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎４番（案浦兼敏君） 

 先ほど出ました集落の農地は集落で守るという集落営農ですか。これは、大規模

農家がない、この粕屋町においてはですね。農地を守っていく上で非常に大事なこ

とだろうと思います。粕屋町内ではですね、六つほどの機械利用組合がありますけ

ども、それがまた法人化で、集落営農法人化したところはございません。そういう

今後ですね。そういうところでいかないと粕屋町の農地は守っていけないんじゃな

いかというなことを危惧いたしております。 

私は今年の４月に開催されました粕屋町農業機械共同利用組合協議会の総会に出

席しました。この中で農業機械導入事業につきましてから、他の町並みに要件を緩

和してほしいっていうような要望が出されました。このことは先ほどですね、八尋

課長の話がありましたけども、そういうことをそういう要望を受けましてですね。

町のほうでも考えて十分検討していただきたいと考えております。 

最後に町長にお聞きします。町長は選挙公約の中で、現場の声を生かした農業政

策を上げられております。先ほどからの所管課の見解をお聞きになったと思います

けども、粕屋町の農業、今後どのように振興していくつもりか、町長の考えをお伺

いします。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 私は今回の選挙におきまして、農家の声を県・国に届ける。そして、農政に反映

させるということを繰り返し申し上げてまいりました。農業は国の本当に昔からの

基幹的な産業でございます。これを大事にしたいという気持ちは変わっておりませ

ん。今年度行われましたアンケート結果につきましては、先ほど課長のほうが申し

上げましたが、その結果を今後の農政に反映し、また、そのアンケート調査も今後

継続的に行いながら、農家の皆さんから出される問題点あるいは疑問や不安に答え

るよう、努めたいと思っております。 

そして、今議員がおっしゃいました機械利用組合のことにつきましても、近隣市

町村とも調査しまして検討してまいりたいと思っております。また粕屋町の立地条

件からしますと、生産者と消費者が非常に近いそういう関係がございます。食の安

心安全を共有できるような地産地消の都市農業を推進して、地域完結型の農業の推

進を目指したいと考えております。そのためには少量で多品目な生産、そして地域

の戦略的な農産物、福祉との連携、これらが今後の農業振興のためのキーワードに

なるのじゃないかと思っております。生産者、農林事務所、ＪＡなど、そういった

関係機関とも今後とも強力に連携しながら、農業の振興に努めてまいりたいと思っ

ております。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 鞭馬直澄議員。すみません。案浦兼敏議員。失礼いたしました。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 確かに箱田町長のお話聞きました。安心しました。粕屋町もですね、特産品のブ

ロッコリーってありますけどもね、これもやっぱりだんだん高齢化してだんだん作

り手が減ってきてますしね。やっぱりこれは、ずっと昔先輩たちがですね、こうい

うブロッコリーされて、昔はこのブロッコリー部会で毎年積み立てで毎年海外旅行

してあったって聞いてますし。その当時はですね、大変よかったと思いますけど

も。やっぱり粕屋町でもブロッコリーに代わるようなものもですね、少し考えても

いかがとも思いますし、消費地に近いんですから、さっき地産地消ですか。やはり

消費者の顔が見えるようなね、農家とそういう消費者がですね、一緒に交流できる

ようなそういうですね、場も今後検討していただきたいと考えております。 

次に２問目の駕与丁公園の整備について質問いたします。駕与丁池は江戸時代

1697年に農業用水ため池確保のために、福岡藩によって堤防が築かれ、それが現在
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のため池として大きな役割を果たしております。貯水量が75万7,000立方メートル

ありましてから、福岡県で５番目に貯水量が大きいため池でございます。このため

池は、農業用のため池だけでなく、洪水調整池の役割も果たしております。国にお

いては東日本大震災後、ため池の一斉点検を実施し、震災での多くのため池はです

ね、損壊したんで福岡県でも実施されたようですけども。昨年７月の九州北部豪雨

では、朝倉市では48か所のため池が決壊したことなどにより大きな被害が生じてお

ります。また今年の７月の西日本豪雨では、広島県をはじめ福岡県を含む４県で、

７か所のため池が決壊し家が流され死亡者まで出ております。 

これらのことから、福岡県は県内の4,050か所のため池を点検調査し、決壊など

下流の住宅地等に被害の恐れのあるため池について、ため池ごとの被害のシミュレ

ーション、ハザードマップを作成し、市町村に情報提供する取組を始めたと聞いて

おります。今年７月には粕屋町ではですね、50年に一遍という大雨特別警報が出さ

れましてから、このときは駕与丁の水が満水となり地元の農区の方や地元住民や農

区の人たちも、溢水、水があふれる溢水や堤防などの損壊を心配したものでござい

ました。 

そこで質問ですけども。福岡県のため池調査は駕与丁池についても行われたので

しょうか。また、駕与丁池が決壊すれば甚大な被害が生じるものと思われますが、

被害のシミュレーション、ハザードマップの作成はなされているんでしょうか、併

せてお尋ねいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 ため池の安全の調査につきましては、東日本大震災後、国の指導によりまして、

福岡県が県内全てのため池、先ほど4,050とおっしゃいました。それについて平成

25、26年に一斉点検をされております。その結果、粕屋町に関係するため池は、粕

屋内外にですね、12か所ありますが、いずれも改修などの緊急性は低いと判断され

ているところです。この調査では基準によりまして、大間池と新大間池が防災重点

ため池に指定されております。そういった関係で現在、町のホームページ上でため

池ハザードマップを公開しているところでございます。 

そうした中、昨年の７月に発生した九州北部豪雨による被害を受けて、防災重点

ため池の選定見直しを先々月、県より説明を受けております。これは基準以外のた

め池で、市町村の判断により新たに防災重点ため池とするものは理由を整理して、

県と協議しながら見直しするものとされております。見直しの報告期限は、来月末

となっております。池の広さや形状、下流側の住居の状況等を考えますと駕与丁池
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を防災重点ため池として見直し、ハザードマップの作成までつなげていきたいと現

在考えておるとこでございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 今の答弁では町内12か所あって、防災重点ため池として、大間と新大間池がです

ね、指定されてるということで。そこの基準としては池の広さとか堤防の高さとか

そういう基準でしょうか。ちょっとお話を。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 防災重点ため池の基準はまず堤高ですね。堤の高さが15メートル以上あるもの、

または、堤高が10メートルかつ10万トン以上の貯水があるものについては防災重点

ため池として指定され、耐震診断、それからハザードマップの作成までつなげてい

くっていうことになっております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 駕与丁池はこれだけ広いですから当然ですね、そういう防災重点ため池になって

ると思ってましたけども、県のほうが再度追加でということですから是非ともです

ね、防災重点ため池としてですね、そこの調査をですねやっていただきたいと思い

ます。県のため池調査では、あふれる前に水を流すという洪水吐というのがありま

すけども、そういう排水施設にですね重点的に調査したところ、問題があるのため

池が結構見つかったということです。 

駕与丁池は貯水量に比べてから洪水吐などの排水施設が貧弱と思われます。ため

池を管理してる方のお話では、今年７月の豪雨時大変心配したっていうことで、以

前から改善は要望していたんで、このため町はですね、平成23年度に隣接する民有

地を買収して、そういう改善、改良工事を行う予定でしたけども現在までそのまま

になってるということでしたけども。そこで質問ですけども地元の農区の要望、排

水施設の整備について、どの程度検討されているのかをお尋ねいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 おっしゃってあるのは駕与丁池の洪水吐からＪＲ線路の下をくぐった先の直角に
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水路が曲がった場所のことであると思います。水路が直角に曲がっておりまして、

高低差もあることから大雨時水路から水が越流して、それを緩和する必要があると

ころでございます。このようなことから、議員がおっしゃるように、平成23年度に

水路に隣接する土地を買収し、改良工事を行う予定とされてきましたが、現在に至

るまで予算の都合上、改良工事はなされていない状況でございます。今年７月初め

の豪雨のときも、この地点で池の関係者と担当職員で土嚢設置するなどしておりま

して、越流しないような工事の必要性を感じておるところでございます。 予算の

都合上、工事が延び延びとなっておりますが、できるだけ早期に工事が着手できる

よう留意していきたいと思っておるところでございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 予算の都合上で延び延びになっとるということですけども、やはりこうですね、

先ほどから防災ですね対策としてやはり駕与丁池がですね、そこら辺が決壊すれ

ば、もう下流の甲仲原とかですね、場所によっては酒殿のほうとかその周辺にかな

り被害が出ると思いますし、場合によってはＪＲ線のほうも通行不可能になった場

合、町に対する莫大な損害賠償が生じると思います。そういうことで、やっぱりた

だ単に農業ため池だけの管理だけじゃなくて、そういう防災という視点からもです

ね、やっぱりこの問題をやっぱ真剣にとらえてですね、そこら辺の対応を考えてほ

しいと思っております。 

次にですね、町民の憩いの場、公園としての駕与丁池周辺の整備について質問い

たします。今年５月に実施しました議会報告会の中で、町民との意見交換を行いま

した。私は、駕与丁公園のあり方をテーマとした意見交換会を担当いたしました。

まず、参加者から異口同音に駕与丁公園は町内はもとより周辺市町からも利用者が

多い、粕屋町のシンボル的な公園である。もっとにぎわいが欲しいというようなそ

ういう意見が切実な声が出ました。この他せっかくですね、ゆっくり１日ないし半

日過ごそうと思うにも休憩施設とか飲食室もない。また、遠くから来た人が地元産

品を買おうにしてもそういう売店もない、ていうような声もございました。そこで

具体的な提案を求めましたところ、次のような意見要望がありましたんで、それに

ついて各所管課の見解をお伺いします。 

まず、民間事業者の活用により集客対策として、レストラン・売店・貸しボー

ト・レンタル自転車等の事業を考えてほしいとの要望がありました。国におきまし

てはですね、昨年６月都市における緑地の保全及び緑化並びに都市公園の適切な管

理を一層推進するとともに、都市内の農地の計画的な保全を図ることにより、良好
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な都市環境の形成に資することを目的に、都市緑地法等の一部改正する法律を昨年

６月に施行しました。これは粕屋町の今後のあり方ですか、公園だけでなく都市農

地ですか、とかそういう今後の在り方。いや、その姿を考える上で大変重要であ

り、担当の都市計画課だけでなく地域振興課、他の課の職員の方にも、このことに

ついては十分勉強して欲しいと思います。 

この中で都市公園の再生活性化を推進するため、民間事業者による公益還元型の

収益施設の設置管理制度を創設しました。これにより、都市公園内にカフェ、レス

トランなどの収益施設の設置が可能となりました。公益還元型の収益施設というの

は、要するにそういう収益施設で上がった利益をですね、公園の整備とかそういう

分に充てるという制度でございます。これを受けましてサウンディング型市場調

査。これは周知などの有効活用に向けた検討に当たって、活用方法について民間事

業者から広く意見提案を求め、対話を通じて市場性等を把握する調査のことでござ

いますけども、この調査を行う自治体が増えてきております。 

そこで質問ですが、駕与丁公園の公益還元型の集客施設の可能性について、サウ

ンディング型市場調査は、これは特に予算を伴うわけでございませんので、この調

査を行ったらどうでしょうか。お尋ねいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君） 

 サウンディング型市場調査は、民間事業の自由な発想に基づく幅広い事業、アイ

デア、さらに募集条件についての事業者の意向や公園の評価、期待などを幅広く意

見を伺うための調査だと認識をしております。サウンディング型市場調査も今後の

駕与丁公園の活用を考える際の手法の一つだと考えられます。まず福岡県内でも、

北九州市の勝山公園や福岡市の天神中央公園でサウンディング調査を実施されてお

りますので、状況などを調査いたしまして、また駕与丁公園での条件整備等を行い

ながら検討したいと考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 確かにですね、近隣では福岡県がね、天神中央公園の西側ですか。中州側の再整

備についてからこれをやってますし、福岡市は水上公園についてやってます。この

他横浜市はですね、市内全部の都市公園についてですね、このサウンディング型市

場調査を抱えてる都市公園全てについて、民間からここの公園についての提案です

か、を募集するというようなこともやっております。確かに駕与丁公園はですね、
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大濠公園と類似してますけども、遊歩道は大濠公園の２倍、大濠は２キロですけど

も４キロあります。非常に広い公園ですけども、ため池部分はですね、農業ため池

ですから公園部分に入ってません。っていうことで、やはりため池としてのです

ね、部分についてのいろんな制約はあると思いますけども。そこら辺を整理してで

すね、やはり駕与丁公園をやはり町長がおっしゃるように町のランドマークとして

もですね、にぎわいのある公園としての整備を考えていただきたいというふうに考

えております。 

次に落橋した水鳥橋を早く復旧して欲しいということで、簡易な構造でもいいか

ら民間事業者からの提案を募集してはどうかとの意見要望ございました。これにつ

きましても本年度当初予算でですね、水鳥橋につきましては詳細設計費4,400万が

計上されましたけども、議会のほうで設計費が高過ぎるなどの理由で予算が削除さ

れました。それでそのままになっております。 

このような中、国におきまして、国土交通省はですね、平成27年に作成しました

公共工事のガイドラインの中で、発注方式の多様化として性能発注の方式。従来は

ですね、設計施工が分離発注方式ですけども、これをですね、一括発注方式あるい

は詳細設計つき工事発注方式。概略設計しとって後の詳細設計は受注者側のほうに

求めて、その受注者からの提案に対してから承認するという形ですけども。このこ

とについてガイドラインの中で規定しております。このことから他の自治体におき

ましても、工期とか事業費が節減できるとしてから、この方式を採用する自治体も

現れてきております。私の知る限りでは国のほうは結構環境省がですね、廃棄物を

焼却施設に結構導入してますし、国土交通省もトンネルとか橋梁でこれをやった事

例もあります。ただ自治体のほうはちょっとまだ、なかなか事例が少ないようです

けどもインターネット調べましたところ、新潟の阿賀野市ですか、阿賀野川のとこ

の阿賀野市。これは、人口が４万5,000ぐらいの市ですけども、これについてもや

はりそういうですね、性能発注方式での要綱作成してから、これに取り組むように

しております。 

そういうことで現在ですね、水鳥橋については、詳細設計費がですね、否決され

ましたんでそのままということで。担当課のほうもですね、議会のほうもそのまま

の状態で、こう着状態で一向に進まないわけですけども。議会のほうとしてもです

ね、やはりそういう高い橋でなくて簡易な構造でいいからですね、やはりつくって

ほしいという意見もあります。そういうことでその一つの方式としてですね、水鳥

橋の復旧につきまして、この性能発注方式を検討してはどうかということでお尋ね

いたしたいと思います。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君） 

 性能発注方式による水鳥橋の復旧、いわゆる橋梁の構造形式や主要諸元を含めた

設計を、施工と一括して発注する方式のことだと思われます。この方式は、国の大

規模な、先ほど議員さんもおっしゃいましたトンネル工事などで行われたこともあ

ります。施行者の固有技術を活用した設計が可能となり、施工者が得意とする技術

の活用により、よりよい品質が確保される技術の導入が促進される反面、設計と施

工を分離して発注した場合と比べて、施工者側に偏った設計となりやすく、設計者

や発注者のチェック機能が働きにくい状況の可能性もあります。ただ今御提案いた

だきました性能発注方式、いわゆる設計施工の一括発注方式も水鳥橋の復旧に向け

ての方法の一つだと考えられます。この方法も含め、どのような方法が復旧に際し

て良いか、予算も考えながら検討を行っていきたいと思います。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 この提案したですね。設計施工一括発注方式もメリットとまたデメリットがあり

ますね。さっきちらっとおっしゃってました。粕屋町もね、給食センターでＰＦＩ

してメリットはありますけども結構デメリットも色々あったように思われます。だ

からそこ辺をやっぱりそこら辺を十分踏まえた上で検討した上でですね、やはり、

前向きに物事を前向きに進むためには、何らかの方法ですか、を検討しないと一向

に水鳥橋はですね、このまま復旧できないわけでございます。ですから、町民とか

議会の意見を聞いた上でですね、町のほうにおいてもですね、やはりこういうやは

り新たなやり方があるとかそういうことをですね、逆に調べてそういう形で提案し

ていただきたいというふうに思っております。 

次に駕与丁公園のバラ園についてでございます。毎年多くの見物客が殺到する一

大人気スポットになっております。バラ祭りの際には、県内はもとより県外からも

多くの見物客が来場されます。さらに粕屋町内外からもっとバラ園を拡大してほし

いとの要望が出ております。 

そこで質問ですけども、バラの花を見物できる場所をもっと増やせないのかお尋

ねいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田代都市計画課長。 
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◎都市計画課長（田代久嗣君） 

 バラ園では春と秋のバラの開花時期には、多くの方々が来園されバラの観賞をし

ていただいております。現在バラ園を含みます公園内のバラの管理に対しては、職

員で対応のほか、年間に消毒、施肥、剪定などの業者委託として約780万円をかけ

バラ園の維持管理を行っております。また、粕屋町バラサークルの皆さまにも維持

管理には御協力をいただいているところであります。バラ園の拡大には多くの整備

費用と整備後の維持管理が必要となってまいります。そのため、現状では拡大につ

きましては非常に難しい状況でございます。しかしながら、駕与丁公園にはです

ね、多くの方々がバラの観賞に来園されておりますので、今後もバラの補植などの

対応には努めてまいりたいと考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 確かにですね、駕与丁公園のバラ園は無料ですからね。結構ですね、遠くからも

有名で見に来られます。しかしそれをね、今のバラ園をね、例えば２倍とかそうい

う大きくするというのは、なかなか色々整備費等のことでなかなか難しいとこはあ

るかと思いますけども。やはり駕与丁公園全体でですね、やっぱりそのバラの咲く

頃にはそういうバラの花がどこかで見れるっていうか、そういうな環境をですね、

是非ともつくっていただきたいというふうに考えております。 

次に公園駐車場が手狭なので、有料でもいいから整備して欲しいとの要望でござ

います。公園の駐車場は日ごろ体育館プールと野球場の利用者などの車で占められ

ております。しかしイベント時とか桜やバラの開花時には、駐車場は満車状態で、

道路に車がはみ出し通行人や近所の近隣の住民に迷惑をかけております。近くに町

や土地開発公社が所有する自然広場用地があります。現在あまり活用されておりま

せん。 

そこで質問ですけども、この広場用地を公園の駐車場として有料化を含めて、整

備を検討できないかお尋ねいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 駕与丁公園、かすやドーム、サンレイクですとか役場まで周辺を含めてでござい

ますけれども、駐車場問題につきましては、その不足、十分認識をしておりまし

て、いかに解決していくか頭を痛めておるところでございます。議員が言われます

ように、土地開発公社が所有しております自然ふれあい広場用地、こちらを駐車場
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化するというのは職員のほうからも出てくるアイデアでございまして、検討はして

おるところではございます。実現をできれば非常に有効な手段であろうかというふ

うに考えておるんですけれども、実現のためには解決をしなければいけない課題が

幾つか出てまいります。 

まず、この公社所有地の購入をしなければいけないんですけれども、現在簿価額

が１億4,000万を超えておりまして、この購入費用だけでも相当な金額になりま

す。加えて整備費用等ももちろんかかってまいります。また、場所を一般の来客用

の駐車場といたしますと、高速横の側道ですね、狭くてアップダウンが激しい見通

しの悪い道でございますけれども、非常に速度を出されて車が通るという場所でご

ざいます。ここを安全に横断をしてくるということが必要になりまして、非常に安

全性という面でですね、懸念をするところがございます。 

また、大型のバス等の待機場所として利用する場合を考えましても、手前にあり

ます高速の上を渡っております駕与丁の跨道橋ですね、こういったところ、やはり

狭くて橋そのものも道も狭うございますんで、ここ安全に曲がれるのかといったと

ころ。交通渋滞等まで招かないかといった安全面の確認、またその手前にあります

住宅地への影響等、色々配慮しなければいけないというところでございます。公社

所有地自体が7,600平米、その道路側、浄水場側ですね、に面して町有地もあるん

ですけれども、合わせますと２万平米ほどの面積がございます。この、どの範囲を

どれくらいの、どの場所をどれくらいの範囲でですね、駐車場化するのか。また、

残った土地をどのように今後利活用していくのかというところまで含めまして、総

合的に検討してまいらなければならないことだろうというふうに考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 土地公社分の所有地を含めて、今２万平米あるということで、確かに土地開発公

社につきましては、町からの補助金でほとんど赤字がなくなってから、後はいずれ

町のほうがですね、この土地は買わざるを得ないという状況だろうと思います。確

かに色んな困難な問題がありますけども、そこら辺をできないできないっていう理

由だけじゃなくてから、もう少し前向きにしてこういう方法だったらできますとい

うか、そういう発想をですね、今後見て考えていただきたいというふうに思ってま

す。これは一応、要望ということで今後、確かに色々難しいね、問題あります。た

だそしたらどげんしたらできるかということをですね、少し考えて欲しいなと思っ

ております。 

次に花火大会を復活して欲しいとの要望です。花火大会は商工会の主催により開
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催されてきましたが、２年ほど前に中止となり寂しい思いをしている。町民の手づ

くりでもいいから何とか復活できないものかとの要望がありました。本日の西日本

新聞でですね、残念なことに大濠のですね花火大会は今年度で終了ということで、

報道がありました。やはり都市化してからお客が多くてから安全確保が困難という

ことで、今年度をもって大濠の花火大会は終了しますというようなことが西日本新

聞の１面にそういうことが書いてありました。非常に大変長年ですね、楽しみにし

てきた人にとっては非常にですね、寂しいことであると思います。 

そこで質問ですけども、花火大会を中止になった理由は何であったのか。また町

民からの要望に対し、例えばふるさと納税とか町民からの寄附とか、また場合によ

っては例えば有料の桟敷席を設けるとか、それによってね、財源を得るとかなどし

て、町民手づくりの花火大会を復活できないものか、それについてお尋ねいたしま

す。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 現在の状況でございます。平成27年度の粕屋町民花火大会を最後に、花火大会が

行われておりません。当時３年ごとの開催を予定して実施されたということでした

が、その後町のほうの意向で実行委員会が開催されておらず、実施が見送られてい

る状況と聞いております。今後の開催につきましては、平成27年度に開催された時

の課題、先ほど案浦議員さんもおっしゃいましたように西日本大濠花火大会が安全

上の理由で取りやめになるということでございますが、同じような理由が粕屋町に

もあったようでございます。そのことも含めて再度実行委員会を立ち上げまして関

係機関とも連携し、実施に向けた検討を今後行っていきたいと考えているところで

ございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 そうですね。確かに安全確保、大濠公園に比べたらですね、駕与丁公園はまだ比

較的まだ余裕があるんじゃないかと思いますけども。そこ辺ですね、実行委員会の

ほうで開催して検討するということですんで、そこら辺ですね、町民の要望等を受

けてできるだけ開催できる方法を考えていただきたいというふうに、是非実施に向

けた検討をお願いしたいと思います。 

最後に町長にお聞きしたいと思いますが、町長は選挙公約の中で町のランドマー

ク駕与丁公園の整備や町民花火大会の開催を掲げておられます。先ほどからの所管
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課の見解をお聞きになったと思いますけども、駕与丁公園の整備などについて、ど

のように考えておられるのか、町長の考えをお伺いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 私がいうまでもなく、駕与丁公園は町のシンボルでございます。実際の利用につ

いては御存じのように、ジョギングあるいはランニング、多数の方が町内外からお

見えでございます。そういった公園ではありますが、今議員が御指摘の通り議会報

告会の中の意見交換会で意見が多数出ましたように、やはりもっと楽しめるような

公園にして欲しいという声は私自身も聞いております。そういった意味で、先ほど

都市計画課のほうが申し上げました点。もっと施設をつくってほしい、そういった

ことも研究をいたします。 

そしてもう一つ、第５次総合計画。その町民の意識調査からも、この駕与丁公園

に対する愛着心、それが粕屋町民の誇りとなって表現されているっていうのを感じ

ます。この公園が今後も安心して利用できるように、施設などの維持管理は努めて

まいりますが、現在の財政状況ではなかなかですね、その公園整備は難しい状況で

はございます。ただ、民間の力を利用したこの公園の拡大、あるいは施設の拡充に

つきましても検討させていただきたいと思います。 

また、まさに都市公園法の一部でございますが、都市緑地法の一部改正、この中

に今回の改正点で都市環境の形成、これはまさに駕与丁公園がそのものを表してい

ると思います。都市の中にある有効な良好な環境にある公園。緑もたくさんござい

ます。水面もございます。そして駅にも近い。町民の暮らしから直結できるような

憩いを感じられる公園に、今後ですね、だんだん発展するように、私も尽力させて

いただきたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 町長の前向きな発言で大いに期待いたしております。確かに少子高齢化や都市化

が進む粕屋町においては、いろんな問題が山積しています。しかし、残念ながらち

ょっと職員の方については、なかなかこれに立ち向かっていろいろいこうという気

迫は、なかなか感じられないところはちょっと残念に思っております。現在はイン

ターネットなどでいろんな情報が得られますし、その情報をもとに自ら調査確認し

てから、その中から粕屋町に合った解決策を導く努力をする必要があると思いま

す。粕屋町の職員には、常に問題意識を持たれ、その解決に向けて情報収集に努め
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て欲しいということです。今後町長には、このような職員を育成して欲しいと思い

ます。 

以上で私の質問、一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございまし

た。 

（３番 案浦兼敏君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 暫時休憩いたします。 

（休憩 午前11時23分） 

（再開 午後０時45分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 再開いたします。 

議席番号11番、福永善之議員。 

（11番 福永善之君 登壇） 

◎１１番（福永善之君） 

 議席番号11番、福永善之です。通告書に従い一般質問をします。 

まず、箱田町長。９日に当選をされまして、10日から任期が始まったということ

です。13日にですね。昨日所信を表明されたということです。私からするとです

ね、もうちょっと時間をおいてよかったかなという感じでは考えてました。実を言

うと箱田町長も四つの公約を掲げられたと、選挙期間中ですね。ただ、実際に役場

に戻って、その役場の中のですね、色々な諸問題をまず、それも突き合わせながら

見ていかないといけないと思ってますので。そういうのをですね、見れる時間をつ

くった後にですね、所信表明というのを議会のほうでどうかという感じで打診すれ

ばよかったのかなというふうに考えてます。 

では、質問内容に進めさせていただきます。今回は内部統制に関してということ

で、１問質問をいたします。まずですね。副町長にお聞きしましょうか。内部統制

とはもう少しかみ砕いた分かりやすい言葉で言うと、どういうことでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 内部統制と言ったらちょっと固い言葉になると思いますけど、私としてはです

ね、組織で町長をトップにして、副町長それから課長ですね。それから主幹、係長

とか、そういうふうな一連の流れで、規律を守って仕事をしていくというふうなこ

とじゃないかというふうに思います。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 では、三役のもう１人の教育長はどう思われますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君） 

 内部統制と言われますが、やはり役場も組織の一つでもありますし。やっぱり町

長が掲げている町政の方向に向けてですね、全職員がベクトルをそっちの方向に向

けるということで、内部統制っていう言葉はちょっと強過ぎますが、同じ方向向い

て実現に向けて、みんなで組織として、または今の言い方でしますと、チームとし

て取り組んでいこうということだろうと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 ではですね、お二方、大体そのような感じでよろしいかと思います。まず組織の

あり方というのをですね、企業でいうとコーポレートガバナンスですね、企業統

治。これは一般常識的には第三者が見ても、そうだよねって納得するようなです

ね、組織のあり方というふうに考えていただければいいかと思います。 

ではですね、粕屋町には監査委員をしいてます。これは、民間から来られるです

ね、代表の監査委員さん。それから、議会選出の監査委員ということで、２名体制

で今、粕屋町の監査をやっているという感じになっております。４期16年務められ

た藤川監査委員、前監査委員ですね。が常日ごろから、これは箱田町長も副町長を

経験されてましたので、必ず９月の前に行われる７月にですね、決算監査を行って

おります。その決算監査が済んだ後に、町長室において、総体のですね、総論の決

算報告というのを行っております。その中で町執行部の三役ですね、含め総務部

長、経営政策課長も同席の上、代表監査委員と議選の監査委員のほうから決算監査

報告を行うという感じになってると思います。その中で、藤川先生が常日ごろから

言われた言葉がこの内部統制をしなさいということであったんですけど、副町長そ

れは覚えておられますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 私が監査を受けてたときは、覚えてません。そういう話は覚えてません。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 箱田町長は副町長時代に、そのような言葉を覚えてられますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 私の副町長時代にもそういう言葉はいただいておりません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 ではですね、まず１問目の質問にいきますね。箱田町長が考えてられるですね、

町執行部という認識は、特別職だけを指すのか、それとも課長職以上課長部長それ

から特別職を指すのかどちらでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 いわゆる執行部というのは、地方自治法上はですね、これは法律上のことなんで

すが、執行機関を指すもので、これは首長、町長だけだと思いますけども。副町長

以下、各課長級の職員などその補助機関にはなります。 

しかしながら、執行部という一般的に使われる名称では、これは広い意味で、意

思決定をつかさどる機関。すなわち、町で言いますと議決機関である町議会に対し

て、その決定事項を執行する組織としてはですね、町長始めその配下の職員を指す

ものとして使用されていると私は理解しております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 箱田町長、ちょっと固いかなと思うんですけど、もう少し柔らかくですね、考え

ていただけばいいんですけど。今の答弁だと、町長を含め課長職の方もここに同席

されてる方も、町執行部の認識ということで粕屋町は対応していくということでよ

ろしいですか。 

ではですね、続きまして吉武副町長ですね。これは箱田町長は、そのときいらっ

しゃらなかったので、御存じないと思いますので質問しますね。町立保育所建て替

えに関する事案では、所管の委員会では、町長と担当課長より建屋のリース案が示
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されましたが、その後両氏は退職。他の課の課長以上また所管職員への情報の共有

ができていたのかどうか。それを質問します。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 確か８月20日ですよね。厚生常任委員会で私呼ばれまして、そのときにも話をし

たと思いますが。町長のほうからこの件については、一切聞いておりません。従っ

て職員のほうの課長、関係課の課長ですね。も、みんな知らないと。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 えっとですね、ここが要するに内部統制にかかわってくることなんですよね。私

と藤川先生が監査委員の当時、やはり４年間、私も藤川先生のもとで監査をさせて

もらったという経緯があるんですけど。その４年間の中で、粕屋町はそのときには

起こらなかったのですけど、他のですね地方自治体、全国のですね、中ではやはり

職員の公金の横領事件とかですね、そういう不正がですね、やはり発生したと。監

査の中でですね、正直な話はそういう不正を見抜くことがこれもほぼですね、不可

能だという認識で私たちは考えていたんですよ。というのが、皆さんが１か月間に

行う業務をですね、たった１日の監査でですね、それを見抜けるかって言ったらこ

れはもう不可能なことです。だから、通常のですね、議会の監査っていうのは議会

というか地方自治体の監査っていうのは、これはもう試査って言われるですね、あ

る程度抜粋してですね、これこれを見ていこうという感じのですね、程度の監査に

なっていくという感じです。 

その中で、そういう不正ですね。今回ちょうど箱田町長の町長選の期間中と時を

同じくしてですね、福岡県の鞍手町も同じように町長選挙がありました。そこの町

長がお辞めになった理由というのがですね、公共工事に関するですね、設計費のこ

れはですね、最低制限価格ですね。これを、業者のほうに漏らしたと。で、業者の

ほうからお金をいただいたという感じ、それが発覚していったという感じで、贈収

賄事件で逮捕されておられます。で、このようにですね、その組織内のルールです

ね、内部統制ですね。それを無視した形で、今回その鞍手町に関しては、町長がそ

のルールを破って行っていったという行為。 

で、今回ですね、先ほど吉武副町長言われましたように、我々が７月19日にです

ね、委員会の席上で、町執行部のほうからですね、吉武副町長除いた執行部のほう

からその聞いた話というのはですね、町立保育所をリース案として持っていきたい
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と。平成31年の４月にですね、建屋を開所したいからですね、最低でもこの９月議

会に債務負担行為として計上していきたいと。そういうお話がありました。で、そ

の話を吉武副町長は知らなかったということですね。で、それに対して、これは私

たち議会の一員としてはですね、これは何のために私たちがいるかというと、町民

の皆さんから代表として選ばれていると。だから、町民の皆さんが今回委員会の席

上で、執行部のほうからそういう提案を伺ったという立場になってるんですよね。

その立場で伺ったにもかかわらず、その情報がですね、執行部内で共有されていな

かったというところは何が問題だったんでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 それはやっぱりですね、その時の話をですね、町長のほうが私なり関係各課のほ

うに話をしなかったということでしょう。20日の日に私申しましたけど、重要案件

につきましてはですね、案についてはそういうふうなことは、皆共有してますよ。

今回に限ってはですね、ありませんでしたと私言いましたよね。だから、リースの

件でするっていうのは初めて聞きましたし、ましてやその７月19日に町長が出席し

たということは私も知りませんでした。担当課も知らなかった。いきなり言われて

私も呼ばれて、20日の日どうだったのかと言われてもですね、全然聞いてないから

知りませんでしたというふうに答えましたけど。事業課のほうでですよ、それこそ

何千万とかですね、学校教育で校舎の増築とかですね、そういう話があるときはで

すね、みんな意見共有してます。今回に限ってそういうふうになったということは

問題でしょうけど、それはやっぱりトップのほうがですよ、こういうことするから

ということで関係各課の課長とかですね、職員なり集めてですね、話をしていくと

いうのが本来の姿だったと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 まさにおっしゃるとおりですね。で、その後ですよね、問題というのは。我々は

そういう感じで提案を受けました、こうやっていきたい。で、８月中にもう一度説

明をさせてくださいというところで止まっておるんですよね。これは、箱田町長に

お聞きしたいんですけどね。議会の中でもいろいろ意見があるでしょう。計画が煮

詰まってから委員会の場に持ってこいとかですね。ただ、私の場合はですね、煮詰

まった状態で持ってこられると、もうそれが前提のもとで進んでいくからですね。

７月に提案のあったようなですね、こうしていきたいというところを投げかけはま
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さによろしいと思うんですよ。ただ、その投げた後にですね、計画が変わりました

ということがもし発生した場合にですね、その発生したときにまた説明責任という

か。委員会の場でまたすみません、計画は変わりましたので、という打診というか

説明はないのかっていうところをですね、ちょっとお聞きしたいんですけど。そう

いうところは必要ないのかというところをですね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 計画の内容が煮詰まらない、あるいは、今後の見通しがまだ立ってない。そして

１番大事なのは、財務的な計画だろうと思います。その辺がはっきりしない状態で

中途半端な提案はですね。私自身はしたくない。また、しません。それが答えでご

ざいます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 そうですね、堅実ですね。ただ、今我々としてはですね、現状、現在進行形でで

すね、そういう提案を承ってる状況なんですよね。分かりますか。承ってる状態

で、計画がもし変わってるのであればですね、やはり改めて委員会の場でやっぱり

説明をするべきじゃないかなというふうに、私は常識的には思うんですよね。その

話が、８月にします、という言質をいただいててもですね、今９月になりました。

全くその提案した側から打診もない。こちらから言わないといけないのかなってい

うところがあるんですけど、それはどうでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 だから、それはリースの件のことを言われてるんですよね。だから、20日の日に

私申しましたよね。立案して提案したのは町長であって、町長と担当の課長が知っ

てたかどうか分かりませんよ。そこだけの２人だけの話で終わってるんで、あと

20日の日、私は知りませんからという白紙の状態だと思うんですよ。後の職員全然

知らないんですから、どういう提案をされたかも知らないし。それを厚生常任委員

会にですね、どう説明するんですか。できようがないでしょって私言ったじゃない

ですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 
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◎１１番（福永善之君） 

 だからですたい、そこまで分かっているのであればですね、もう一応計画の返答

はしないといけないですよね。ということは１回協議をされてですね、もうこれは

なかったことにしようというところで、もう一回委員会を開いてそういう説明をす

るべきと私は思うんですよ。違いますか。知らなかったと言ったらですね、じゃあ

組織としてどうなってるんだというところになってきますよね。組織として提案を

してきた案件をですよ、いや、これはこの人たちが説明して自分たちは知らかっ

た、では済まないんですよ、正直な話は。組織として、その方たちが出ていっても

ですね、やはり組織として提案してるのであって、組織としてやっぱりその解を持

ってこないといけないと思うんですよ。そこで初めて私たち、私はですね、あっ、

あの計画はもうなかったんだというところで終止符が打たれるんですよね。だか

ら、今吉武副町長確かに知らなかったでしょう。ただ知らなかったで終わったら、

それは組織体としてはやっぱり内部統制としてやっぱり欠けてますよということで

あるので。当事者がいなくてもですね、やはり発言したことに対しては内部の中で

やはり、いやこれはちょっともうなかったことにしよう、ということの統一をまと

めて、委員会の場でもってくるべきと私は思うんですけどどうでしょうか。町長。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 ことの経緯は私は詳細には把握しておりません。まさに今、質問されて答えてあ

る、その内容の程度でございます。ちょっと今後それにつきましては検討させてく

ださい。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 えっとですね、吉武副町長もそんな感じですね。えっとですね、ではですね、先

ほど吉武副町長のほうから、今述べた事案に関してはこれはもう例外だという感じ

で、通常は大型案件というかですね、町のほうでかなりもめているというか住民の

関心を引くようなやつに関しては、町執行部の中で情報の共有ができてるよと、い

う感じで言われたと思います。 

ではですね、今現在、役場組織のですね、内部統制に関する認識はそれで間違い

ないでしょうか。副町長。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 
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◎副町長（吉武信一君） 

 間違いないと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 教育長は。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君） 

 議長、あの反問権。ちょっと、ようございますか。このことをですね、今聞かれ

て議員は何を明らかにされたいのかなっていう、ちょっと私疑問が今湧いておりま

す。私は今、役場のほうもですね、町長を新しく迎えてですね、今から新しい体制

でやっていこうとしておりますし。前町長が体調を壊されまして、吉武副町長がで

すね、職務代理とされてこの半年以上ですね。やっぱりずっと頑張って来られた。

これでもやはり課長さんたちとのやっぱコミュニケーションとられながら、粛々と

ですね、役場のほうには何の、僕は大きななんて言いますかデメリットはなかっ

た。デメリットて言うのかな。ミスはなかったと僕は思っております。それを今内

部統制っていうふうな言葉でですね、あたかも何かこう、役場の中の内部統制が何

かばらばらのようにちょっと私こう聞こえとるんですが。私は今、役場は組織とし

て機能はしていると思います。ただ先ほどの厚生常任委員会の話はもう私も同様で

すけど、これを知りませんでした。しかし、役場の全体としての動きとしては私

は、課題っていうのを私は感じておりません。新しくまた箱田町長中心に私は作っ

ていただけると思ってます。なので、何をお聞きになりたいのか。その目的を教え

てください。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 今の質問に答えてください。福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 何をって言われてですね、ちょっと私は答える術っていうのをですね、西村教育

長。今私が発言した内容を聞いていられたのかなという感じでは考えてますね。私

が申してるのはですね、町の組織としてですね、住民の選ばれた議員の前で発言し

たことに対して、町の組織の幹部の方たちが知らなかったっで通りますかというこ

とですよ。それを西村教育長はですね、それでもいいということですか。ちゃんと

してますとか。何を言いたいのかっていうところをですね、そこを言いたいんです

よ。情報の共有もできてない。組織としてですね、発言したことに対して、その発
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言したことに対してもし変更があった場合はですね、組織としてまた対応していく

というところはないんですか。それが、今私に話されてますけど、これが一町民だ

ったらそういうこと言えますか。ね、私はちゃんとしてますよと言えますかね、そ

ういうことが。そういうところの認識をちょっとですね、違うなという感じで考え

ますけど、どうですか。どこが悪いのかって言われましたけど、そこ悪いと思いま

せん。西村教育長。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君） 

 私が言ってるのは、職員はですね、委員会であった分、もしくは担当所管がそれ

ぞれ出向いていって、いろんな方とお話をしたり要望を受けたり。また窓口でいろ

んな質問を受けたり要望を受けたりした件はですね、場合によっては課長が直接町

長のとこに報告行く場合もありますし、担当職員が行く場合もあります。だから、

ピラミッドを余り例にたとえたくないんですけど、ピラミッドの頂点のほうには情

報集まるような仕組みが私は十分あるかと思います。ただ、トップの方がいろんな

ところで発言された内容が全部おりてくるかいうと、僕はそれはあり得ないと思っ

てるんです。だから、今その分の双方向を求められているんであれば、そういうふ

うな組織になってほしいという狙いが、その今日の質問のですね根底にあればです

ね、そういうな双方向を考えたらどうかということの目的をおっしゃっていただけ

れば、私もそういった返答はいたします。今の組織がいいのかっていうとですね、

僕はやっぱりよどんでしまいますのでいいとは言いません。改善すべき点は多々あ

ると思いますので、やっぱり前向きにまた日々１日を反省しながらですね。次こう

いったことが、質問が出た場合はこういうように答えようとか。それは今皆さんの

意識の中にあると思いますので。ここがいいか悪いかって聞かれたときにはいいと

は答えきれません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 教育長が反問されてましたので、反問した前の質問というのがですね、内部統制

の現状はどうかという感じで私は問いましたからね。だから、それにそういう反問

をされるとですね、私はですね、小さい事案までですね、その報告というのは正直

そこまでしなくていいと。ただ、町の問題となってるですね住民の関心のあること

に関しては、それは町執行部は知っとかんといかんよと。そこまでの流れをつくっ

とかんといかんよということで言ってるんですよ。ね。だから何を言いたいのかっ
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ていうところをですね、私が言ってることが分からないのであればですね、もう西

村教育長非常に申し訳ないけど、鈍感と思います。ね。そういうとことか内部統制

をちゃんとしとかんと、そこがですね、不正の温床とかなってきますので。もし仮

にですね、今回の件がですね、そのまま進みますと、９月に債務負担行為上げます

と。皆さん知りませんでしたと。それで進んでいったらどうなります。議会で紛糾

しますよ。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ちょっと待ってください。福永善之議員、あまり人を非難するような言動はちょ

っと慎んでいただくようによろしくお願いします。ちょっとそれは、こちらが聞く

とそういうふうに聞こえますので、気をつけてください。吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 先ほど申しましたようにですね、重要案件につきましては担当課長含めてです

ね、提案はしてるんですよ。この件に関してはですね、私は知らなかったと言いま

した。実際知らなかったんで。その厚生常任委員会でですね、知らなかったという

ことで内部統制ができてないと。組織として結局共有してないじゃないかと、情報

を。聞いてないんですから。それをお前たち何も共有してないんやないかと言われ

てもですね、どうしようもないですよね。だから、本来の姿でいけばですよ。そう

いうのはちゃんとしなきゃいけないというのは、分かってますよ。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 分かってますよね。だから、今回ですね、内部統制のあり方の見直し。現状はこ

の件は例外だったと言われてますよね。今回８月20日にですね、副町長出席のも

と、知らなかったということは言質を得てます。ただ、その後ですね。やはり今回

箱田町長もですね、就任されましたので、副町長の上の方もできましたので。やは

り発言に関してはですね、内部のほうでやはり意思決定をされてですね、やはり発

言した場所におろしてくるべきと私は思いますが、いかがでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 厚生常任委員会と執行部の問題ですよね。だからそういうことで何も知らなかっ

た、委員会をそのままですよということでしょう。だから、それを終わらすために

はちゃんと答えなさいということですよね。でも８月20日の話にですね、こういう

状況で前町長がそういう話をされたと。後の分は全然知らなかったということなん
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で、申し訳ないというような話をですね、しなくちゃいけないんですかね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 申し訳ないじゃなくて、あの話は変更しますとかですね、それ申し訳ないという

認識になりますかね。持ってないでしょ。だから、言ったことに対しては、いや、

あれは変更がありますとかですね。そういうところを初めてなって委員会としては

これは無かった事なんだなという決が出ると思うんですよね。ただ、それを聞きっ

ぱなしで今まで現在進行形で来てますので、それでいいんですかという話で先ほど

申したように言った本人方たちがですね、退場されてもやはり組織としては粕屋町

役場という組織なので。組織体としては、言ったことに対してはやはり変更がある

のであればですね、持ってくる。もしそれ変更がなければですね、そのままで結構

だと思います。それを前提にですね、審議していくっていう感じになりますので。

変更があるのであればですね、持ってくるという認識でよろしいと思いますが、い

かがでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 その話の内容が変更とかですね、結局計画を出されたのは前町長なんで、それに

残ったものがですよ。いや、あの話はもう町長がされたんで知りませんということ

で変わりましたと、終わりましたという話になるんですか。私はですね、私の個人

的な思いではですね、その時に感じたのは、８月20日に呼ばれてですよ、こういう

話をされたと。あなた知ってますかと。全然聞いてませんって。もう、それで町長

と担当課長は辞めたんでしょう、退職したんでしょう。自分としてはですね、もう

この話はもう初めからないよねっていう感覚で言ったんですけどね。で残った者が

これもう変更でしませんからというふうなお答えをですね、また改めてしなくちゃ

いけないのかなと。実際、厚生常任委員会に話をですね、持ってそういう話をされ

たというのがですよ、後の者全然知らないんですよね。知ってればですよ、もう辞

められたからこの話はちょっともう元に戻りますと、白紙になりますというふうな

答えをすると思うんですけど。全然、組織としてそういうふうな話になってないじ

ゃないですか、意見を共有するというような案を共有するというその共有まで行っ

てないんですから、そこで僕は終わってたと思うんですよ。そういう認識を持って

たんですけど、それは悪いと言われればですよ。ちょっと検討しなくちゃいけない

なと思いますけど。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 福永善之議員。 

◎１１番（福永善之君） 

 余り深く考えなくていいと思うんですよ。いや、いや、違う違う。あのですね、

一組織体としてですね、発言したことに対してですね、その発言した人たちが退場

してもですね、それは組織体としての問題と思うんですよ。ただ組織体として、幾

らその自分たちは聞いてないと言われてもですね。組織体としてやはりそれは責任

があると思いますので、組織体としての解を持ってくるというところをですね、考

えていただけばいいと思うんですよ。それを知らなかったとか自分たちは全く聞い

てなかったとかそういうところであればですね、じゃあ今後どうなるんだと、大丈

夫かという感じでなってくると思うんですよね。言わんとしていることは分かりま

すよ。言われた当事者が退場されたんでもうその話はなかったんだということはで

すね。ただそれは受け取り方の問題であってですね、ただ組織体として、議会のほ

うも常任委員会として組織としてですね、対応してますので、そこはやはりそうい

うその方たちが退場されてても、組織として意見をまとめて持ってくるところのル

ールをちょっと作ってもらいたいなという感じで、もう少し柔らかく私言ってるん

ですけど提案をですね。どうでしょうか。それは内部統制の一つでもあると思うん

ですけど。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 柔らかく言ってもらってて言いますけどね。考え方としてですよ。そういうふう

な情報とか共有しとって、そういうふうな持ちかけ方をですね、してればですよ、

私も知ってればですよ。そういうふうに今回もうそういう話は、詳しいとこは知ら

なかったんでもう１回変えましょうとか言うと思いますけど。あのときの話はです

ね、20日のときの話は、一方的にあなた知っているかというふうに私言われました

ので、いや存じてません、ということですよね。厚生常任委員会がそのまま存続ず

っとするということで言われてると思うんですよ。その件に関して。じゃあそのと

きにですよ、こういうふうな状況ならどういうふうにしましょうかという提案があ

ってもいいと思うんですよ。わざわざここで話すようなことでしょうかね。組織体

としてやってますよと。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 まとめてください。福永善之議員。 
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◎１１番（福永善之君） 

 えっとですね、確かにおっしゃるとおりですよ。ただですね、私が聞いたのは、

８月中に説明会を開きますという話しだからですね、私は待っとったんですよ。８

月中。８月中に、もう一度厚生常任委員会開いて説明しますの話だったんですよ。

違う違う違う。その方たちが。だから、そういうところ、そういうところをです

ね、だから引き継ぎとかですね、引き継ぎとか内部統制とかそこを言ってるんです

よ。もうですね、分かりました。それは分かってませんよ。ただ組織体としてはで

すね、やはりそういうところやっぱりけじめの問題になると思いますので、幾ら自

分たちがいや、もう何でっと思うかもしれないけど、そこはやっぱり組織としての

けじめをですね、やはりつけていただくというところが内部統制の一つになります

ので、その辺をよろしくお願いして、私の一般質問と... 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 もう一つある。 

◎１１番（福永善之君） 

 ん。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ３番。 

◎１１番（福永善之君） 

 ３番はですね、今言いましたので、そこはもう解は求めませんけど、常識的な対

応であればですね。もう持ってこられたほうがですね。内部統制としては完結する

かなという認識で私はいます。答えますか。よろしいですか。 

では、私の一般質問を終わります。 

（11番 福永善之君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 続きまして、議席番号14番、本田芳枝議員。 

（14番 本田芳枝君 登壇） 

◎１４番（本田芳枝君） 

 議席番号14番、本田芳枝でございます。ただ今より一般質問をさせていただきま

す。 

通告書に従ってと申しますか、先ほど福永議員が内部統制の話をされています。

で、私も実はその件に関しては項目として入れていますので、ちょっとあの前後し

ますが今の流れでね、私もちょっと私の立場からさせていただいたほうがいいかな

と思うので、ちょっとそれからいきます。それで私はですね、福永議員とちょっと

立場が違います。私は厚生常任委員会の委員長として、この件にあたっておりま
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す。それで福永議員は、議員としてあるいは元監査委員として、ここでおっしゃら

れたと思います。私は議会の組織のですね、厚生常任委員会という中で起きたこと

なので、議長にですね、厚生常任委員会として意見を出そうということで、意見を

まとめて議長に提出しております。それは多分その日のうちに副町長にわたってい

るというお話を聞いていますので、その内容をですね吟味されて、必要があれば議

長にまたそのことをお話をされたらいいし、それがなければですね、今後厚生常任

委員会としてあの件はどうなったのかなっというお話を、議長を通してお尋ねした

いというふうに今のところは考えています。 

それで私はですね、８月20日の件は実際７月19日に因前町長と前子ども未来課課

長のお話があって、その翌日にですね、お辞めになってるんですね。それでその時

点でもう私は、これちょっと大変なことであるけれども、そのあと話を聞いたらど

なたも御存じないということで。これは無かった事なんだろうと。ただやっぱり厚

生常任委員会としてはその後のことを考えないといけないので、一応会を開いて、

そして吉武職務代理者、副町長に来ていただいて、職務代理者違ったっけ。来てい

ただいてお話を聞いております。そしてその後、委員会で意見をまとめて意見書と

して今出しているあの状態なので、どういうふうにお話ししたらいいのかな。福永

議員は監査委員としての立場からされたんでしょうね。私はそういう立場でこの事

にあたっております。一応まずそれを申し上げます。 

それでですね、私は今、吉武副町長は今も副町長ですよね。かつて８月20日のと

きは職務代理者だったんじゃないかな。今私はですね、思うに、この件に関して実

際いろいろ常任委員長として調べました。そして過去にはそういうことはなかった

というお話をされましたが、私はあったのではないかと思いますので、今回一般質

問に取り上げさせていただきました。そのあった内容に関しては、上の二つに関連

するんですが、実は給食センターのこと。あるいは池田、この方お名前出していい

かどうか分からないんですけど、副町長２人いらっしゃるから。池田副町長とその

前町長との関係の中で、似たようなことがね、あったんではないかと。これはあく

までも推測の段階。思いますので、今回の保育所の件を例にして、こういうことは

どうだったんですかというお話をするつもりで一般質問の項目に挙げております。

一応そのことは、それで置いときます。 

えっとですね、最初から言います。じゃあ、あの１番のところですね。これから

の粕屋町政のあり方についてということで、新町長に対して、過去の事例を参考に

しながらこれからの粕屋町政のあり方についてお尋ねします、という通告書の内容

でございますが。 

１番に、副町長の２人制と部長制についてということでございます。箱田新町長
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のこれからの行政運営に関してお尋ねします。粕屋町では現在、部長制を引いて６

年ほどになります。その上、昨年６月には副町長２人制の条例案が可決して、池田

泰博氏が７月より就任されましたが、今年の１月に在任途中で退席され空席です。

部長席も４席とも空席でございます。現在は副町長１人と課長職の職員が町政を担

っている。もちろんリーダーは新箱田町長でございますね。今後の粕屋町をどのよ

うな体制で進められていかれるおつもりでしょうか。まずその考えをね、空席なの

で、一応条例案で可決してますから体制としては、副町長も２人制。それから部長

制も廃止になったわけではないので、そのままということで来ています。そういう

事にあたって箱田新町長はね、どのようにこの町を運営していこうかと思っておら

れるか。まずそのお考えをお尋ねしたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 簡潔にまずお答えいたします。副町長の２人制は私は今の制度はありますけど

も、任命する気持ちはございません。反面ですね、部長制、これももちろん制度と

してありますけども、部長は空席でございます。反対にこの部長のほうが粕屋町の

これからの将来を考えた場合には必要だろうと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 必要であるということは、今後空席になっている部長席にそれぞれ人を配置し

て、部長制として進めていくというのが近日中にされる、手をつけられることにな

りますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 今ですね、粕屋町の職員非常に少ない状況でございます。この段階で部長職を設

置するとなると３人ほどの職員が、要するに欠員になるという状況にも、部下的な

職員ですけどもなる、というふうな弊害がございますので、いましばらくは置けな

い状況だろうと思いますけれども。先ほどの問題いろいろありますが、内部統制。

このためにもですね、部長が必ずいると。課長から即トップまでっていうことはで

すね、やはり部内をまとめて、その意見をまとめて風通しがいい組織として政策を

組織で決定していく。そういうためにはですね、必ず部長職がいると私は思いま

す。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 粕屋町はですね、総合計画が予算書にひもついていて、各部担当で予算を考えな

がら、それがですね、総合計画とも関連しているように私は思っています。そのこ

とをもとにですね、今後も枠配分予算方式でやられたらいいのかなと思っている。

私自身の考えがですね。思っているので、ぜひ部長制を続けていただきたいという

ふうに思っています。それで実は副町長２人制も続けていただきたいと、私は思っ

ています。それが副町長という言葉がふさわしいかどうかは分かりません。あるい

はその顧問とか、あるいは何とか室という形でうちの町の組織とは別に、行政組織

とは別の組織でそういう人が、あるいは部屋があったほうがいいと私は考えている

ので、そのことをちょっと申し上げたいと思います。 

私は副町長２人制と部長制両方堅持、という考え方を持っています。副町長２人

制では１人は従来の行政の補助としての副町長。もう１人は粕屋の未来を考える企

画担当。市制に向けていつでもその体制に対応できるようにする、というのを公約

で述べておられます。また、さまざまな方面において粕屋町を売り出し、積極的に

企業誘致あるいは子育て施設の誘致、花火大会などの協賛金のために、町外で営業

活動をしたいというふうにおっしゃられた場面がございました。私はとてもその場

面をうれしく聞いておりましたが、その活動をですね、補佐する人材あるいはヒン

ト、あるいはより多くの情報を集めてくれる人材が必要だと思います。昨年６月に

副町長制を私は賛成したのは大体こういった理由からなんですね。たまたま昨年、

いろんなことがあって人選も失敗をされたのではないかと思いますし、病気という

ことでね、退職をされましたが、私はこういう制度は市制に向けて必要だと思って

います。例えばですね、前々町長のときに総合計画をつくるときに、粕屋カフェと

いうような内容を企画されたり、それから市制に向けての調査研究をされたり、そ

れから情報発信ですね。粕屋町全体をどうやったら魅力的なまちであるか。それを

発掘しながら、日本に日本全体に向けて発信をする。それから農業振興と観光の問

題。それからですね、各職員あるいは町民が問題意識を持って、まちづくりをす

る。そういうことの内容のために、今いらっしゃる行政の職員プラス外部からの登

用でそういうことを考えてくださるような、そういう部署あるいはそういう存在が

ですね、粕屋町には必要だと思っています。小さな田舎町と思ってましたが、実は

この粕屋町は潜在能力ものすごくあります。宝の山です。でも、現在のところ町民

も職員の皆さんも原石をそのまま持ってるだけではないか。私は世界的な視点か

ら、ここはアジアに近いので粕屋町の未来をですね、開拓するためのそういう人材
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をですね、今すぐじゃなくても結構なのでぜひ箱田町長に登用していただきたいっ

ていうのは私の願いでございます。一応ここで切ります。どうですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 御意見ありがとうございます。私の横におります吉武副町長も優れた人材ですの

で、副町長は２人は要らないというふうに私は思っておりますが、確かに専門的な

分野、今後粕屋町が対外的にもその魅力を売り出せるようなことにつきましては、

さまざまな方面から御意見をちょうだいしたいと思っております。そのためには、

アドバイザリー的なコンサル会社、あるいはそういった方々を見つけながら相談す

るのは本当に必要だろうと思いますが、経常的にそういう方を設置するというのは

ですね、コスト的な面もございます。業務的な面もございますので、それは慎重に

考えていきたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 慎重に考えていただきたいと思います。今から４年間あります。ただ実績が残さ

れないといけないと思います。町民はやっぱりですね、新たな粕屋町を求めていま

す。よくこういう提案をすると例えば今副町長の件をおっしゃいましたけど、そう

いう意味で言ってるのではなくて、色んな何て言ったらいいんだろうね、未来に向

けて発想をしてくださる人っていうのはやっぱり粕屋町に長くいる人じゃなくて、

粕屋町を外から見ている人のほうがですね、意見がとても良い意見があるんじゃな

いかなと思います。それで部長制についてはですね。予算決算審議において四つの

部、総務部、都市政策部、住民福祉部、教育委員会それぞれに統括する行政のベテ

ランを配置し、行政職員の育成をすることが急務だと思います。人件費がかさむ、

選抜による昇進となるための弊害もあるという考え方もありますが、ベテランの退

職が続き、若手の人材育成が必要。予算決算審議を通して、部内の調整をする人材

の必要性を痛感しています。部制をひいたときに、課長職の等級を下げています。

また、副町長１人の人件費、別に採用する人件費は市制に向けての財政投資という

ふうに考えれば必要経費です。積極的な投資を行っていただきたいと思っていま

す。もうお答えはさっき聞きましたからですね。 

じゃ次行きます。２番目ですね。契約交渉に関して専門家の登用をっていうとこ

ろで、給食センター建設に関してとサブタイトルを入れています。昨日全員協議会

がありました。そのときに、顧問弁護士である羽田野節夫弁護士の給食センターに
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関する説明がありました。内容はですね、２月の臨時議会での和解案とそれから謝

金等の説明のためにお話に来てくださったんですが、私は別の視点から羽田野弁護

士にお尋ねしたいことがございましたので、質問させていただきました。それを聞

いて少し気持ちが軽くなったことを申し上げて、その内容は、ポイントが二つあり

ます。 

一つはですね、この給食センターの過去の事例なんですけれども、債務負担行為

の予算案を可決した平成26年の３月の議会前後のことです。そのときは、羽田野弁

護士は関わりがありませんでした。だから、もっと自分が分かっていればっという

ふうなお答えをされました。そのときはですね、議会では債務負担行為の条例案が

出て、それを議会が可決しておりますが。そのときに私はですね、実施方針や要求

水準書の検討を、事前にその債務負担行為がある前に相談をするという約束をその

当時の教育次長はしておられたので、それを聞かない前では、採決はできないとい

うふうに申し上げて、ほかの議員と一緒に継続事案にするようにお願いしたんです

けれども、結局可決をしました。それはそれでね、結果的にはいいんですけれど

も。そのときの問題が現在まで尾を引いていると思うので、今ここで申し上げま

す。そのときに問題になったのは、アドバイザリーの業務で、結局地盤調査の件な

んでございますが、２回しているんですね。１回目に基準以上のですね、鉛の化合

物が出たんです。それで２回目の調査をですね、必要となって何とかクリアして、

３月半ばにその結果が出たんですけど。それと同時に、債務負担行為の条例案が出

まして、実際その要求水準書などの提案があったのはその３日後だったんです。実

施方針とかね。議会が終わってからのその発表の仕方。それに随分私は困惑してで

すね。本当にいいのだろうかとすごく心配していたんですが、行政には行政の事情

がございました。それはですね、鉛の検出という予定外のことが執行部を慌てさ

せ、２回目の調査費捻出のためにアドバイザリー契約の弁護士費用、配膳室調査費

用をそれに回しています。そのことはですね、その年の決算のときに最初はその説

明をされなかったんですが、ちょっとおかしいところがあったので、お尋ねしてそ

のことが分かりました。それ以降ですね、結局弁護士費用がなかったので弁護士と

の関わりがなく、行政と事業との間で契約が行われている。その結果が今ありま

す。私はそのときですね、たとえアドバイザリーの弁護士さんがいらっしゃらなく

ても、うちには顧問弁護士がいるから、多分それをその顧問弁護士に相談されるん

ではないかと思っていたんです。ところがそうじゃなかったようなので、そのこと

を聞きたかったので羽田野弁護士にちょっとそういうお話をしました。 

それからポイントの二つ目はですね、平成27年の廃棄物層から出た鉛を含む残土

処理、地中障害物の処理に関してですね、8,000万円。それから旧給食センター跡
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地の処理に2,000万円の費用が必要ということになって、それをどうするかという

ことで、前の町長が議会に説明をしてその意見を求められました。それから、町民

にも意見を求められました。結果的に前の町長は、一時停止っていうその通告を相

手側に出されたんですけれども、私はそのときにですね、弁護士さんに相談すべき

ではなかったのかなと思っていました。そのことの疑問をですね、やはり昨日お尋

ねしました。前町長と事業者の間に取り交わされたいろんなことがあります。それ

がいろいろお互いに行き違いで、今和解案をこちらがそれを和解案で成立を、今裁

判にはならないで成立をした経緯があるんですが、そのときにですね、契約書があ

るんですね。ＳＰＣと粕屋町の事業契約書が。その中にですね、30条の５項の中に

合理的に予測できない土壌汚染及び地中障害物があったことに起因して、本件工事

が遅延または中止することをやむを得ない場合は、町と事業者との協議の上に、本

件施設引き渡し予定日及び維持管理、運営開始を予定日を合理的な期間だけ延長

し、当該増加費用及び損害費用を負担する。町がですね。ただし、事業者が損害の

発生及び損害の拡大を防止、または軽減する努力を行わなかったことに関する起因

する工事遅延に対しては、増加費及び損害については、町が負担しない。というこ

とが契約上あったんですね。だからうちの町も、その過失っていうか、それでひょ

っとしたらこれは裁判になる可能性もあったんですが、結局和解したということ

で、今は落ちついていると思いますが。私はお辞めになった副町長はこの辺を察知

して、これ私の独自の推測です。お辞めになったのではないかと。御自分に責任が

かかるのではないかと。それで１月21日、突然にお辞めになったのではないかと推

測していますが、これは個人の推測です。私はですね、昨日の羽田野弁護士の説明

で、もし相談を受けていれば違った結果になったかもしれないとおっしゃってくだ

さいました。また、昨日の羽田野弁護士は給食センターの敷地の調査がずさんだっ

たとおっしゃいましたが、私はそうばかりは言えないと思っています。やることは

やっていたのですが後手に回り、あるいは意識的に説明しなかったり、法律の専門

家に相談すること自体が眼中になかったり、つまりは行政の無知と緩やかさで、そ

れを指摘できなかった議会の力不足もあります。その緩やかさを、ある方はずさん

と言われればそれは仕方がないのですが、ＰＦＩという巨大な企業組織に立ち向か

うには、それなりの体制が必要で、残念ながら粕屋町にはその覚悟と体制がありま

せんでした。もっとも、小さな自治体にはそれは無理だったかもしれません。給食

センターが開業して１年が経ちました。昨日の顧問弁護士の説明で長年の疑問が少

し解決し、ほっとしているところでありますが、ある程度の検証は必要と思ってい

ます。 

しかしながら、現状を踏まえてよりよい方向に持っていくときではないかと思い
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ます。私はこれを調査するにあたって、給食センターの現場に行きました。モニタ

リングの調査をされて本当に現場の職員はですね、向こうからの要求に対してきち

んと整理して要求を下げたり、その金額以下にされるような努力もしておられま

す。だけどもその大元でね、もし専門家を登用していたり、あるいは専門家に相談

してたらもっと違った結果になったのではないかと今でも思っています。私個人は

ですね、実はこの24年からこの給食センターのことに関わっていますので、途中で

業者が変わったり、アドバイザリー業者結構変わっているんですよね。それから担

当の方も変わったり、流れが途中で分からなくなることもあるので、自分なりにま

ちづくりの一つの研究テーマとしてまとめられたらいいなと思っています。 

今の流れで教育長にお尋ねしますが、私のどっか事実の認識で間違っているとこ

ろはありませんか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君） 

 私も途中からこの件についてはですね、関わっておるんですけど。やっぱり事前

の資料を見たりとか、前の方、それから当時の職員あたりと話をする中で、私は本

田議員もおっしゃられたとおり、全くそのとおりだろうと思います。やはりスター

ト時点の契約、その辺にもうちょっと慎重さがあればなということを感じておりま

す。一緒です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 ありがとうございます。過ちは過ちとしてあるいは不備は不備として、でも同じ

間違いを二度としないように、そういう意味も込めてそれから議会の力不足、私の

議員としての力不足もあったと思います。それであえてね。今日このお話をも、こ

ういうお話をするのはもう今しかないと思っているのでさせていただきました。そ

して新町長も、実際前の給食センターの地中の廃棄物の8,000万とか、合わせて１

億何ぼ、１億円近いそのあれに一応副町長という立場でね、関わっておられたと思

います。ただ私はちょっとこの後に申し上げたいんですけども、だから私はこの問

題はもっと明確に前に進むことがね、分からないこともたくさん今でもあります。

それはどうしようもないこともあったり、あるいは双方の認識不足であったり、い

ろんなことがあると思います。でもそのことをきちんと整理をして、次につなげた

いというふうに思っています。 

それで私が今回、その次の内部統制の話を取り上げたのは、さっきの最初の続き
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で申し上げますが、町長と担当課の２人のお話です。副町長は一切関わっておられ

ないんです。そういうことって、だから私は給食センターのときもひょっとしたら

ですね、副町長、今の箱田新町長はどういうふうな立場だったんだろうかと。うち

の町はですね、小さなことに関してはきちんきちんと物事は進んでいくかも分から

ないけれども、大きな事案に対してあるいはこれをしようっていうときにすっと先

に行く、みんなで合意形成をしないでですね、先に進む可能性があります。例えば

前町長とお辞めになった副町長の関係で、結局採用するにあたっては、健康診断を

取られていない。よく聞いたら、前の職場も定年前に病気で辞めておられる。そし

て、その後の仕事の内容は一切残っていません。私は情報公開で求めましたが、何

も資料が残っていないんですね。そういうところはやっぱちょっとずさんな感じが

するんですよ。で、そういう内部できちんとやってるところとそうじゃないところ

があるということを認識した上でね、今後物事を進めていけたらなというふうに思

うので、今日させていただきました。いかがでしょうか、新町長。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 組織が生き生きとその仕事ができるのはですね、やはり内部統制だと思っており

ます。上司の意見を部下が理解し、その政策を実行していく。あるいは一つの問題

が上がったときには、その組織でみんなで対応して研究しながらその案を上に持ち

上げて、その上司はその問題について全体で考えていく。最終決定は町長、副町長

がことについては決断を行うと。これはですね、非常に有機的に組織が活性化する

方法だと思っております。よく言うその内部統制というのはその監査法人あたりが

ですね、財務関係の、要するに不備があっちゃいけないということで、これ金融庁

が出したその内部統制という言葉を使ってるんですね。財務これ、こういった公の

地方自治体においては、企業でいうその財務だけの問題ではなくて、その一つの施

策がどう影響を及ぼすか、あるいは反対にどういうリスクを被るか。そこまで考え

て税金を使って行う政策です。その辺のことまでですね、総合的に判断して組織の

決定をすると。１人の個人が思いつきでするようなことでは、これはだめだと。今

後ですね、今議員がおっしゃったようなことを参考にしながら、内部統制について

は私もしっかり、この組織の中で行っていきたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 それでは４番目にいきます。財政の健全化についてその方針を問うということ
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で、テーマを挙げていますが、箱田新町長はですね、街頭演説で、粕屋町の財政は

おおむね良好とおっしゃっておられました。昨日の所信表明では、従って触れられ

ていなかったような気がします。町長になられて実際ですね、今後来年度予算編成

に着手されることとなりますが、どのようなお考えで向き合われるのか、お聞かせ

ください。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 もう言うまでもなく、行政の運営には財務、財政が非常に重要でございます。そ

の健全化は最重要課題、今健全であっても、いつ不健全になるかというふうなリス

クもですね、考えながら事業の展開を行うべきと思っております。財政力指数あた

りは非常に粕屋町は優秀でございますが、例えば基金の金額、あるいは今後の事業

の展開するに当たっての財務的な問題をですね、総合的に考えた財政計画が必ず必

要と私は経験上もそう思っております。事業の夢みたいなことばっかり言ってもで

すね、これは財政がしっかりしていなければ、実現することは不可能でございま

す。従いまして、今後予想される大規模修繕、あるいはその必要な経費につきまし

ても、最小限の経費でそして最大の効果を上げるような歳出の見積り、そして今度

は入ってくるお金の増大をですね、考えながら今後その財政運営にはあたりたいと

思っております。さまざまなやり方があるんですけども、とりあえずは来年度予算

をですね、どうしようかと。まずそれに着手してまいりたいと思っております。詳

しいことはこの場ではちょっと申し上げられませんが、来年度予算そしてその次に

控える中期的な財政問題も推し量りながら進めてまいりたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 実は私、前の町長が平成29年度に出された予算案を予算編成案を高く評価してい

ます。財政調整基金の繰り入れがなくて、10億円以上あった繰越金もその前年度の

補正で基金に回されたので、必要最低限度の額でスタートしていると思いますが。

ところがですね、今年の30年度は基金の繰り入れで前の状態に戻ったような感じを

見受けております。投資的経費が足りずに事業はできないとの答弁に粕屋町では難

しいのかなと感じましたが、私はやはり歳入歳出はその年の収入の範囲でと思いま

す。今ね、お答えをいただいたので、それからこれからの言うことなので、それを

楽しみにしたいと思います。 

部制導入に期待される効果として、各部での枠配分による予算編成。それから部
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内での優先順位の自己決定などありますが、各課の予算決算の数字を照らし合わせ

部内調整をするという中で、粕屋町の方針、今後の方向性をも視野に入れた予算編

成をされることが、人材育成にもつながります。数字の奥に隠れた町民の動きを推

察し、推し量れる職員に育って欲しいと、私は考えています。数字には数字の動

き、前年度と今年度、あるいは他町との比較。そういう中で数字ではない、その奥

にある人の動きがあります。その動きをですね、ぜひ分析できる職員になって欲し

いというふうに、私は願っています。私は小さな家計簿で、もうだから40年近くそ

れをしているんですが、本当にですね、毎年予算を立てて決算て。そういうことを

繰り返すことによって、数字から得るものはとても多い。家計簿だからってばかに

できないんですね。だから私はそういう意味で粕屋町のね、決算審査が大好きなん

です。すいません。いろいろきついこと言ったりね、細かいこと言ったりしますけ

ども。その数字の動きで町民の動きがどうなのかっていうのを考えるのがね、好き

なんです。また私なりの感触で、私は分かるというふうに思っていますのでその次

が知りたい。来年はどうなる、過去はどうなった、どうだったっていうことを考え

ながら事にあたっています。私の押し売りですけれども、ぜひ職員の皆さんのね、

まだお若いので私のほうが経験が多いからですね、そういうふうな見方で見て、実

際見ておられるかもしれませんが、見ていただけるよう職員になられたらいいなと

いうふうに私は今感じていますが。すみません、町長一言お願いいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 住民の皆さまの期待に応えられるような職員の育成を図りたいと思っておりま

す。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 ちょうど今はですね、決算が終わって来年度の予算編成、それから事務事業立案

の時期ですよね。だから、来年の予算編成を楽しみにしていますので、よろしくお

願いします 

続いて、巡回バスの事業化についていきます。平成29年度の当初予算にバス事業

の調査費を300万円予算措置されましたが、その後の行政の動きが停滞しているよ

うに感じられています。箱田新町長は公約の中でもかなり強くコミュニティーバス

の件を打ち出されていました。現在どのように考えられ、どのような方向性で進も

うと思っておられますか。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 町内巡回バスのアンケート調査、詳細まだ私は聞いておりません。ただ、その結

果の分析そして住民の皆さまのニーズをですね、的確に捉えたいと思っておりま

す。私自身の感覚的なことのお話で今差し上げたいんですが。とにかく住民の利便

性をですね、まず図りたい。やはり住民のニーズがやはり多いのは、多数の皆さま

の幸せにつながる、満足につながるということです。ただそのコスト的な面もある

んでしょう。そして人的な面も含めてですね、業務的な問題も数多くあるというふ

うに聞いております。詳しいことは今後ですね、担当課とも協議し、副町長がその

辺のことは非常に詳しく今しておりますので、協議しながら今後の巡回バスの事業

化については考えてまいりたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 今潜在的なニーズ、その把握をする必要があるとおっしゃっていただけたので、

すごく期待感で膨らますというか。今まであまりそこまでね、皆さん担当者もそう

ですけど、ほとんどの方が車をお持ちなので、何かあの、車を持ってない人の気持

ちとかそういうのは、私から見るとよ、何かちょっと分かってもらってないなって

いう気持ちがすごくあったんですけど。潜在的なニーズはものすごく高いと私は思

っているんですね。バスの一時的なニーズ、これは行政として必要だからとかね。

車を持たない人、あるいは幅広い層、若者からお年寄りまで、町民への福祉的な側

面でこれを事業としてしているっていうのは多くの自治体、うちの町もだいたいそ

うじゃないかなと思うんですけれど。 

私はね、二次的なニーズと自分で考えているんですけれども。一歩進んだニーズ

を把握することによって、潜在的な利用者を実際の利用者に変え、利用者を増やす

ことになると思っています。例えばですね、町民の生活と直結した行き先あるいは

バス停、ダイヤの設置、それからＪＲ駅、なのみなど遠方の買い物場所、病院、観

光目的、駕与丁に観光目的で町内の方ね、案外駕与丁に行ってらっしゃらないんで

すよ。だからもう、特にお年を召した方には是非行ってもらいたい。子どもたちに

も是非行ってもらいたいと思うんですけれど、案外もうほとんど聞くとね、町外の

方が多いので町内の方に是非行ってもらいたいし、それから丸山ですね。そういう

ところにも是非、車が行けるように。それから無料券配布などの運転免許をです

ね、辞退するその優遇措置、高齢者の免許返納促進のためとか。各種検診受診者へ
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の受診向上対策。小さい子どもさんを持つ親子。それから国保の特定健診、それか

らがん検診。それからこれが問題ですけど、特定健診の指導。そういうのにもです

ね、そういう結果が出て、さあ行かないと行けないっていうことがあったときに、

車をお持ちの方は、さっと行かれるかも分からないけども。そうじゃない方、高齢

者の方はそこで躊躇されると、そういうこともあります。 

全体的にですね、担当者の話を聞くと後はもうトップの判断でほとんど決まるの

かなと今思ってますが、やっぱり行政職員の中にはね、予算が結構かかるから躊躇

されているような節が見えるんですけども。これもですね、粕屋町への投資です、

ほんとに。もう実際やってみたらお分かりになると思うんですけど、私が勝手に言

ってもしょうがないんですけど。多分町長はね、その辺はよくお分かりになってお

られていろんなところでその話をされましたので、期待します。それで是非です

ね、このことを強く要望したいと思って私の質問に入れました。もし箱田町長がな

られたら、お二人いらっしゃるのでどっちがなられるか分からないのでもういいか

なと、なられたらもういいかなと思ってましたけど、もう一度再度ですね、ぜひ早

急に対策を。もう準備はできてます、全て。後はトップの決断次第ということなの

で、最後に一言お願いいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 この場で決断は申し上げられませんけども、やはり、さまざまな問題があるのは

ですね、実際そのここの職についていろいろお聞きすると、あるようです。ただ、

その問題を一つ一つクリアしながら前向きに検討したいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

私の質問を終わります。 

（14番 本田芳枝君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 これにて本日の一般質問を終結いたします。 

お越しいただいています、傍聴者の皆様にお知らせいたします。議会運営委員会

における協議結果によりまして、本日は４名をもって終了いたします。週明けの

18日、火曜日にも４名、19日水曜日に２名の一般質問を実施予定であります。時間

の都合がつきますれば、来週も引き続きお越しいただきますよう御案内申し上げま

す。 
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以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午後２時７分） 
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（開会 午前９時30分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本日の新聞各紙には、トランプ大統領が中国に対して、二度、第3弾の2000億ド

ル規模に及ぶ関税の制裁を発動するとのことでありましたが、既に発動したと報道

がなされております。世界の経済界では、株価の最安値を懸念し、リーマンショッ

ク以来の世界恐慌の再来を懸念しております。また、南北朝鮮の首脳会談が二度行

われ、朝鮮半島の非核化の話し合いが行われるとのことであります。一方国内では

関西空港の連絡橋の鉄道の再開が今日から始まり、北海道苫小牧、東部厚真火力発

電所の再稼働の報道もなされました。今回感じたのは、いいも悪いも再び繰り返す

元に戻すということが必ず考えられるということであります。一般質問では、こう

した考えからの質問がなされると思います。再質問では、質問の内容を深く掘り下

げ、町政発展への再考としてほしいものであります。 

執行部の子ども未来課長席は現在空席ですので、代理といたしまして、稲永美穂

子ども未来課主幹が出席されておりますので、御報告しておきます。 

ただいまの出席議員数は16名全員であります。定足数に達しておりますので、た

だいまから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ただいまから一般質問を行います。 

発言に関しましては質問者は会議規則を遵守し、さらに、文書通告の趣旨にのっ

とり、簡単明瞭に。答弁者の発言に関しましては、質問にそれることなく的確にし

かも簡潔にされますことを議事進行上、強くお願いする次第であります。 

なお答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう声に出して意思表示

されますよう、併せてお願いいたします。 

それでは、通告順に質問を許します。 

 議席番号６番、中野敏郎議員。 

（６番 中野敏郎君 登壇） 

◎６番（中野敏郎君） 

 ６番中野敏郎、一般質問始めさせていただきます。 

通告書に従ってやっていきたいと思いますが、まぁ第１番、もう早速始めさせて

いただきますが、自然災害の対応についてというふうなタイトルで、私今回望みま

した。で、近年日本各地で頻発する地震、集中豪雨、異常高温などの自然災害から

安心して生活できるまちづくりを目指してっていうふうな形で出しました。実はこ

れは８月の22日に一般質問の通告書を出しました。それからっていうもの私にとっ
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てみたらもうこれだけの資料、もうその私にとってはこれだけの資料でこの回を乗

り切ろうと思っておりました。ところがどっこい、ね、箱田町長のっていうか、今

回の選挙の初日と申しましょうか。告示日ですかね。あのときぐらいに、21号が

来、そしてそれが４日５日と北海道の方まで行きました。そしてその６日の日、午

前３時ですかね、北海道での地震なんかありまして、おいおいおい困ったな、まだ

まだネタがいっぱい出てくるじゃないかっていうかですね、困ったなというふうな

思い持っておりますが。私も実は８月６日の日にって言うんですかね、北海道に行

きましてすてきな北海道。ことしは結構涼しかった。そういうすてきなね、北海道

味わってきたんですが、それからちょうど１か月の後に、ああいうふうな形があっ

たというふうなこと。本当私も何か今回の北海道の地震というか、この地球の持っ

ているっていうんですかね、エネルギーをどうにもできないというふうなところ

に、すごくね深い悲しみというもの感じたわけですが。 

まず最初に、１番の質問をさせていただきますが、その１番の質問の中でってい

うんですかね。実は選挙戦の中でというかいろんな形で、箱田町長のほうはです

ね、第４番目に、安心なっていう安全なっていうか、そういうまちづくりを書いて

ありました。あるところで私も聞きました。住民の皆さんが安心して生活できるま

ちづくりのためには、災害対策の基盤整備が１番重要だと思います。そのために

は、町内の危険箇所の調査検討。そして、重要河川の監視体制の充実や、内水面の

整備を至急行いたいと思います、とですね。最後だけ強調しておきましょう。至急

行いたいと思います。こういうふうなね、町長もやっぱり夜帰ってきてからです

ね、そういうふうな記事に触れられてすごい危機感を持たれたんじゃないかなと思

いますが。 

１番の質問に入ります。町長自身がっていうんですかね、予期せざるを得ない粕

屋町の危険な自然災害あるいは箇所っていうのは、どこなのかというふうなことな

んですが。こういうタイトルで質問をしておりますが、１点だけっていうかです

ね。どこが今１番危ないかなと。その１点だけまず抽出していただけたらうれしい

んですが、自分の言葉で、あぁこれやなこの選挙戦の中でとか、この３年の中でと

かですね、見られたその１点。どこが危ないとかこれがあれじゃないかという、お

願いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 御質問にお答えいたします。予期せざるを得ない予期しなければならない、これ

は当然予期できる情報が事前にあるということです。例えば大雨の情報、台風及び
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その梅雨前線、そういった前線の予測に伴う大雨の量。これは洪水につながるわけ

ですが、そういった場合には、当然河川の氾濫、それは非常に重要な危険な事案だ

と思っております。実際にそのこの夏もございましたが、河川の氾濫によって非常

に甚大な被害を被ったという事実はございません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 ありがとうございます。そういうふうな危険性というのがありましたが、もうそ

れっていうのはもう早速何らかの形で動かれましたか。まだ１週間ですけどね。ち

ょっとだけ質問お願いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 具体的には動いていませんが、まずは幹部のほうでそういった意識の集約と申し

ますか、意思の統一は図っております。具体的にはまだ動いておりません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 そうですね。１点だけ申してもらったんですが。私も感じるとこの危険性という

のは思っております。何が１番危険かなというときにですね、今１番危険なのは、

あんまり具体的な例出したらいかないんかだけど。やっぱりこれはすぐなるという

ふうなことを思っておりますから、やっぱり中央公園の広場スポーツ公園ですね、

あそこのブロック塀ですね。あれはまた後で話しますが、やばいなっていうふうな

ところをすごく思っております。それからまだほかにもあるんですが、この庁舎だ

ってすごく何かちょっと不安だなと。これって北海道の清田区にも似てるんかなっ

ていうか、あそこはですね、液状化という形でありましたが、ここも昔池だったと

いう話でですね。私がいつも思うのは今日もそうなんですが、バイクを置いてずっ

と玄関アプローチを歩いてくるとタイルが何回も何回もですね、すごい兆候を見せ

ているというか。うごめいてんですよね。やっぱうごめいてるんじゃないかってい

うふうなことを思っております。これ私の主観なんでしょうが、そういうところで

っていうかですね、気をつけなきゃいけないところかと思いますが。 

私今回の選挙というかそういうふうところでですね、初めて箱田彰町長のです

ね、御自宅というのをですね、拝見させていただきました。きちんと見たわけじゃ

ないんですけど。今おっしゃられた洪水とかですねそういうところでですね、１番



－ 85 － 

なんかやっぱり危ない所というのは河川の横というかですね、そういう所ですよ

ね。昨日、あ、失礼しました、３日前の鞭馬議員のときの質問の中で、やっぱり基

本的に私たちが最初にやらなければいけないことというのは、自助っていうか自分

ですね、自分を助けるなり自分のことを自分で守るということでですね。町長の御

自宅というのはほんと河川にあってからこれっていうのはちょっと怖いなと。だけ

どやっぱり人に迷惑かけないとかいうふうなことも考えながらというかね、私たち

も家建てたりいろんなことをしたりするわけですが。 

そういう思いから、個人的なことかもしれませんが、今はやっぱり大切なです

ね、町の指揮をつかさどる方でありますから、あそこから出動するなんてあります

よね。御自宅を建てられたときにどういう思いであそこ建てられたとかですね、も

うそういう思いでそういう対策をしっかりされてると思うんですよね。そういう思

いだけをまずお伝え願えたらうれしいかと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 個人的な件ですので詳細は申し上げられませんが。昔ですね、須恵川の横に家を

建てておりました。須恵川は非常に氾濫しておりました。10年おきぐらいに大きな

水害に見舞われたこともございます。その当時に比べますと、県のほうの河川改修

は大分進んでおります。したがいまして、もうそろそろいいだろうということで。

実は60年ほど前までは、今のところに家があったんですね。私が生まれる前ですけ

ども。そこに戻ったという形ですが、今、申し上げますように、河川の改修が進ん

で安全面は大分向上しただろうという点と、家を建てるには当然皆さんの常識と思

いますが、かさ上げをして従来の地盤よりも上げたということはございます。ただ

これは、家を建てた後なんですが、須恵川のですね、水位。それを本当にダイレク

トに見ることができたということは私が副町長時代だったんですけども、そういっ

た利点はございました。正直申し上げまして、町の職員よりも先にその水位の上昇

をもう目の当たりにできるっていうことをですね考えますと、あとほかの課はです

ね、県の県営河川あたりでは、監視体制が非常にその充実しております。粕屋町は

ですね、多々良川の雨水橋のほうに自動的な監視体制が県のほうでありますが、須

恵川はないんですね。確かに水位計はございます。扇橋のとこに。ただそれは、あ

くまで人間の目で見て危険かどうかを判断するというようなことがございます。 

これは今回私の選挙の中でも訴えたことなんですが、やはり皆さんがリアルタイ

ムでダイレクトに今の水位の状況、危険度を察知できるような監視体制をつくらな

ければならないというように、つくづく自分の経験からも思いました。 
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以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 今の話をお聞かせ願って大変助かりました。一つ監視体制が増えたというふうな

思いを持っておりますが、私がそういう地震であるとかいろんな災害ががあるんだ

けど一つですね、不安に思っているというのは台風です。すごいなんかメガ台風っ

ていうんでしょうか。そういう言葉があるか、スーパー台風とかですね、あるんで

しょうが。先ほどの話で言いましたら、やっぱり自分で自分の身は守らなきゃなら

ない。だけど私が建てた家というのはツーバイフォーの住宅で、アメリカのフロリ

ダあたりなんかでもですね、巨大なハリケーンなんか来たときにああいう家もね、

壊れてしまう。そうした時にどうしようかというふうなことを思ってて。やっぱり

自分も自助でいかなきゃいけないなって。息子が近くに家を建てるとか・・・。お

いおいおまえのところは、コンクリートの家で建てろよと。そしたらそれはカバー

できるやないかと、やはりですね、自分のところの事情、あるいはちょっとした横

での共助っていうかですね、そういう体制が必要かなと思います。町長のところあ

る意味で私も実は覗かせていただきました。グーグルでですね、ただしっかりなん

か高さもとられてあってから、安定した形ではこれ本当安心だなと。今からね、い

ろんな形で災害のときに、町長が出られるようなとき、いろんな時にですね、しっ

かりカバーしてもらえるんじゃないかなというふうなことを思いました。 

その辺はいいんですけど私ちょっとですね、今度不安に思ったところがあるんで

すよね。それはっていうのは、今度の修正予算審議でですね、いろんなところの修

正案というのは出たわけなんですが、予期していたというか期待していたある修正

案が出ませんでした。何かと申しましたら、もう御存じだと思いますが、県のほう

が去年の朝倉の災害なんかをですね。かんがみて、いろいろ防災マップというか水

位とかですね、そういうのを変更しておりますよね。それがもう４月の二十何日に

一般的に見れるようになってる。ホームページとかでですね、見れるようになって

いるわけですね。それに連動して町のほうもっていうか、当然そういうふうなマッ

プなりっていうのをね、変えていかなきゃいけないと私は思ってるんですが。そう

いうふうな補正予算が出ていないっていうか。補正予算で出ていないものはなかな

か質問できないのでですね質問しなかったんですが、別の場でですね。ちょっと意

見を申し上げたんですが。これはっていうか、先ほどの言葉をとるわけじゃないん

ですけど。ね、至急にっていうか緊急にやらなきゃいけないことかな。何分にも来

年の例えば６月ぐらいに大雨が降るんであればっていうかですね。あるいはまた梅
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雨時期に災害が起こるんであれば、それまでに告知できるようなマップができたら

いいんじゃないかなというふうな気もするんですよね。そしたらそういうふうなと

ころでのね、動きがもうそろそろあって来年のっていうんですかね、今御相談され

ておりますんでその辺の回答をよろしくお願いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 ハザードマップのことだろうと思います。今見直し中でございますが、詳細につ

きましては協働のまちづくり課長がお答えいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中小原協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（中小原浩臣君） 

 中野議員の御質問にお答えします。委員会でちょっと指摘受けましたけども、そ

の時はですね、12月の補正はしなくて来年度の当初予算でという返答をさせていた

だきました。それで、私ども県の変更を受けて、粕屋町の避難場所と避難所の変

更。現在町のほうで考えまして、ホームページとそれから区長会等で公表させてい

ただいたところです。12月の補正に上げてないという指摘です。この前お返事いた

しましたけど、まだですね、具体的な今のハザードマップがですね、こんなふうに

変えたいというところもいっぱいありますのでですね。じっくり考えまして３月の

来年度のですね、当初予算に上げて、誰が見てもすぐ分かるように立派なハザード

マップを作成させていただこうかという思いで、来年の４月、じっくり検討をいろ

いろなところの参考しながらですね、つくりたいという思いで来年度の予算に上げ

るということで考えております。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 所管のほうからそういうふうな返事でしたが、そうなると来年の４月とか５月６

月ですね、ずいぶんそのあとかかるんじゃないかなと思うんですよね。そういうも

のっていうのはやっぱり毎回毎回作ることによってですね、どうしても足りないと

こってのは出てくるし、回数重ねていって早く作っていく。大きな変更ですから

ね、今度の場合高潮なんかも入ってきたりしてっていうふうなところがありますか

ら、ぜひそういうふうに私は思うんですが、町長いかがでしょうか。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 ハザードマップ、これあのマップをつくるだけでなくてその背景にあります、例

えば避難所とか、ルートとか。そして予想される災害の大きさとそこらあたりをで

すね、非常に綿密に専門家を交えて計測し直す必要があると思います。どういった

最終的にマップで、住民の皆さまにお知らせするか。そういったですね、一つのス

キームの中でこう考える必要ございますので、確かに時間はかかると思います。そ

ういった下調べ、事前の調査を含めてこういったものをつくるんだということで予

算を上げさせていただく、ということで御理解をお願いしたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 町長のほうでは防災の日とかですね、そういうこともおっしゃっておりました

し。そういうのが決定して例えばそういうマップにですね、何月何日はね、粕屋町

の防災の日ですよとかですね。みんなが告知できるようなね、そういうことまで仕

組んでいけたらいいと思いますが、今のリズムじゃもうちょっと遅いと思います。

私はもうちょっと早めにって言うんですかね、本当補正でもとられてアイデアとい

うのはいっぱいいっぱい出しとっていいんだから。そして失敗があってもそれをま

たつくり直していく、それぐらいこの緊急性というのが私はあると思っております

ので、再度申しておきます。 

そしたらですね、次に２番目のほうに入りたいと思いますが、ブロック塀の緊急

点検結果からの対比はというふうな対応はというふうなことですが、これどちらの

ほうが答えていただけるんでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 学校関係が非常に多ございます。教育長のほうからお答えします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 山野学校教育課長。 

◎学校教育課長（山野勝寬君） 

 町内、施設等もですね、いろいろなブロック塀施設の中の粕屋町の庁舎の庁舎関

係の中でもブロック塀持っておりますけれども、学校についてはですね、子どもた

ちの身の安全を守るという形で、たくさんのブロック塀、学校の周りに設置してお
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ります。それの関係につきまして少しお話を回答させていただきたいと思います。

学校のブロック塀につきましては先日、総務常任委員会の中、あるいは全員協議会

の中でも少しお話をさしていただいてるところでございますけれども。町内の４小

学校、それから１中学校。粕屋中学校についてはブロック塀はございませんので調

査を行っておりませんけれども、全てのところで調査を行っております。 

内容につきましてですけれども、内部の鉄筋の有無等を行いました。それから、

その結果につきましてはですね、鉄筋それから基礎・ひび割れ・傾き等について

は、ほとんどのところでは問題がございませんでしたけれども、高さとそれと問題

にある控え壁ですね、これについて幾つかのところにつきまして、既存不適格とい

う形で結果が出ております。それについては今後の対策が必要となってくるわけで

すけれども、今後、対策箇所の優先順位をそれぞれ決めまして、これから国が補助

金等をですね、県の補助金等を期待しながら、対策工事を行っていく予定としてお

ります。先行して仲原小学校の東側ではございますけれども、一方通行の箇所につ

きましては、ブロック塀の撤去をですね、一部の撤去を行っているところでござい

ます。以上でございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 この件に関して私はどなたが答弁されるかというのをある意味ではですね、期待

してたというかどなただろうと。この件さっきも言われましたように都市計画も関

係して、総務のほうですかね、旧庁舎のところもっとったとかですね、いろんな課

が、子ども未来課もですね。そういうふうな形で関わっててっていうかですね。こ

れが前々からこう言ってるようなっていうか私がっていうか。やっぱりそういうふ

うな時になって、ブロックの件だからしゃれで言うわけじゃないですが、固まりに

なってっていうんですか。一丸となって体制としてですね、やれるようなシステム

が必要だろうと。当然かよう分かりますが、子ども未来課に関しては、学校教育課

のですね、担当が説明なんかもして一緒にですね、やったりしてますよね。都市計

画とどうなんかなその辺のっていうんですかね。部長制とかこの辺も関わってくる

と思うんで、今回はどうだったのか。集まって皆さんが検討会とかそういうのがあ

ったのかどうかというのを、どなたかお願いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 福岡市のほうで先に大阪のですかね、どこやったですかね、テレビで出た件で、
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すぐうちのほうもですね、福岡市が実際に工事をやってきたというとこで。うちの

ほうも各担当のですね課長を集めまして、ブロック塀についてですね、どういうふ

うな対応するかという、それぞれ学校教育、都市計画、子ども未来課ですね。それ

ぞれ担当しているそのブロック塀があるところをですね、至急調査しなさいという

ことで話し合いを持ちましてですね、今までに２回ほど集まって協議をしておりま

す。それぞれですね、補正予算のほうで緊急に優先順位を決めて、それぞれ報告を

しなさいということでやっております。全体ではもうみんな集まって話をしており

ます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 いつもですね、技術職の方がですね、いろんな課に分かれてやっているから、ど

うしてもその辺がですね難しいとこあって。それぞれの技術職が１人でいたら相談

する相手もない。だからそうやってやれるという、そんな体制が私はいつもあった

らいいなと思っておりますので、確かにそうやってやられていいんじゃないかなと

は私も思いますが。このブロック塀のことに関してこのスタートというのは、大阪

の地震でしたよね。私も自慢するわけじゃないですけど、私の仕事の中の一つにブ

ロックづくりというのもあるんですね。ガーデニングというか造園をやるときにブ

ロック塀をつくったりとか、自分でさっとつくれたわけじゃないんで左官さんにつ

いて結構作りました。そういうふうな仕事をですね、逆に言うたら壊さないといけ

ないというふうなこともあったりして、はつるっていうんですかね、そういう作業

やりましたが。真面目にきちんと鉄筋が入ってたら壊すのは大変なんですよね。や

っぱり鉄筋の力というのはね、引っ張りというものを抑えてくれるんだからその引

っ張りがなければブロックは簡単に倒れる。私ちょっと今日、こういうものを持っ

てきたんですよ。何を持ってきたか。大阪の話をちょっとですね見ながら私たちの

ことを考えなきゃいけない。これは差し筋ですね、アンカーと申します。錨のアン

カーとかね、アンカー最後とかという意味とも一緒でしょうが。大阪の場合です

ね、こういう差し筋を例えばここに白い線入れてるんですが、下の基礎にこれだけ

しか入れてなかったそうです、13センチですね。でその上20センチが入っていた。

だからこの長さ45センチあるんですが、これだけしかなかったそうなんですよね。

これをずーっと入れていっているんですが、これはどうするかといったらドリルで

この大きさよりちょっと大きいぐらいですね、微妙に大きいぐらいで穴をあけてこ

れを入れ込んでここ叩く。で入れていったらこれがへこんでしまって、ここが膨ら

んで抜けないという形になっていきます。当然これをしていったらこの上にまた鉄
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筋していきますが、この上はこういうふうな結束線という針金ですね、１本１本こ

うとってから道具がございますので、こういうものでピュッと巻いていくんです

よ。手じゃなくてですね、道具でくるっと巻けます。こういうふうなものでやって

いくんですが、先ほど言いました中央スポーツ公園ですかね。あそこはもうほん

と、どう見ても危ないなと。私も朝、もう１回見に行ったんですよね。何かといっ

たらまず10センチブロック、10センチブロックなんていうのはあんな８段やらつく

とかいうふうなことはあり得ないですよね。そしてから後に控え壁っていうんです

かバットレスというのがありますが、その間隔が結構広い。それからもう一つ言え

ばＬ字になってるとこありますが、そこがもう引き裂いてます。中を見れます。あ

ぁここは鉄筋入ってるだろうか入ってないだろうか。開いてるんだからひょっとし

たら入ってないかもしれないな。上からのぞいたらコンクリートブロックっていう

のは穴がないところ、結構穴があいてるところあります。こう見ていったら結構下

まで見えるから横筋がないからそんな状態じゃないかなというふうなことを思うん

ですよね。足元ももうすかっとなっているし、おまけに言えば斜めになって低いと

ころですから、水があるいはブロック２段分ぐらい土がたまっている固まってる。

これっていろんなそれまでの緊急点検とかいうときにね、見過ごしたんかな。 

いろんなことがありましたよね、大阪で。おんなじ大阪で例えば鉄の街灯があっ

てから、その街灯の足元が腐れてそれがばたんと倒れて、小学校の小っちゃい女の

子が倒れた。これ、ここ一般質問のときも言いましたよね。そういうことがあった

ときはみんなすぐ動きますよね。その時はそういう街灯だったかもしれません。だ

けどやっぱブロックというのが、うちは、この町はね、前の地震なんかでも１人の

方が亡くなったりしている。この町じゃないですけどね、福岡市の。そういうふう

なことだって危険危険と言われている。あそこはもうね、もうさっとやんなきゃい

けないでしょうね。ただ地震がなくても、ひょっとしたらというふうなところを私

は思いましたので、これだけは１点突破でまずはやられたらいいかなと。もちろん

そんなふうな予算を補正予算やり、それからこれは賛成してっていうかね、そうい

うふうな形で、私は賛成したいと思います。 

ただ、いろんな形でっていうんですかね。次から次にブロック塀があって、一つ

１番話題になったのはですね、あそこですよね。仲原保育所の横、あれがテレビに

出たという関係でですね、あそこも危ない。何しろ土も高い下からの間知ブロック

からの上も高いですね。そういう意味で高いんですが。安心とかどうのこうのとか

言わないんですが、中央公園のブロックは長くて真っすぐに立ってます。長くて真

っすぐに立っているものというのはこんなものでぱたんと行くっていうか。人が向

こうから押し寄せてくるのにこうやってこんなんやって守る人はいないですね、こ
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んな感じでもうぽんといくわけですね。やはりこんな形で足とか前に行ったりとか

ね、なるんですよね。だけど、あそこはそうだからこれは危ない。大阪のもそうや

ってみんなパターンといって、てこの原理みたいな形でみんなここは抜けてしまっ

たということがございますね。だから、何を言いたいか。あそこの場合幸いにも何

かといったら、こんなふうに曲線になっているんですよ。ちょっとですね、なって

るからこの部分はすごく強くなる。まぁそれはここの後ろに控え壁を持つのと一緒

かもしれませんけど。だから安全なんては言ってませんけど、その分は助かったな

と。何分にも今度こういうふうに丸くなってたら、倒れるにもこっちに行くにも、

それぞれが邪魔をするからですね。何か、なかなか倒れにくいというのはもう私た

ちのね、こういう世界では常識の話で、そういう面で安心できるんですが。そうい

うことをやっぱり予算とか補助とかありますし、保育所の問題、２番目の問題にも

あります。そういう兼ね合いの中でしっかりなんか今度からですね、計画練ってい

ってもらいたい。至急やるところも至急やるってね、というふうな形でお願いした

いと思います。 

その次はですね、３番目のほうの質問に入りたいと思います。近年話題に上る線

状降水帯、バックウォーター現象を受けて、給食センター横、河川合流地の危険地

域は、危険の認識はということですね。また、県は河川状況の土砂、樹木林立は計

算内と考えているのか。このあたりのことをお聞かせ願いたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 危険性は十分認識しております。詳細につきまして、道路環境整備課長のほうか

らお答えいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 安松道路環境整備課長。 

◎道路環境整備課長（安松茂久君） 

 中野議員の御質問にお答えいたします。多々良川と猪野川の合流地点であります

給食センター付近におきましては、平成21年７月の中国・九州北部豪雨におきまし

て、多々良川の水位が堤防を越え、周辺に被害が発生した事例がございます。それ

で危険性は十分に認識はしております。町といたしましては、河川管理者でありま

す福岡県に対しまして、浚渫や伐採の要望を毎年行っております。また、福岡県に

おきましても、線状降水帯バックウォーター現象の危険性は十分認識はしておられ

ます。県といたしましては、日常の巡視などを行い、樹木が繁茂している箇所など

を少しずつではありますが、伐採を行っているところでございます。現在、多々良
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川の河口からＪＲ香椎線までの約５キロの護岸改修工事を、昭和58年から着手し、

引き続き護岸整備を実施されており、洪水対策を行っておられます。以上でござい

ます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 前回どなたかですね、質問された中身とですね、ほとんど変わらないというかで

すね。ただ変わってるのは何かといったら、先ほども言いましたように前提条件と

いうか、そのどれだけの高さにしたらとかですね、足元が高さにしても下が高くな

れば何も意味がなくなるわけですね。可動堰にしたと。それは水位を下げるためっ

ていうかですよね。だけど、それによってじゃなくてそれは関係ないんでしょう

が、ほかに土砂が一杯たまってきてそしてからそこにもう土砂がたまったところへ

すぐ草は生えてきて、それがもっとたまれば木が柳なんかいっぱいですよね。そう

いうふうになってるんだから、どうにかこれをですね早めにしていかなければ。県

の予算的な問題っていうのもねございましょうが、もう前提条件というものをです

ね、ちょっともう狂ってるんじゃないかなと思うんですが。町長は給食センターに

も最近ね、出来てから行かれましたよね。あそこから２階から１階におりるときに

もまさにあの角ですよね。見られてですね、もう何だろうこれ川かなっていうふう

な世界ですよね。あのあたりで思われたことでもいいですが。一言お願いしたいと

思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 この件につきましても、住民の方からもですね、非常に強い要望が来ておりま

す。私も肌で感じております。私が選挙期間中に申し上げました河川の改修という

のは、そういった河床のですね、砂浚え泥浚えも含んでおります。確かに流量増や

さないと、非常に危険なことは予想されますので、私自身も県のほうに強く要望し

てまいりたいと思います。確かに県は、予期せぬ災害が数多くここ近年起こりまし

て、予算は厳しいと思いますが、予算の災害が起こる前に、未然に防ぐ。こちらの

ほうがはるかに安いわけですね。ですから私自身も出向いて、県のほうにも強く要

望してまいりたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 
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◎６番（中野敏郎君） 

 そうですね。あの場所についてほかもあるかもしれませんけども、想定内の場所

ですよね。想定内だから、前もこの一般質問で言いましたように、もう貯水のため

のっていうんですか臨時の貯水のためのグラウンドがあるとかですね、そういうの

がある。やっぱり先人の方はあそこに住んでたら危ないということで江辻であると

かですね戸原のね、過去の人たちはそこを引っ越された。そういうふうなところも

あります。私も前期の川の話でこの話１回したんですが、あの頃はバックウォータ

ーなんていう言葉も使ってなかったけど、もうそんな専門用語がぼんぼん出るよう

な形で、私も覚えてしまうようなね、状況になっていく。あそこの場合は３本の川

が最終的に合流してしまうという、すごい危険性がある。最近のていうんですか、

雨の状況、こないだの台風もひどいですね。私は基本的にこの辺の粕屋というのは

ある意味安心できるとことも思ってたんです。なんでかって言ったら、普通に雨が

降ってくるのは西側からずーっと振っていって山を登っていくっていうんですか

ね。そういう形がほとんどだから。そういうときっていうのは、少しずつ少しずつ

しか下におりてこないんですね。だけどホース遊びした方分かりますよね。例えば

ホースをもって自分が滑り台に行く。滑り台に行ってからですね、下から水をブー

っと上に持っていってね、持っていっても、ずっと下までこう来るんですね。おん

なじようなレベルで。だけど上からずーっと持っていったらそれが固まりになって

ポンとくる。これだけじゃないっていうかですね、先ほども出ましたように、線状

降水帯というのも、次から次に次から次にというふうな形でですね、やってくると

いうふうな危険性というのがございます。 

それで、今回の７月の大雨なんていうのは、もう私ももう名前まできちんと覚え

てしまった、真備町なんかでもそういうことが起こった。あのことが起こって私も

私の家もひょっとしたらなるんかもな。どこでどういうことが起こってっていうふ

うな危険性というのも思ってきたんですよね。ただっていうかそういうふうな危険

性だけを、やっぱり私たちはですね、見てたらいけない。危険性としてあるんだけ

ど、対応していかなきゃいけないというのがやっぱり私たちの責務かと思います

が。あのときっていうんですか７月の豪雨で、福岡もそれから岡山、広島、愛媛で

すか、そういうとこが典型的に降りましたが。実はね、結構知られてないけど、ち

ゃんと研究している人は知ってる。あのときに１番雨が３日間の中で降ったところ

っていうのはどこか。箱田町長。いや、これっていうのは、すみません。どこかと

いったら実は高知のほうなんですよね。高知のほうがもうトップ１、２、３、４ぐ

らいとか、ベスト20の中には愛媛ぐらいがぽんと入ったぐらいなんです。これは何

を言ってるかということですよね。経験がやっぱり物を言っているということ。高
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知のあたりはいつもそういうことが起こり得るから、排水のパイプであるとかそう

いうものもみんなやっぱり大きくしているとか。そういうふうな日ごろの危機意識

というのがあったということですよね。そういうふうな先人がいろいろこうした中

でっていうんですか。皆さん対応ずっとやっていってる。そういうところを見習い

ながらっていうか、もうっていうんですかね。私ももういろんな災害、もう雨にし

ろ地震にしろそういうことは起こり得るかなっていうふうな危険性を持っておりま

すので、ぜひともっていうんですかね、いろんなところでっていうんですか、見て

いただいて。まずはチェックしていただいて、調査していただいて、そしてそれを

至急にやってもらいたい。町長のお言葉のようにっていうふうなことをお願いした

いと思います。 

４番目入らしていただきます。夏季の異常高温時の活動・行事見直しについてと

いうふうなことで。今年自然災害とかいうふうな災害の言葉の中に、異常高温とい

うのも入ったりしたっていうか。確かにそうですね、私なんかも切実です。夏の暑

い日に２日続けて連続外の仕事はもうやらんどこうと。もう歳も歳だけど体力的に

ですね、相当に麻痺してしまうというか、もう体が動かないというふうなことあり

ますが。それが小学生のほうで不幸事が起こったとかね。そういう学校だけじゃな

くていろんな所にそういう影響が受けておりますが、そういうことを受けてってい

うんですか、町のほうではどういうふうな対策がなされたのかということ、一言ま

ずお答え願いたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 昨今のですね、暑さは精神論ではもう解決できない、昔みたいにですね。やはり

行事の見直し、あるいはその施設整備あたりは当然考えていかなくちゃならないと

思います。詳細につきましては、教育長のほうからお答えいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君） 

 町の活動それから行事の見直しについてということでの御質問でございます。私

のほうからは学校教育、それから社会教育の面から御回答させていただきます。 

まず社会教育の面につきましてはですね、今年からっていうわけじゃないんです

けど７月から９月までの社会教育関係のですね、行事はありません。これはやは

り、暑さ対策でございます。以前は女子のフットベースボール大会も夏休みあって

いたと思いますが、あれも秋に回しているのはその影響でございます。 
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それから学校についてはですね、夏休み入る直前の特に７月、今年も７月が命に

かかわるとかですね、いろんな言葉がニュースでずっと出ておりましたが、36度

37度38度というあの暑さの中で、私も随分迷いました。学校のほうのちょっと今

日、登校止めろうかなと。しかしなかなかそこまではですね、１学期もあと少しだ

からと思って、学校のほうにもクーラーを思い切って入れていいよというのは指導

はやっておりましたが。なお１学期の終業式については、小学校は教室のほうで。

体育館に集めるんじゃなくて、教室のほうで終業式をやったというふうに聞いてお

ります。中学校も１校はそういうような形をとらしていただいたと聞いておりま

す。なお２学期の始業式についてはですね、少し暑さが和らいだっていうことで、

これ体育館でやりましたっていう声がちょっと多ございました。それから夏休みの

出校日をちょっと設けてる部分があります。勉強会とかですね、２学期に向けての

ちょっと慣らしのための出校日というのがあるんですが、これは各学校とも校長な

り養護教諭なり生徒指導の先生たちがですね、知恵を使って、帽子それからタオル

水筒等必ず持って登校するようにということは、こちらが出す前にそういった指示

はもう出してましたっていうぐらい、やはり意識も随分高まっていったんじゃない

かなと思っております。 

議員が１番危惧してあるのは恐らく中学の部活動のことも気にはなられてるんだ

ろうと思いますが、夏休みの部活動については、いろいろ日本全国取組が違ってお

りますが、本町においてはですね、私は１学期２学期と同様に週に２回の休みと。

また子どもに無理がないような部活の時間にしてくれということで、最近ちょっと

学校のほうに聞いてみましたら、スタート時間を早めた部活もありますし、氷を保

健室と職員室作られるしこ作ったというような話。それから１番私がありがたかっ

たのは、各学校とも熱中症計というのがございまして、それを毎日見ながら今日は

外での運動だめだと書いてあれば、もう外には出さないとかですね。体育館のほう

の部活は要注意とあればですね、大型扇風機を入れて部活をすると。そして、昼間

の暑い時間帯はこれどの学校のどの部活もそうでしたけど、夏休みの宿題を教室の

ほうでやるというような形でですね、１番暑い時間帯に関して言うことは、ほぼな

かったように聞いております。そういった意味で一番僕が大事なことだと思うの

は、実際子どもたちを預かってある先生たちがどこまでその意識を持ってあるかと

いうこと。これについて私はこの夏休みは先生方よくやっていただいたと思います

し、この夏は各小中学校とも、熱中症等について大きな事故はなかったというとこ

ろをここで報告させていただきます。 

以上でございます。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 確かに小学校の行事とかをですね、中止するとかいうの本当の難しいところあり

ますね。決まってて中止するとか、何でそれが暑さとかいうふうなことで。あると

ころの学校は最高気温35度以上だったら予報が出たら学校臨時休業にするとかです

ね。こういうふうな形も報道されておりますが、そうなっていくというですね、難

しさというのもまたあります。１番いい部分での生徒を納得させる児童を納得させ

るのは、さっき話がありましたように可視的なものでっていうんですか。みんなが

見れて、今日もほんと暑いなって。そういうのがあるといいなと思います。そうい

う取組でっていうか、今確かにフットベースも前は暑い中でしてて大変だったけど

今なくなって。確かにそういうのは必要かと思います。まだまだっていうんですか

ね、いろんなところで、そういうのをやめなきゃいけない部分というか。私から言

わしたら、私はもう単純ですからなんでっていう。逆ですが、７月は31日まであっ

て、８月は31日まである。もう幸せでした。なんでかといったら、夏休みがそれだ

け多いなという、皆さんもそう思われたですよね。ところが最近というのは夏休み

１週間前ぐらいからね、出校して。うちの学校というかうちのところはもうエアコ

ンがついてるから、そういうふうな部分での制約というのが減ったかもしれません

が。ある意味では、でも道中というのは結構、熱いです。もう朝でも私も旗振りし

てたらもう汗いっぱいになるっていう。例えばうちの学校では、大川小学校から給

水場ですかね。あそこまで行く間、行って帰ってくるときの中で倒れたり、倒れる

までせんだったけどありましたよね。そういうふうなことを考えたときに、相当午

前午後、早朝でも暑いとかいうふうなことありますし。いろんな形でって見守るっ

ていうふうなことも必要かと思いますので、またこのあたりのチェックというのを

よろしくお願いしたいと思います。４番目から５番目になってくるわけですが。 

５番目というのも私、このことというのを一般質問の中で何回も言ってきてるっ

ていうかですね。そういう話ばかりを実は、何かこの２年間というか２年半ぐらい

の中で言ってきたんですが。地球の何というか規模の異常現象というか、いろんな

地震でもそういう大水でもあるいは津波でも、いろんな形で起こってくることあっ

てるんですが。町の中でそれに対してね、やれるっていうか。簡単に言ったら、た

だただ防ぐというふうなね。防災というふうなことだけじゃなくて、積極的な意味

での何か活動というのはないかなというところでのこれは、投げかけなんですが。

このあたり回答が難しいかもしれませんが町長、よろしくお願いしたいと思いま

す。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 今ですね、地球規模の異常現象。これさまざまな原因があるでしょう。ただその

一つとして温暖化があろうかと思います。温暖化のためには、高炭素消費社会から

低炭素消費社会。こういった社会への転換が必要だろうと思います。具体的に粕屋

町で何ができるかというのは、今の段階ですね、非常に少なくはあります。ただ具

体的なことにつきまして、道路環境整備課長のほうからお答えさせていただきま

す。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 安松道路環境整備課長。 

◎道路環境整備課長（安松茂久君） 

 お答えさせていただきます。地球温暖化が原因の一つでありますので、環境所管

といたしましてその点で、答弁をさせていただきたいというふうに思っておりま

す。御質問の町で取り組めることにつきましては、高炭素消費社会からエネルギー

も食物も全てを循環させる、低炭素社会へと展開していくことが、重要であると考

えております。具体的には、地球温暖化対策の一環といたしまして、現在も行って

おりますごみの分別の徹底や、レジ袋を削減してマイバックの利用などの推進を行

う啓発活動を積極的に取り組むことだと考えております。また、剪定枝木をチップ

にして火力発電所の燃料としていることも、一つの町の取組と考えております。以

上でございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 一つの課からこういう言ってもらいましたが、環境ね、つかさどる道路環境整備

のほうから。私もこの間県庁に行きまして、１階に情報何とか室とかいうのありま

してね、県民誰でもが見れる情報があってから。そこにファイルいっぱいになって

から県がですね、こんなふうな項目ですね。福岡県地球温暖化対策実行計画専門委

員会っていうのを開いておりまして、21項目、要するにいろんな課がですね、これ

に対してどうこうしましょう。私たちの課はこんなことしますというふうなこと

を、ずらーっと書いてあったんですね。あれ借りてこうかなと思ったら持ってきち

ゃいけないというふうなことだったんで、幾つかちょっと書いたんだけど。県庁に

最近行かれた方は分かるかと思いますが、県庁のすぐ左側に水素のどうのこうのて

自動車が置いてあって、そういうふうなことで低酸素濃度のどうのとかですね、取
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組なんかやってますね。いろんな課がですね、ちょっとだけ書き出したんですが、

森の適正管理、健康に関する適応策とか熱中症予防の普及啓発、自動車、オフィ

ス、あるいは家庭のエネルギー対策、いろんな課がこうやっているんですよね。や

ってて県がどれまで動いているかと。そのあとまではね、私もチェックしてないん

ですけど。こうやってから、ちゃんと論議しているんだな。でなきゃっていうん

か、この暑さであるとかいろんなことっていうのは、私たちが防災防災とかいろん

な形でやっていって。だけど、いたちごっこという言葉おかしいかもしれませんけ

ど失礼になるかもしれませんが、だんだんだんだんそういう規模が、あるいは暑さ

が強くなっていったら、それに対してエアコンぼんぼんつけようやとかですね。あ

るいはね、堤防を高くしようやとかなっていって、だんだんだんだん私たち人間と

いうのは自然と遊離していくっていうんですか。そういう根本というのが失われて

いっている、ずっといっている。最終的にはどうなっていくのか。今までデイビッ

ト鈴木さんの話であるとかいろんなことを持ち込んでですね、思ったんですが。や

っぱり自分の足元からっていうか、足元っていうのは何かって。やっぱり小っちゃ

なこの町からやれることがあると思うんですよ。ね、将来には今度ごみ焼却場をつ

くったりする、そういうのも町長に言ったりしました。循環でうまくやれるような

システムとか、そんなことをやっていかなきゃもう夏の間中活動やめましょうよと

いう世界になるかもしれませんね。もう冬の間、夏の間私北海道にずっとおりたい

なって、この間本当に真剣に思いました。もうなんかやっていくっていうんです

か、この町の中でっていうんですか。夏の間、自分の仕事をやっていくには、もう

到底暑過ぎて難しくなっている。そういうなのが如実如実に分かっていってて、そ

れは、だけどみんな災害とかそういうふうなことと思ってないから、ああ１度高い

１度高い、もう40度とかいうのが当たり前になってしまって。もう私たちの感覚も

もう麻痺していますよね。こういうところをやっぱりした後に何かを意味をもっ

て、町長がやっぱりですね、旗を振っていただいて、全課でそういう取組やってい

くとか、町でやっていく。そういう個性のある町っていうふうな形で進んでもらえ

たら私うれしいかと思います。そういう提案を申し上げて、あと１問残っておりま

すのでここで終わらしていただきます。 

最後の所信表明からという３番目、大きな２題めですが。実はこの２問とも、も

う既に鞭馬議員とか本田議員のですね、一般質問の中で回答というのをだいたい得

られております。ただ、私の思いというのもございますので、そういう１問２問目

ですね、重ねて語っていきますので、そういうことに対して町長どう思われるかと

いうところをですね、一言コメント願いたいと思います。私からしましたら保育所

とかですね、に関しては保育の建設にすごい通じてる人物を登用されるのがいいん
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じゃないか。そして最終的に工事管理までもきちんとやれるようなね、これは外部

からの部長あるいは課長、あるいは今ね。課はほとんど人いませんからね。という

ふうな世界もありますね。子ども未来課はね、課長もいないし。その上の部長がど

うなるかっていうのはありますが。そういうところにぽんと入れられてこういう仕

事というのはもうあと二、三年の中でぼんとやらなきゃいけないんだから、てこ入

れするっていうんですか。そういうことをされたらいかがなんかなあと思うんです

ね。そしてもう一つ言えば発想豊かな人を願いたい。私は高専出てから大学まで行

ったんですが。行った大きな理由の一つに、大学になったら階段教室があるってい

うんですか、円形教室がある。すごい憧れでしたね。この議場もよその町の議員か

ら言わしたら、いいね。うちの町のこの粕屋町の議場はすごいいいよとかいうふう

な形言うんですよね。ただ、私の人生の中の高校までは、ほとんど四角四面の教室

でした。きっとそういう四角四面の考えばっかりを持つようになったんかなと。だ

けどやっぱり、そこに新しい見識を持った大学であるとかいろんなところというの

はすごい新しい形のっていうんですか。例えば中央保育所なんかでも五角形なんで

すかね。そういう変わった形のね、すばらしい空間というのあります。そういうも

のをやっぱり保育園とか保育所というあたりにはつくらなきゃいけないと思うんで

すよね。そういうのを毎日見て育ってるんだから、そういうものをイメージできる

人にきっとなってもらいたいと、ね。絶対なってもらいたい。そういうことが工事

管理やった、設計やったりとかですね、担当としてっていうんですか。動いてもら

いたいな。ただそれだけじゃなくって、しっかりした建物を建ててもらいたいと。

やっぱりそこは避難所にもなって老人の人たちも来れて、なんか交流もできるとい

う。そういう核になるような世界があっていいんじゃないか。その人たちも一緒に

変えていくような世界、そういうのがポイントポイントにしっかりなければ、今か

らの、例えばただただね、防災防災というふうな形じゃなくて、起点基地というも

のを持って行くっていうんですかね。そういうふうなことが必要かなと思います。

そういうふうなことを始めていくのはやっぱりトップの力だと思うんですよね。前

の町長がね、２人目の副町長という話を言った時、私はあのときにですね町長に対

して、いやこれじゃ頭でっかちになるんじゃないですかってね、質問したことあっ

たんですね。ただやっぱり頭でっかちって言われたらかちんと町長もこられたんで

しょうけど。その前から町長はもう、部長はそのかわりね、任用しないっていうふ

うな形で。何を言いたいか。曖昧な形でのっていうんですかね、流れていって２人

の副町長はオッケーだし、部長もオッケーなんですよね、今のところですね。だか

ら、もう箱田町長にとって見たらすごいフリーハンドですね、ある意味では。きの

う、前回の答えでは、部長制のほうでとかいうふうなことを言っておられたけど、
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そういうことも含めて、やっぱりそういう何か可塑性のあるいろんなこと変化もう

けてプロジェクトに向けて誰かを任用するとかですね。そういうことを大いにやら

れていいんかなとも思っております。人材足りないっていうんだったらほんとよそ

からですね、仮に借りてくるとかですね、そしてからお互いが勉強し合うっていう

かですね。その次にはこっちから出そうやっていうぐらい、ノウハウを持つような

職員の人たちが出たらいいかと思いますが。私はこの部長制とこの保育所とかね、

そういうこと絡めながらしっかりなんかこうやってもらいたいと思いますが、その

あたりについて箱田町長、一言お願いしたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 今行政はですね、非常に多様化しております。この保育所の建設につきまして

も、過去のように単に箱ものをつくるということではなくてですね、やはり子ども

の夢を育めるような施設。そして例えば子どもが利用しない時間には多面的に活用

できるような施設。あるいは将来的に子どもさんは少なくなっていくだろうと思い

ます。そのときにそういった施設を転換できるような、施設のこの辺までですね、

非常にワイドに深く考える必要があると思います。今当町の職員にはですね、そう

いったエキスパートは本当残念ながらおりません。人材の育成は非常に時間がかか

ります。将来的なそういったこの規模になりましたらですね、そういう人材を手持

ちで用いたいわけですけども、今は今議員がおっしゃるように、例えば外部のアド

バイザリーにお願いするとか、町内にもそういった方がおられれば探すとか。いろ

んな形でですね、知識経験を教えていただくような方も探す必要があると、私は思

っております。いろんな総合的な判断でですね、今からのものづくりはやっていか

ないといけないというふうに理解しています。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 確かにそういうふうな形での総合的な点ですか、とらえでやっていくことってい

うのが大いにこれから必要かなと思います。一般質問の中で最後にこう言いたいん

ですが、前の町長の中で意識改革意識改革というふうな形でね、いっぱい出ており

ました。私たちも世の中ではっていうか政府の方針で働き方改革とかですね、そう

いうふうなこと言っておりますが。案外私自身の中にもなんかそういう働き方改革

とか言いながら意識がまだまだ育ってない。何を申しましょう。ある個人を出しま

すが、臼井課長を出しますが、引き合いに出しますが。彼と夏休みのころにです
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ね、私は夕方もう熱くなって６時７時ぐらいにいつも散歩に行ってたら、彼と偶然

に合うんですよね。会いました、何回かお会いました。６時７時ぐらいに会ったり

しよった。おー今日はこれは遅く帰りよんなーとか言って。ある時議会に来たとき

ですね、議会でスクーターで帰りよったら、彼が５時ちょっとぐらいにですね、そ

こをもう帰ってたんですね。だから僕は何と言ったか。おー今日は早いやんとか言

ったんですね。おいおいおいおいおい...これ僕、ミステイクだなあとね。５時か

ら帰れるんだったら帰っていいんですよね。ほかの方の議員の方の質問の答弁の中

でありましたように、やっぱり何かすてきな言葉言われたんです。飛び出せ公務員

でしたか。何ですか、書いてるんですが、積極的に外に飛び出せ公務員。自分の目

で見、自分ではね、耳で聞くっていうか、そういうことをおっしゃったんですよ

ね。そういうことをやっぱり職員はしなきゃいけないよな。特に地域振興なんて

ね、そういうふうな世界だとも思ってるんですよね。やっぱり変な話言ったら、そ

れを案外やってたのは、町長の対立候補になった杉野君かもしれないですね。結構

彼は外部に出ていた。そういうところからの目があったのかもしれないっていうか

ですね、ある意味で。だけどやっぱり公務員というのはね、公務員この５時の中で

の仕事と、やっぱり外のもう一つの仕事。そういうところから力をつけていただい

て、その意識改革していただいてね。町のいろんな行事とかいろんな取組とか行政

に反映させていただきたいと。私は思っておりますのでぜひっていうんですかね、

そういう意味でのっていうんですか改革っていうんですか、そういうところをやっ

てもらいたいと思いますが。取りとめのないね、形でまとめの言葉にしたんです

が。最後、町長から一言いただいて終わりたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 まさに今、最後おっしゃいました今までの公務員の形ではですね、これからのま

ちづくりはもう不可能と思います。やはり、外に出てアンテナを立てて、外部の情

報を仕入れる。そしてそれを自分の力、血となり肉となって行政に反映させる。こ

れは個人の資質の向上だけではなくて、町の全体の力からもよく人間力と最近言っ

てありますけども、この人間力を増やすことが組織の増強になるというふうに私は

確信しております。そういった姿勢で、今後も望みたいと思っております。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員 

。 



－ 103 － 

◎６番（中野敏郎君） 

 言いながら思い出しました。もう一つだけいいですかね。すみません。前町長は

フェイスブックとかそういうのでですね、交流されてて。町長もいろんな形でです

ね、今度交流されるとか言っておられましたよね。前の因清範町長はですね、町民

と語ろうとかいうふうなことをやられておって、私もその第２回に申し込んでです

ね、何か給食センターの資料を持ってから、こう語ったというかお互い語り合った

ということがございます。是非何かですね、私と箱田町長の出会いなんて僕からの

出会いなんですが、もうイメージとしてはまちカフェをやられたときの最後のまと

めの言葉をやられた箱田町長、副町長あの当時ですね、が私の中にイメージずっと

あるんですね。ああいう形でのっていうんですか、いろんな英知というものを庁内

から集めていただきたいという、最後お願いというふうな形で終わらせていただき

ます。どうもありがとうございました。 

（６番 中野敏郎君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 暫時休憩いたします。 

（散会 午前10時32分） 

（再開 午前10時45分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 それでは再開いたします。 

議席番号８番、太田健策議員。 

（８番 太田健策君 登壇） 

◎８番（太田健策君） 

 議席番号８番、太田健策。通告書によりまして、一般質問を始めます。 

箱田町長は、給食センターについては、副町長時代に携わっておられましたか

ら、その辺は詳しく知ってあると思いますので、質問をさせていただきますが。学

校給食センター整備工事で住民訴訟が起こっております。箱田町長は、その件につ

きましてどう思っているのかちょっとお聞きしたい。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 福岡地方裁判所に住民訴訟が提起されておりますことについては、非常に残念で

ございますが、裁判中でございます。したがいまして、裁判所における判断を真摯

に受けとめ、対応していくつもりでございます。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 それで、箱田町長は今回の選挙公約の中で、誇れるまちづくりということをうた

ってあります。しかしこの学校給食センターで、住民訴訟が起きたということは、

これは粕屋町にとっては大変不名誉なことです。住民の方もいろいろそうならない

ようにということで、されたんでしょうけど、やはりそこまでいかないと問題の決

着がつかないということで、そういうことになったと思うんですが。どう結果が出

るか分かりませんが、それについてですね、誇れるまちづくりを選挙公約にされて

おりますが、結果としてこれを睨んでどういう誇れるまちにされると思うんですか

ね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 誇れるまちづくりとですね、直接はこの裁判の案件につきましては関係ございま

せんけども、とにかく裁判所が判断されることにつきまして、真摯に対応していく

という所存でございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 町長はこの住民訴訟の訴訟内容は、当然読まれていると思いますが、もう３回に

裁判なりますけど、住民の方はたくさん来られますが、町のほうからは弁護士さん

だけということで、やはりその辺の内容は、どんなことがありようのかということ

はやっぱり町のほうも自分の目で見て、対処せないかんちゃないかと思いますが。

もう３回されましたけど、誰一人として来られておりません。やはりそういうもう

勝つか負けるか分からんような状況の中で、やはり弁護士が言われたことはっきり

その耳で聞いて、そして町のほうの上役なら上役に届けるというようなことでやっ

ていかないと。弁護士さんを信用して、弁護士さんだけ任せるっていうなことでは

ですね、結果的に私はマイナスになる部分も出てくるんじゃないかと思います。今

後まだ続くと思いますが、町長の見解どうですかね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 係争中の案件でございます。今後のことにつきましてはまだ未定でございます。
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その都度判断してまいりたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 その都度の判断ということですが、結局はこの裁判になった理由というのもです

ね、これは箱田町長が副町長時代に契約をされて、その事業契約の内容を、結局違

ったことを町のほうがされてるから、住民が訴訟を起こしたんです。そういう面も

やはりピシャッと事業契約書の中身をですね把握されて、そしてどういうわけでこ

ういう裁判が起こったのかということをちゃんと理解して住民に説明するのも、箱

田町長の責任じゃないかと思いますけど、どうですかね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 係争中の案件でございますので、答弁は控えさせていただきたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 係争中、係争中って係争中のどこがひっかかるとですかね。これは町のほうに業

者のほうに払った金額を取返しなさいということなんですよ。だから町のほうの対

応がまちごうとったのかまちごうてなかったのか、その辺のチェックもされておら

ないでですね。それで裁判の途中やから何も答えられませんと。そんなねえ、町民

をばかにしたごたあ言い方はないと思いますよ。しかっとした答えを出してくださ

いよ。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 まさに係争中の案件の内容でございますので、発言は控えさせていただきたいと

思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎町長（箱田 彰君） 

 箱田町長が副町長時代に、結局あの先ほど顧問弁護士が来られまして、ボーリン

グの結果が県のほうに嘘の報告をされとったって言われたんですよ。だから今回ご

みの問題でも、こういう問題が起きてきとるんです。それについても結果的には、
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副町長時代に箱田副町長が立ち会いをされておったんじゃないですか。違うんです

か。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 まず、立ち会いはしておりません。ただ、ほかのことにつきましても重ねて申し

上げますが、発言は控えさせていただきます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 発言の内容を否定されるというのは、これは、弁護士のほうに、聞きましたけ

ど、私のほうの弁護士に、住民側の弁護士に聞きましたけど、別に裁判の影響のあ

るような質問ではないですよというようなことで言われております。これはやは

り、無駄なお金を業者に払ったっていうことを取り返してくれという町民の無駄な

税金を使ったということのお願いですから、町のほうはしかっとその中身をチェッ

クをしてですね。住民に納得させるというようなことも何もしないで、裁判になっ

たから何も言われませんということじゃ、納得はされないと思いますよ。それが誇

れるまちづくりになるんですかね。誇りにならんでしょ。そう思われんですか。 

もう質問しても、返事がありませんのでね。一応私の質問事項書いた分を質問し

ますけど。工事中断で結局最終的に890万で終わった、その890万の内容も何も分か

らないんですよ。これは１億8,500万請求されて１億500万払って、残りが890万に

なった。残りはいいですよ、それはね、少なくなったっちゃから。しかし内容がど

うしてそれで契約されたのか、あやふやなんですよ。安くなったからいいじゃない

かというようなことで。そりゃあ町の税金を町民の税金を使って町政をするとに、

そういう方向で方向されるのはね、間違いじゃないですかね。で、工事中断した中

でも、弁護士さんは３週間を１年間って言われましたよ。ねぇ。そういう感覚しか

持ってない方が交渉しよるんですよ。安心した交渉にならないと思いますよ。工事

中断して工期の変更をし、サービス会社から１億8,500万を請求されたと。しかし

これを遅らかしたのは事業者ですよ。この事業者はですね、地方自治法の２条

14項、地方財政法４条１項にですね、これは工期を遅らかしたら罰金を払わないか

んということなっとるわけですよ。こういうことも何もチェックしない。ただ請求

されたらそれを払う。だからこういうとこのチェックをして、どういう理由でこれ

は払わないかんというふうなことは、報告は何も聞いておりませんよ。何遍も言い

ますけどね、そういう形が誇れるまちづくりになるんですかね。誇れませんよこれ
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は。業者から再三、数量のごまかしと県との約束で捨てないかんとこに捨てんやっ

たりとか。それに罰則も何もしてないんですよ。罰則規定があるはずですよ。業者

に甘くね、町民には厳しく、そういう誇れる町政じゃいかんでしょう。誇れる町政

ならその辺を明らかにして、間違えたことが正しいというようなことも証明せない

かんでしょう。そうじゃないですか。町長。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 もう裁判の内容でございますので、重ねて申し上げますが、発言は控えさせてい

ただきます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 何遍も言いますけど、裁判の内容だから答えがされないというのは、その町長、

意味は何ですかね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 係争中のためでございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 私が言うたことに対して、どういうことが係争中でダメだから発言できないと。

ただ係争中係争中という返事じゃあ納得はできんですよ。言われたこと答えんしゃ

い。どういうことで返事ができないと、言わないと。ただ係争中係争中で逃げた

ら、私の質問したことに対してどういうことやからこの質問には答えられませんと

いう答えをちゃんと出さないと。違います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。これ１番の質問してるんですか。２番まで行ってます。 

◎８番（太田健策君） 

 ずっと返事がないから、ずっと行きようとですよ。先に勝手に。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 全体的にやってるんですね。続けてください。 

 



－ 108 － 

◎８番（太田健策君） 

 今町長の言うたごと私がずっと１番からずっと質問したことに対してですね、返

事がされないということだから。どういうわけで、これは返事ができないのかと。

ただ訴訟中やけん、できないできない。それじゃあ、一般質問ならんでしょうも

ん。どういう理由でできないか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 先ほど、太田健策議員の中で弁護士とのやりとりの模様がちょっとありましたか

ら。給食センター所長、神近所長。今の件についてその内容等にですね、ちょっと

間違ったこともあったと思うんで、とらえ方がですね。その辺を含めて答えられま

すか。 

神近給食センター所長。 

◎給食センター所長（神近秀敏君） 

 内容ということはですね、先ほど町長申しましたとおり係争中であるためです

ね、詳しいことはちょっと答弁は控えさせていただきたいと思います。ただ全員協

議会のほうでですね。平成30年の２月13日、それと９月の11日の日にですね、弁護

士の先生が来られて内容のほうは説明していただいたとおりでございますので、そ

ちらのほうで御了解いただきたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 その時言われたのがですね、ボーリング調査の結果を結局、ごまかして県のほう

に報告しとったって、弁護士さん言われたんですよ。何でそれやったらボーリング

調査会社を訴えないのかと言うたら、町から何も頼まれとらんけんということで断

られましたが、そういうとこも町長調べてね、本当にボーリング会社が嘘の報告を

したのか、県のほうに。それやったらボーリング調査に責任を追及せないかんっち

ゃないでしょうかね。違いますか。だから何もかんも町が悪者になって町民が悪者

になって、業者だけにはそういう救いをもあてて、そういう金の払い方されたら町

民は納得されませんよそれ。いくら裁判なっとう係争中やから言うて、それがどれ

だけ影響するのか、弁護士さんに聞かれましたかこれ。聞かれましてね、弁護士さ

んに聞いてどういうことやから内容的にこうこうこうやから、これは質問には答え

たらいかんですよとか。これ答えていいですよというようなことをね。顧問弁護士

に弁護頼んどうなら聞かなでしょうもん。ただねえ、係争中やから答えられません

答えられませんじゃね、もうはよからそげん言うときゃあ質問はせんてそんな。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 はい。いいですか発言を。 

神近給食センター所長。 

◎給食センター所長（神近秀敏君） 

 今の太田議員のですね。発言の中でですね。顧問弁護士の先生が言われたという

ことで、県のほうにボーリング調査の嘘の調査をしているというふうに言われてお

りますが、嘘の調査とかというのの報告はやっておりません。また弁護士の先生も

前回の説明の中でもですね。そういうことはおっしゃっておりませんので一応御報

告だけさせていただきます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 そしたら委員会のテープをね、持ってきて聞いてごらん。どっちがどげん言いよ

うか。ただ、あんたがそげん言うたぐらいでは何の資料もない。議会事務局ちゃん

と控えとうでしょう。それやったらそれは出して明らかにせんですか。そらそれ、

ちゃんとしていただかんと私も言うた以上は責任はありますよ。それと現在の裁判

中での町との打ち合わせは、顧問弁護士との打ち合わせは、町のほうは誰がされと

るんですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 この訴訟に関しましてはですね、いわゆる弁護士との契約、あるいは予算関係は

総務課のほうで、それ以外の打ち合わせは給食センターのほうでさせていただいて

います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 神近所長はこの件に関して、打ち合わせは弁護士さんとされようとですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 神近給食センター所長。 

◎給食センター所長（神近秀敏君） 

 訴訟に関する打ち合わせは給食センターのほうでさしていただいております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 



－ 110 － 

◎８番（太田健策君） 

 そしたら弁護士さんが資料の請求はされたと思うんですけど、資料ね。裁判中に

資料が出てこないんですよ、何も。で、裁判にならないんですよ。町のほうからの

資料が。だから、そういうときに誰か対応して来とけば、そういうことはよく分か

るんですよ。誰も来ないから弁護士さんからどう伝わってきようか知らん。だか

ら、こちらのほうからは資料を出しなさいというのは、文章を最初から出しよりま

すよ。弁護士さんに聞いたら、資料は幾らかきたけど、役に立つ資料はありません

ということやったんですよ。あんた最初からこれに携わってないけん、その資料が

どういう資料がどうかっていうのは余り分からないと思うんですけどね。そういう

町長、段階なんですよ。だから、あなたが誇れるまちづくりをしようというなら、

それ辺からを改革してね、今回の起こった事件については、やはりきれいに探索し

てやっていかないと。ひょっと裁判負けたらどうします。責任取られるんですか。

町長。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 裁判の結果につきましては冒頭述べましたように、その判断に真摯に対応してま

いります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 真摯に対応されるということですが。やはりですね町長、この一般質問の中でも

内部統制とか健全化重要というほかの議員からも出とりましたよ。こういう問題を

何で起こったのかいうようなことをですね、やはりしっかり調べてきて、どこに町

の不安があるのかっていうことを解消していかないと。ただそこに座っただけじゃ

ですね、何も変わりませんよ。その辺をやはり誇りを持てるまちづくりを目指され

るならね、質問があっても係争中やからされませんとか。それについては、自分の

目で調べますとかいう返事ならいい。それじゃなからんと、町民は安心しません

よ。何でもかんでも裁判に任せるっちゃよかというようなことやないですよ。裁判

の結果は、結果の●●●、町のほうの色んな判断もせないかんものが出てきます

よ。負けても勝っても、そういうことがあったということは、やはりトップとし

て、なにがあったけんこういう問題になったのかというようなことをしっかり把握

されてですよ。町を改革されないと。それでは、もう何も言うても返事が来ません

ので、給食センターのことについては終わりたいと思いますが。 
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２問目の行政区について質問いたします。粕屋町には24行政区あるが、行政区の

加入率は平均何％ぐらいであるのか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 太田議員の質問にお答えいたします。行政区の平均加入率でございますけれど

も、これを算出するためには、区長様や組合長様のほうにお願いをしまして、加入

数の調査等をする必要がございます。大変な負担をおかけてしまいますので、毎年

など定期的な数値の把握というのはしておりません。１番最新の分が少し古くて申

し訳ございませんが、平成28年の４月現在行ったものでございます。このときの調

査でいきますと平均加入率83.5％となっております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 83.5％ということは残りの分については、粕屋町に籍はあると。行政区に入って

ないということでしょうね。ということは、その残りの方についてのもちろん町の

ほうの区費もこれは払いよらんはずですね、そしその方たちは。区費を払わん、区

に入らんやったっていうことになると、どういう問題がなんか起きやすいかどうか

分かります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 恐らくその言われております区費、組合費等を払われていない世帯を除いた率と

いう形であろうと思います。もう本当に住民票、あるいはお住まいの実態が夜、寝

に帰ってくるだけでいらっしゃるとか、あるいは施設病院等に入られてるとかいう

方もいらっしゃると思いますんで、そういった部分がこの残りのうちのところに入

ってきておるんじゃないかというふうに思います。で、影響としましてはですね、

粕屋町としましては、そもそも未加入加入自体を把握してない状況ですので、サー

ビスに差が出るということはないと考えております。ただ、区・組合等を通じてお

願いをしております配布物等ですね、回覧版ですとか。そういったものにつきまし

ては、未加入のところには届いてないという事例もあるようでございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 
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◎８番（太田健策君） 

 今マンション等がですね、区費なんかもマンションの管理会社から納めるように

なっておりますね。その場合、結局納めただけで出て行く人がおられますね、途中

でやら。何年もおってもずっと区費を納めたなりなっとうですが、この人たちが突

然区費を納めただけで出ていくという時にはですね、本来ならば、区費を返してや

らないかんようなことにはならんですかね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 そのあたりはですね、マンション等で例えば毎月納めてあるのか、年間で納めて

あるのかと言ったところでも差が出てまいると思いますし、区・組合のほうでどの

ように対応を考えられてるか、それぞれの区の取り決めによるものかと思います。

私事ですけれども、入居しておりますアパートもですね、家賃を通じて払うように

しておりますけどもこれは毎月払いになっておりますので、入居者が適切にその月

で退出をすれば、払い過ぎということはないかなというふうに思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 私がこういう質問をするのはですね、なぜかというと区の中でですね、各区の規

約がありますね。今、新しい人あたりには区の規約なんては配布されとらんとやな

いかと思いますね。全く知ってないから。だけんこの規約がどうなっとうか分から

んから、区の中でいろんな区長さんを選ぶとか、そういうときにはですね、勝手に

区の規約をつくってその規約に合わせて区長を選ぶというようなことがですね、起

こってきておると私のほうに投書が来ました。当然、町のほうから手当もやりより

ます。区には補助金も出されとりますから、その辺はですね、やはりチェックはど

ういうふうにされておるんですかね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 区の規約に関しては各区がそれぞれ総会等の決議を経てつくられているものかと

思います。それを勝手につくられてるっていう今お言葉でございますが、そのよう

な事態があるということはちょっと把握をしておりませんので、特に対応は今の所

しておりません。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

24区に一遍、区の規約をもらわれたがいいと思いますね。そういう実態が、投書

が来ております。それで、もう自分がずっとして辞めんぞというようなことをね、

その中で、嫌がって区におらんで区をやめた人もおられます。そういうやはり実態

が起こらないようにですね、新しい問題がそういうところで出てきておりますので

ですね。ぜひとも各区に出されております補助金と、補助金は今もう振り込みにな

っとるから間違いはないと思いますけどね。やはり会計報告等、やはり補助金出し

ようから出させて、確認をされたほうがいいじゃないかと思いますが。堺課長。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

   堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

複数の課から補助金が出ておりまして、多くのものは申請をしていただいた後、

お支払いをしているものも先にお支払いしているものもありますし、後からのもの

もございますけども、実績報告等によりまして確認をしておると思います。今後も

徹底をしてまいりたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 このことについては粕屋町やなくして福岡市、郡でも起こっとう問題ですけど。

やはり区費あたりを納めとって、出るときには決算報告書で残金が残っとったら返

せというような問題も起きとんですね、実際に。だけんその辺もやはり町が補助金

出しようから、そこ辺も幾らか注意をしてやって、そういうことが起こらないよう

に。規約が当然渡してないからそういう問題が起きるんですよ。規約をちゃんと来

た人に皆さんに渡しとけばいいばってん、近ごろ区の規約がどうなっとうか、ちょ

っとまるっきり分かりませんもんね。その辺の、やはり大きな部落になると金額も

大きな金額になりましょうしね。やはりそこ辺は、周りの人が飲んだり食ったりば

っかりにつこうてからというような批判もだいぶ出よりますから、その辺はです

ね、しっかり町のほうで確認されて注意するとこは注意をしていただかないかんか

と思っております。また最後になりますが、この行政区に加入しない人とか加入し

とる人に対しての行政サービスの違いは何かありますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 
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◎総務課長（堺 哲弘君） 

 先ほども少し申しましたけれども、行政サービスにつきましては、町のほうで加

入未加入の把握自体をしておりませんので、差が出ることはないと考えておりま

す。それと先ほどから言われております補助金の関係なんですけども、ちょっと補

足をさせていただきますと、町から出しております補助金等につきましては、あく

まで町の規則ですとか要綱に基づいて行っておりますので、各区の規約のほうで。

各区で集めております区費組合費等ですね、こちらのほうは何か定めがもしかした

らあるのかもしれませんけれども、各区の規約に町のほうの補助金が左右されるこ

とはないのかなというふうに考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 太田健策議員。 

◎８番（太田健策君） 

 質問の内容に答えていただけませんでしたので、ちょっと時間が早いですけど終

わりたいと思います。ありがとうございました。 

（８番 太田健策君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 暫時休憩をいたします。 

（休憩 午前11時18分） 

（再開 午後０時50分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 それでは、再開いたします。 

議席番号９番、川口晃議員。 

（９番 川口晃君 登壇） 

◎９番（川口 晃君） 

 皆さんこんにちは。議席番号９番、川口晃です。日本共産党川口晃です。どうぞ

よろしくお願いします。町長当選おめでとうございます。気苦労が多いと思います

けど、体に気をつけて精進されますよう、最初にお伝えします。 

それでは話を進めていきます。最初に公文書管理問題について質問いたします。

私は公文書の問題で６月議会において池田元副町長に関し、２点質問しました。ま

だ解決してませんので、引き続き質問いたします。 

一つ目は、池田元副町長が行った粕屋町職員に対する聞き取り書類についてで

す。６月議会で因前町長は次のように答弁されました。200名を超す方から、個人

面談を行っていると思います。内容につきましては、私が健康になって引き継ぐと

いうことになっておりますと答弁されました。因前町長は病気で回復されず退職さ
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れましたんで、以後この経過についてどういうふうになってるでしょうか。総務課

長。お願いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

   堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

以前、答弁の中にもございましたように、池田元副町長の実施されました全職員

との面談につきましては、その記録が残されておらず、製作をされているかどうか

も現段階まで確認ができておりません。先ほど言われましたとおり、因前町長が引

継書の提出を求めに行かれたようなお話は聞いておるんですけれども、結果として

その書類を見ておりませんので、恐らく存在してないものではないかというふうに

思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 今重大な発言をされました。要するに、池田元副町長は仕事としてこの聞き取り

をやられました。しかしその書類が残ってないっていうことは、やはりこれ問題だ

と思いますが。これの処理についてはどのようにお考えなられていますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 もう書類そのものが残っておりませんで、その面談もですね、各受けた個人か自

分の内容にしか把握をしておりませんので、ちょっとこうどうしようもないような

状況ではございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 彼は元新聞記者でありますから抜かりなくですね、一定の書式で一定の質問項目

をつけてですね。200名を超す職員から聞き取りをするものと私は思うんです。そ

れがないっていうことはどういうことかっていうことになるんですが。それでは池

田元副町長が仕事をしたことにならないんじゃないかと私思うんですが、公文書が

残されてない。その点についてはどうでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 
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◎総務課長（堺 哲弘君） 

 この面談というもの自体については結果、記録が残されていないということでご

ざいます。それだけが業務ではございませんので、これをもって直ちに仕事がして

いないっていうところまで断言できるかは、ちょっと私の方からは申し上げられま

せん。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 確かに副町長としては、いろんなところの監督もしなくちゃいけませんし、そう

いう意味ではその他の業務をされてると思いますが。この件に関しては、口頭で池

田副町長が積極的にこのことを発言されていましたからね。だから、この仕事はさ

れてないというふうに私は感ずるわけです。 

そしたら、次に質問移ります。因前町長、池田元副町長とＳＰＣとの交渉記録の

管理の問題です。池田元副町長は昨年の12月ごろ単独でか、また、因前町長と２人

でか知りませんけど、そこは分かりませんが、何度かＳＰＣとの交渉をされている

ように、因前町長は発言されていました。それ故に、６月議会において池田元副町

長の交渉記録の存在の有無を質問いたしました。因前町長は次のように答弁されま

した。内容については口頭である程度のことは聞いております。しかしながら、そ

れが文書で残っているかと言われればですね。確認せんと分からんということでご

ざいますので、元気になってからそれを確認したいと思いますと答弁されました。

同様に因前町長は退職されましたんで、この経過ですね、これはどうなっているの

か。それを伺いたいと思います。ないということでしょうか。総務課長お願いしま

す。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 ＳＰＣとの交渉記録につきましても、因前町長、池田元副町長いずれが行われた

ものにつきましても、文書としては確認ができておりません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 先日13日の全員協議会に羽田野弁護士が違約金支払いに関する弁護士費用の額の

決め方について説明に来られました。そのとき同僚議員の方が池田元副町長は違約

金の額を890万円に値下げしたのは私だと強調してありましたと、説明されまし
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た。私もそういう発言を聞いております。それに対して羽田野弁護士は、私たちが

ＳＰＣ側の弁護士と交渉して決めたのであって、池田氏は何ら関与していないと反

論されました。池田氏と羽田野弁護士との間では、話が食い違います。どちらが真

実を言ってるのか、今んとこ私には分かりませんが、できれば２人同時に出席願っ

てどちらが正しいかを伺いたいと思います。そういうような措置がとれないんです

かね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 それは、議会の問題だと思いますので。 

◎９番（川口 晃君） 

 それでは次にいきます。池田元副町長と因前町長が11月から12月にかけて、東京

のＳＰＣとの交渉に行かれてありますが、その件に関する出張届あるいはその日付

とか出張の目的と、これ何か復命書って言うんでしょう。それを全て提出いただき

たいと思うんですが、そういうことはできますでしょうか。町長がいいですか。課

長でいいですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 出張のいわゆるその命令簿みたいなものが、特別職についてはございませんの

で、出張の旅費の計算書とかにはなりますが、そういったものはございます。ただ

ちょっと個人情報になりますとどこまでお出しできるかここで明言はしきりません

が、復命書とかについても、いわゆる報告書と同じで文章としては確認しておりま

せんので。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 そしたら、私も公務員してたんですが、一応出張願とかいって出しますね。そん

ときにどこどこにどういう要件で出張しますというふうに書いて出すんですが、そ

ういう記録はあります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

   堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

旅費の計算書的なものですので、その行き先等は分かるかと思いますけど用件等

は確か書いていなかったように記憶しています。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 そしたら、池田副町長が果たしてＳＰＣと交渉したのかどうかも分からないわけ

ですね。確かめようがないわけですね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 すいません。私のほうでは確かめようがございません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 そうすると、もうＳＰＣ問題についてはどういうふうにどうなったのかっちゅう

のが全然闇の中で分からないということになりますね。議長ね。そういうことです

ね。これはやっぱり行政としてのあり方としてやっぱり一考を要しますね。町長

ね。町長答弁お願いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 このことにつきましてはまさに内部統制だろうと思います。要するにガバナン

ス、統治がされてない状況が本当に露呈したんじゃなかろうかと思います。出張す

るにあたっては、これは特別職であってもですね、帰って来たらこういったことが

あったよ、こういったことをしてきたよっていうのは、報告は例えば副町長であっ

ても町長に報告をすべきであろうし、課員に当たっては、係長が行ったときには課

長には必ず報告する。これはもう当然の義務でございます。この辺につきまして

も、今後の私の行政のあり方について参考にさせていただいて、ガバナンスあるい

は内部統制につきましてしっかりしたものを行いたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 分かりました。どういうふうに今からなっていくのかこの件に関してなっていく

のかちょっと分かりませんが、次の質問に移ります。新町長の所信を伺いたいと思

います。ちょっと幅が広いんで、ですからそんなに難しく考えないで所信を言って

いただければ幸いです。 
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一つ目は、広島、長崎の被爆者が訴える国際署名に関してです。もうこれこのこ

とについては既に、私のほうはつかんでおりましたから簡略に話していきます。数

年前柚須区の友人会で、２月に長崎に親睦旅行に行きました。駅を出ますと、小雪

降る中に20名ほどの男女高校生が横一列になって、核兵器廃絶の署名活動とカンパ

のお願いをしていました。核兵器廃絶を訴える高校生一万人署名活動実行委員会の

メンバーの人たちでした。この活動が引き継がれて、今年はですね。10万8,467筆

の署名を集めて、第21代高校生平和大使20人が８月28日、スイスジュネーブの国連

欧州本部に届けております。ＮＨＫ配信でこういう写真が出ていました。確かに持

っていってるんだろうと思います。核兵器廃絶の日本人の願いは確実に若い世代に

引き継がれています。さて、６月ごろでしたか、福岡県被爆者団体協議会から個人

署名の訴えが届きましたんで、私は署名をして送りました。８月７日の記事により

ますと、署名は873万人分が日本で集まっているそうです。知事や自治体首長の署

名は、1,132人に上っているそうです。この署名は2020年までに世界で数億人を目

標に進められています。各自治体に対しても署名への訴えがあったようで署名推進

団体からの資料によりますと、粕屋町ももう既に署名を送付されたと聞いていま

す。大変うれしく思います。総務課長、そのことを確認してよろしいですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 当初御依頼いただきました文書では５月末までという締め切りだったんですけど

も、ちょっと内部的にいろいろ調整を図っておりましたもので、最終的に遅れまし

たが、７月９日付けで署名及び賛同の文書を送らせていただいたところでございま

す。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 新町長に就任されました箱田町長も私たちとこの政策協定の中で、非核平和都市

宣言に基づく平和事業継続と明記されております。簡単で結構ですから、非核平和

について所信を一つお願いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 粕屋町はですね、非核恒久平和都市宣言、これを行っております。核兵器のない

世界を望む姿勢、これはもう本当に粕屋町は昔からこういう宣言を行い、アピール
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もしております。そういった意味で、当然のように、この署名はするべきだとする

べきであります。この精神は私自身も持っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 分かりました。続いて（小項目の）２番目に移ります。いわゆる、福岡県の木曜

会について。そういう、これについての所信です。伺いたいと思います。この問題

の発端は県庁職員の総務財政課企画課主査が、木曜会の会費114万5,400円を横領

し、逮捕された事件が明るみに出ました。この会は、県知事を頂点とする組織とな

っております。月の第三木曜日に開催されます。第１条の目的では、本会は会員相

互の親睦を図ることを目的とし、重ねて行政諸般の研究及び事務連絡を行うものと

するというふうになっています。これはかの有名な北九州における土地転がし事件

を数年にわたる調査で一大スクープした小倉タイムスという新聞社があるんです

が、それによりますと、名簿も明らかになっています。名簿が明らかに。会員は

42名です。県知事。福岡市長。九州大学事務局長。福岡地方裁判所、高等裁判所、

家庭裁判所の所長。福岡県警察本部長。福岡国税不服審判所長。第七管区海上保安

本部長。陸上自衛隊第四師団長。福岡労働局長。九州公安調査局長。福岡法務局

長。人事院九州事務局長。民間では日本政策投資銀行九州支店長。ＪＴとかＪＲと

かのトップの方。それから西日本高速道路株式会社の九州支社長などが入ってあり

ます。多彩な人が会員で、これを見るとですね、どういうことやってるのかってい

うのがよく分かりません。警察や自衛隊など治安部隊、労働局長とか不服審査局長

など、私たちの職場とか生活に関係のある部署の人たちが同席しています。この組

織には不思議にも、北九州市長が加入していません。創設が1963年、昭和38年、た

しか私が高校時代の頃だと思います。その当時は北九州市のほうが福岡市よりも人

口も多く、活気があったはずです。また、この組織には公金も入っているそうで

す。これらの人たちが一体何を連絡し合っているのでしょうか。会議録など私は見

たいと思うんですけども、これには議事録はないそうです。この組織の存在は、私

が在職してた九州大学では二度ほど漏れ聞こえてきました。一度目は、奥田知事が

誕生したときでした。二度目は、今から10年ほど前、私が退職する数年前です。ど

ういう経過で伝わってきたのかはちょっと定かではありません。確か組合のほうの

筋から入ってきたかもしれません。この組織は民間組織だそうですが、事務方は県

の職員が関係しています。汚職したのは県の職員ですからね。憲法では三権分立を

規定していますが、それらの頂点にいる人たちが、混合して会議をしています。極

めて不自然な組織です。このような組織があってはならないと思いますけど、町長
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の所感を伺いたいと思います。難しいでしょうけど、簡単に。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 今御説明いただきましたが、もうメンバーの顔ぶれを見てもすごいメンバーだろ

うと思います。そういった方々が集まられて、会員相互の親睦そして、色んな政策

あたりの研究をされたということしか、私自身も把握しておりません。従いまし

て、外部のことでありますのでコメントは差し控えさせていただきます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 町長のそういう言葉ですが、私としては非常にこの組織には疑問を持っておりま

す。憲法の精神に反するのではないかというふうに思います。 

それでは、（小項目の）３番目、将来の市制施行を見据えてということに移って

いきます。箱田新町長は選挙運動期間、精力的に演説されて自分の政策を訴えてこ

られました。粕屋町の隅々までとはいきませんが、多くの地域や箇所を見られたと

思います。もちろん、柚須駅の混雑ぶりも見られたものと思います。粕屋町の将来

を見据えると市制への移行が目前にきています。私は常々、正規職員の増員を述べ

ているんですが、二人目の副町長を置かないということをこの前おっしゃったんで

すが、その予算を使って正規職員の採用をされてはどうかと思うんですが。そうい

う点も含めてですね、政策的には来年度の予算で出されますから、市制移行へ当面

ですね、どういう点を考えてあるのか。一、二点おっしゃってください。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 市制施行を見据えた政策でございますが、これは非常に幅広いものがあろうと思

います。教育、子育て、福祉、農業政策、商工業の振興、そしてそれをその政策を

実行するための財政基盤の安定。そして都市基盤の整備を行い、市制施行に備える

という大きな話はそういうことでございますが、当然これはもう職員が本当に全力

で当たるのは当然ですが、私はもうそれを牽引していくという構図でございます。

従いまして、これはマンパワーでございます。職員の過不足、それは当然この政策

を実行するに当たって調査し、事情聴取も行いながら職員の増員計画、あるいは弱

いところに重点的に職員を配置する等のですね、きめ細かな人事配置を行って、今

申し上げました政策を実行していくつもりでございます。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 分かりました。それでは（小項目の）４番目です。環境省が進めるプラスチック

の脱石油問題です。ちょっと未来社会を想定しながらの所信になります。８月５日

に神奈川県の海岸にシロナガスクジラの赤ちゃんが打ち上げられました。まだ母乳

しか飲まない時期だそうですけども、胃の中から折りたたまれた３センチメートル

四方の大きなプラスチック片がやっぱり見つかったそうです。誤って飲んだものと

思われます。またこういう記事もありました。ウミガメのプラスチック摂取に関し

てといって、オーストラリアのですね、科学者たちが研究発表をやっております。

何か遠洋のところに、プラスチックか何か固まってくるらしいですね、漂流の関係

で。そこにウミガメの赤ちゃんたちが、何かこう泳いで来るんでしょうね。結構プ

ラスチックの片を胃の中に入れているということがありました。環境省は2019年度

から脱石油の一環として、植物由来のバイオマスプラスチックや紙を生産する企業

を対象に、設備の補助制度を創設するそうです。来年度からですね。プラスチック

問題は世界的な課題だそうで、地球の温暖化を防止する点からも重要な取組になる

そうです。自治体の取組だけでは効果はさしたるものでしょうけども、地球の未来

を考えれば差し迫った課題になるんじゃないかというふうに思います。飲食業界で

はストローを紙製に切り替えていくことがしばしば報道されています。粕屋町とし

ても取り組めるものを研究しても良いんではないかと思います。さっき前任者の、

今日一番目に質問されました中野敏郎君も、大体似たような感じで未来社会につい

てちょっと話されました。そういう観点から、粕屋町でも何か取り組めるようなも

のがありはしないかということをお聞きしたいというふうに思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 海洋プラスチック問題につきましては、これはもう地球規模の環境の問題、そう

いう認識は当然私はございます。2010年の推計でございますけども、世界的には日

本が年間６万トン。これは世界で30位だそうです。ちなみに世界で１番はどこかと

いうと中国。これはですね、規模が違いますね。年間353万トン。そういったこと

ではありますけども、この問題は世界的にその海洋生態系への影響。そして船舶の

航行あたりにも非常に障害になると。そして、観光あたりにもですね、影響が及ぶ

ということを私も認識しております。では、粕屋町ではどうだろうかということに

つきましては、道路環境整備課長がお答えいたします。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 安松道路環境整備課長。 

◎道路環境整備課長（安松茂久君） 

 お答えいたします。この、環境省が進めている補助制度の関係ですけど、この具

体的な内容についてはまだ把握できていないのが現状でございます。それで、薄い

プラスチック製ストロー等は、海水で微妙なマイクロプラスチックに短時間で分解

されまして、海洋生物に与える深刻な影響が懸念されております。それで脱石油化

につきましては、海洋環境上配慮しなければならないと思っております。それでま

だ具体的な内容が分かりませんが、対象企業等があれば取り組んでまいりたいと考

えておりますので、補助制度の内容が具体化し、町として対応しなければいけない

ことがあれば取り組んでまいりたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 壮大な課題になっていくと思いますけども、もし、町で取り組めるようなのが、

随時出てきたら、よろしく計画を組んでいただきたいというものをお願いします。

 それでは、３番目のですね、ＪＲ福北ゆたか線に関する問題について進めていき

ます。最初に柚須駅駅舎の建設を進めてはどうかということです。柚須駅が誕生し

て約40年ぐらいになると思います。できた当時は田園の中の駅でしたけども、今は

工場やマンションが建ち並んで人口も車の往来もびっくりするほど増えました。粕

屋町発行の町政要覧資料編。これですね。これ、これ。黄色いやつ。これの４ペー

ジにＪＲ各駅別利用状況があります。平成28年度の利用者は、ＪＲ長者原駅が

7,400人。ＪＲ柚須駅が7,100人となっています。今年11月には、新たに60台収容の

駐輪場が完成の予定ですが、さらに自転車も増えて乗客も増えるでしょう。午前７

時半ごろから８時半ごろの博多駅方面行きのプラットホームは、150メーターあり

ますけど満杯で、事故が発生しないかいつも心配しています。私たちは月に１・２

度、柚須駅に立って宣伝活動をするんですが、立つ度にシルバーセンターの駐輪場

係の人たちと乗客が増えたな、自転車が増えたなぁと挨拶、それが挨拶になってお

ります。原町駅や長者原駅のように駅前広場や駅舎がないので、朝の駅はもうごち

ゃごちゃです。今は上りと下りの電車の到着時間を少しずらしているようで、降り

る人と乗る人の時間差ができて、改札口は魔のような状況がなくなりました。いつ

も改札口が広くなったらいいのに、いつも思っています。 

さて、鉄道建設運営事業の関係する法律によると、改札口から内側は鉄道会社が

建設し、外側は自治体が建設することになっているそうです。柚須駅は切符販売機
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まではＪＲ。待合室は粕屋町が建設したことになるでしょう。以前ですね、山本課

長が経営政策課長のときでしたが、コンパクトシティー構想を述べられました。今

回はそれよりもっと規模の小さいものですけども、その発想を生かして、柚須駅駅

舎の中には売店とか郵便局など。外側の周辺には病院とか、医院ですね、小さい診

療所みたいな。保育所とか高齢者の福祉施設、飲食店などを集中させる。もちろん

駅舎が中心になるんですけど。このような新たなまちづくりは考えられないでしょ

うか。土地区画整理事業っていうのは減歩制度があって、３割５割減歩するという

ことになると誰も乗ってきません。それはうまくいかないと思いますけど、何か一

工夫二工夫が必要でしょう。駅舎の建設について切に私たちは望むもんですが、箱

田町長の見解を伺いたいと思います。難題だと思いますけど。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 柚須駅のこれまでの設置からいろんな改良がありました。（昭和）63年に開設さ

れた後ですね、平成６年に駐輪場が完成しました。そして、ちょうど同じころでし

ょうか、柚須駅の周りにはいろんな企業いろんな会社がどんどん建ち並んでおりま

す。今じゃあもう皆さん御案内のとおりでございます。その間、駅舎の中のプラッ

トホーム、そしてバリアフリーの状態ではないということで、平成27年から28年に

かけての２か年事業でバリアフリー化、プラットフォームのワイド化等も行ってき

たところでございます。今議員が御指摘のとおり、当然、町が負担する金額は莫大

なものになります。ちなみに今申し上げましたバリアフリーだけでも、全体事業３

億円ぐらいです。そして、国とＪＲそして市町村で３分の１ずつというふうな財政

的な負担も生じております。柚須駅の周りも含めた全体開発。これもう相当です

ね、お金のかかる問題でございますので。ただ、将来的には検討を要することとは

思いますが、今、具体的にこうしたいというのはちょっと費用的な面もございます

ので控えますけども、必要性は私感じております。これはもう柚須駅だけではござ

いませんで、長者原駅も年間8,000。日間ですね、１日8,000人ぐらいの乗降客がご

ざいます。ただ柚須駅はですね、私も見て分かったんですけども乗降客と言います

けども乗客が多いんじゃないですね。降りられる方も非常に多い。前段申し上げま

した企業が多い、その証だろうと思います。そうなると企業さんのほうの発展と言

いますか、粕屋町における経済発展に寄与をしていただいてるということは認識を

しております。 

以上です。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 まぁ一町でなるわけでありませんけども、常に頭に入れて何かこういい計画を組

んでいただけるようにお願いします。 

それでは、ＪＲ福北ゆたか線の篠栗駅までの準急化についてです。今度２回目の

質問になると思います。この件に関しては、因前町長にも提案しましたが、いい考

えですと検討させてくださいということで終わっています。柚須駅に快速が停車す

ることで、利用者にとっては非常に安心感があります。まず、乗ったら必ず柚須駅

にとまる、便利になります。間違って長者原駅まで乗り越すことはもう個人の間違

い以外には起こらなくなりました。鹿児島本線では、福岡工業大学前までの準急が

あります。それから先は快速になっていくということになります。それから、朝夕

のラッシュ時はですね、大勢の学生たちがどっと乗り降りをします。それまではで

すね。さて、粕屋町にはどのようなメリットがあるのでしょうか。原町駅に準急が

とまれば原町駅の乗客は現在2,800人ということが、これで書かれています。どっ

と増えるでしょう。１日の乗客が3,800人以上になれば、エレベーターの設置もた

しか補助金がつくのかな、可能になります。障害者や高齢者の方々、ベビーカーを

押してのお母さんたちにも大変喜ばれると思います。また、周辺には住民も集まっ

てきます。箱田町長の公約の１番目、子育てしやすいまちづくりの子育て環境の整

備もまさに当たるのではないかというふうに思います。続きまして、門松駅に関し

て申したいと思います。門松は交通の要衝です。ここに、障害者特別支援学校を誘

致してはどうでしょうか。２万平米の農地は、農地のこと言うとちょっとまずい

な。２万平米の土地は南側にですね、丘陵地もあります。今、特別支援学校を宗像

市は福岡教育大学に誘致しようとしています。しかし、何か問題があって難航して

いるとまで言いませんけど問題があって、途中で今検討中だということを聞いてい

ます。問題点は福岡教育大学が国有地であること。二つ目は、敷地の裏側が土砂崩

れの危険地帯になっているということらしいです。解決にはまだ時間がかかるとい

う話を宗像の議員さんからちょっと聞いています。私は、門松駅に準急がとまるよ

うになると周辺が一変すると思います。また、粕屋町だけでなく、篠栗町や須恵町

の住民の方々にも非常に喜ばれるんではないかと思います。政治にはやっぱ他人が

考えもしない、ある意味では異端と思われるような考えで発想で、大胆にこともあ

っていいのではないかと思うんです。柚須駅に快速がとまるようになったのもです

ね、元の因清範町長は、そんなこと言うてもＪＲは停めんよと私に言われました。

しかしですね、けられて元々やからとにかく一度地元の要求だと言って、言ってく
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れと頼みました。そしたらできたんです。何でもやってみないと分からない。篠栗

駅までの準急化を提案してみてはどうでしょうか。箱田町長。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 準急化の問題につきましてはですね、今現在進行形でしております。詳細につき

まして担当課長のほうからご報告申し上げます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君） 

 現在、福北ゆたか線につきましては、１日の運行本数が約160本ございます。そ

のうち快速列車につきましては、約３割の50本程度の運行となっております。快速

の停車要件は、ＪＲにおいても乗降客数や路線の運行時間帯などいろいろな要件

で、博多・黒崎間で一番良い路線体系を総合的に検討し決められているものと思わ

れます。粕屋町のＪＲ駅は、議員先ほどおっしゃいましたとおり、年々乗降客数が

増加傾向で推移しております。また、今後も駅周辺の住宅需要が見込まれ、利用者

数も増加すると推定もいたしてるところでございます。ＪＲ福北ゆたか線の篠栗駅

までの準急行化につきましては、路線を総合的に検討され、博多・黒崎間で一番良

い体系を決められておりますので難しいというふうには推測されますが、各市町村

から交通事業者に対し要望事項を取りまとめております、福岡県地域交通体系整備

促進協議会へ原町駅、門松駅への快速列車の停車をＪＲへ要望事項として上げてい

ただくよう、現在８月に提出をさせていただいております。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 もしとまるとすればですね、地域の発展に非常に貢献すると思います。住民も増

えてくると思いますし、なんですか、市制への移行もですね、早く進むのじゃない

かというふうに思います。それでは次に移ります。３番目は柚須駅周辺の交通体系

です。交通体系といっても、そんな大きな問題じゃちょっとありません。一つは、

これは私の無料法律相談に来られた方から問題が発生してきたんです。今でもこん

なことがあるのかと言ってびっくり仰天してしまいましたけども。柚須駅の南側の

道路が西に向かって福岡市の東区のほうへ伸びています。大体お分かりになられる

と思います。周りには大型のマンションとか大型運送会社が幾つもあり、この道路



－ 127 － 

の粕屋町と福岡市の境界からですね、福岡市側、もう簡単に言えば二又瀬川という

ふうに言っていいと思いますが、約110メートルほどが幅が大体６メートルから７

メートルあるんですかね。それが５名の人の私有地だった。これが道路として使わ

れていて、ずっと使われていた。この所有者たちもそれが自分の土地とは知らなか

ったということだったんです。この私有地が売却することになれば、この道は行き

どまりの道になり人も車も柚須駅のほうにだけ来るようになります。今でも混雑し

てる道ですけども。朝夕はもういっぱいになるんじゃないかと思うんですけども。

一朝一夕でどうすれということにならないと思いますけども、何か都市整備課長さ

んなんか、検討すべきようなことがあったら答弁お願いしたいのですが。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君） 

 質問にございますあの道路は、柚須駅から西側に延びる町道筒口中溝線の先にあ

ります、福岡市二又瀬地区の道路部分のことだと思います。柚須駅から福岡市境ま

での道路につきましては、粕屋町で道路認定を行い、町のほうで管理を行っており

ます。質問の福岡市二又瀬地区の道路部分につきましては、まずあの道路の状況な

どをですね、詳しく調査したいと考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 担当じゃなくて、相談に来られた方も再度私のほうにもまた法律相談に臨まれて

おりますから、弁護士さんとまた話すのですけど。こういった道路があったことだ

けでもですね、もう本当にびっくりした次第です。柚須駅周辺は交通体系そのもの

も含めて、まちづくりの計画がですね、進まないともうどうにもならない状況が今

からも発生してくんじゃないかと思います。 

それでは、最後の質問に移ります。４番目に、子ども・青少年の支援問題につい

て話を進めていきます。一つは、医療費の中学生までの完全無料化はどうかという

ことです。糟屋地区では３年ほど前ですかね、小学生までは通院費入院費の助成、

中学生までは入院費の助成があります。現在実施している。助成制度の内容につい

て御説明願えばいいと思います。確認のために窓口負担があるかどうかについても

述べてください。担当の課長さんお願いします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 渋田総合窓口課長。 
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◎総合窓口課長（渋田香奈子君） 

 川口議員さんの質問にお答えいたします。先ほど議員さんおっしゃいましたよう

に、平成28年の10月に県の制度改正とあわせまして、通院については小学生まで入

院については中学生まで助成の拡大を行って、こども医療費の助成を実施しており

ますが、窓口負担の全てが無償というわけでは今ありません。具体的に申します

と、通院の場合は３歳未満児の方は完全に無料ですが、３歳から小学校就学前まで

の方は一医療機関につき月に800円まで小学生の方は月に1,200円までの自己負担を

していただいてます。それを除いた分が助成の対象となっております。入院の場合

も、３歳未満児の方は全額無料ですが、３歳以上中学生までの方は入院一日500円

の七日までを自己負担していただきまして、それを除いた分が助成の対象となって

おります。薬局についての自己負担はありません。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

昨年の10月８日付けで西日本新聞が発表したんですが、九州では2016年は中学生や

高校生まで広げて入院費を助成する市町村が全体の８割の178市町村となったと言

っています。全国では、えっとですね、９割ですね。全国では全市区町村の９割に

達しております。九州は８割だから１割入院費通院費とも高校生まで助成している

のは、68市町村ですと報道しています。また、今年１月16日の西日本新聞の一面の

トップ記事ではですね、次のように報道しています。給食、こども医療無償へ。豊

後高田定住増を狙うという見出しがあります。大分県の豊後高田市は、新年度、

2019年度から小中学校の給食費と高校生までの医療費をセットで無償化するそうで

す。豊後高田市では、子育て世代を呼び込む先行投資と位置づけており、市の給食

費を含めた負担増は年間約9,300万円になる見込みだそうです。財源はふるさと納

税の増収分を充てることにしているそうです。何かこう豊後高田市っていうのは、

確か私が区長の時だったですかね、視察に行ったのをちょっと覚えてますけど。な

んか、何か田舎村。何かこういろいろ観光のね、それが盛んなところなんですよ

ね。だからふるさと納税はどんどん入ってくるんだというふうに思います。 

ちまたではですね、現在こども医療費助成を行えば国の医療費増を招くという説

が、これは一般的にあります。しかし、どうもそうではないという調査結果が出ま

した。慶應大学の大学院の後藤励という准教授さん。彼は医療経済学が専門です。

それと京都大学大学院の加藤弘陸さんによって、海外誌に発表されて、これが話題

になっている。ちょっと私もインターネットでこう見たんですけど、横文字で英語
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でですね、ちょっと分からない。どれがどれか分かりませんでしたけど。この記事

は、2017年９月16日付ですが、小さな記事です。こういう小さな記事だったんです

が、どこやったかいな。2012年から13年度に入院した６歳から18歳の延べ36万

6,566人。自治体数でいえば1,390市区町村のデータをもとにして医療費助成の拡大

を数値にして、この辺がちょっと分からないんですけど、表示しているそうです。

市区町村を低所得地域と高所得地域に分けて、低所得地域では外来通院費の助成対

象年齢を12歳から15歳に引き上げた場合、入院する子どもが５％減る結果を上げた

そうです。５％。これは重要な示唆ではないかと思います。５％の効果があるって

いうことは十分な効果があるというふうに認識されるものと思います。箱田町長も

我が党と政策協定でこども医療費の無料化を広げていくというふうに掲げられてい

ます。こども医療費助成の拡大で、全体の医療費の額を減らすことができれば、願

ってもないことだというふうに思います。どうでしょうか箱田町長、ちょっと研究

されてはどうでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 今おっしゃいました後藤励先生の考察の結果、私も把握はしております。まだま

だ一部ですね、懐疑的なものもございます。全体的なことについては今おっしゃっ

たように、全体的な医療費の低下につながるというふうな結論がございますけど

も、一部相殺ぐらいでとどまるかもしれない。ちょっとそれはまだ今後の検証課題

だろうと思っております。安心して子育てができるまちづくり、これも私は一つの

目標として掲げております。そういった中での医療、本当に安心して受けられるそ

ういった制度は必要でございますけども、助成の金額、これはもう増大した場合、

将来的にわたりですね、非常な財政負担となる。こういう観点は当然ございます。

従いまして慎重な検討が必要と思います。医療費の助成の拡大につきましては、そ

の他、糟屋郡内他町との調整もこれは医師会ある関係で必要でございます。今後の

検討課題とさせていただきたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 この研究論文については私もまだ具体的に読んでいませんし、内容については把

握、十分把握してるわけではありません。しかし、こういう結果が出たっていうこ

とは、何らかのね、将来に向けての考えが出てくるんじゃないかというふうに思い

ます。総じて糟屋地域というのは、所得的には低所得地域に多分属するんじゃない
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かというふうに思うんですけども。粕屋町はどうか知らんですよ。粕屋町は高所得

になるかもしれませんけど。そういうことを考察していくことも大事だというふう

に思います。最後に、来年10月実施予定の幼児教育、保育無料化の準備状況につい

てお伺いします。政府は来年10月から消費税を８％から10％に上げる資金を使用し

て、幼児教育と保育無償化を打ち出しています。ただ、８％から10％に上げられる

かどうかっていうのはちょっとね、経済の状況があって、今どうなるか未定だとい

うことですけども。子ども未来課の担当の方にですね、どういうふうになるのか。

例えば、どういうふうになっていくのかっていうことをちょっと説明をお願いした

いと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 稲永主幹。 

◎子ども未来課主幹（稲永美穂君） 

 平成31年10月より実施予定となっております、幼児教育・保育所の無償化につき

まして、それに係る事務処理要領などの、厚生労働省等からの通知はこれまでのと

ころはあっておりません。今後詳細な内容につきましては、随時通知があることと

思われますので、粕屋町におきましても情報収集に努めまして、保育所や幼稚園を

利用する保護者やこれから利用しようとされる方々への周知を行うとともに、年度

途中の制度改正が、利用者の方々への御負担なく移行できるように進めてまいりた

いと考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 まだ詳細についての説明も来てないということですので、準備が国的に遅れてい

るということは言われると思います。８月15日にですね、これは西日本新聞が各

81の自治体から回答を得ているんですけど、どちらかと言えば賛成というのは35市

区で43％、それから全面的に反対、どちらかといえば反対が10％、８市で10％。全

面的に賛成が１市、これは大阪市で１％。どちらとも言えないというのが37市あっ

て、46％ということで、賛成と回答してるのは自治体44％で過半数には達してない

ということで。どっこもどこの地域も、この状態だと準備が遅れているというふう

に思います。63の自治体は無償により保育施設への入所希望が増えるというふうに

予想しています。これは78％ですね、81の。それから49の自治体が待機児童が増え

るというふうに予想しています。これは60％。担当課にしてもなかなかこう判断が

難しいと思うんですけど、どうでしょうか。入所希望が増えたり待機児童が増えた

りすることになっていくんでしょうか。このことを実施することによって、描けま
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すか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 稲永子ども未来課主幹。 

◎子ども未来課主幹（稲永美穂君） 

 無償化というので、やはり報道されたことによって保護者の方でもですね、無償

化になれば保育所に預けて働きたいと思われる方は少なからずいるようで、窓口の

ほうでもそういったお話は出てきておりますので、今後それに基づく申し込みの増

大や待機児童の増加なども懸念されるのではないかと考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 川口晃議員。 

◎９番（川口 晃君） 

 来年実施すれば、ただでも粕屋町は待機児童が多いし、子どもさんたちも多いの

で、非常に考慮を要することになるんじゃないかと思います。準備を怠りなくやっ

てもらいたいというふうに思います。 

ちょっと早いですけども、以上で私の質問終わります。御苦労さんでした。 

（９番 川口晃君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 暫時休憩いたします。 

（休憩 午後１時44分） 

（再開 午後２時00分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 再開いたします。 

議席番号13番、久我純治議員。 

（13番 久我純治君 登壇） 

◎１３番（久我純治君） 

 議席番号13番、久我純治。通告書に従いまして質問します。 

２問いたします。１問目落橋した水鳥橋の再建について。３月議会で落橋した水

鳥橋再建の橋の設計料が4,400万と高額のため、議会で反対する人が多く、設計料

のみの修正案を出してその他を可決しました。再建自体に反対するわけでなく、橋

の再建には私は賛成しております。ほかに何か方法があるのではないかという質問

です。誰もが知っての通り駕与丁公園は粕屋町の一番の顔であります。その水鳥橋

が落橋して約５年目に入ったと思います。誰もが再建を待ち望んでいると思いま

す。原因は設計ミスと施工ミス。その上、役所の写真も少なかったのとのことで

す。この当時、行政側に専門家の人がいなかった。いたらだと思います。行政の言
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う安心で安全な設計施工だったのでしょうか。たった16年で落橋してしまいまし

た。当時は吊り橋がたった16年で落橋したことで、国やいろんなところから視察に

来ておられたと思います。賠償責任も10年が過ぎ、どこにも言うことができません

でした。これがもし当時の行政にちゃんとした設計図を見れる人、また施工の分か

る人がいたらこんな事故は起きてないはずです。今も同じだと思います。いくら高

額の設計料、また図面も安価な図面でも同じだと思います。県や国と設計の設定の

ようなことを言われますが、ここは粕屋町です。まねする必要はないと思います。

私はよく自分の家だったらと、自分自身のことだったらと言いますが、安くていい

ものを得るためには、いろいろと注文をつけたりいろんな方法を考えます。工夫で

す。今まで行政もしていたかもしれませんが、結果が出ています。設計者、施工の

言いなりのように思います。入札もしかり。一般公募とか、性能発注方式とか、ま

た公募する前に条件をつけてもいいと思います。これは余談ですが、四、五年前あ

る国立病院の事務長さんと話したことがあります。事務長いわく、なぜ国立じゃ公

共のものが赤字になるかという話でした。まず、人件費が高い。次に、事務用品等

の話をされました。バケツ一つを例にとって言われました。そこの近所の200円か

300円でするものが、伝票が増えるたんびに値段が上がっていき、結局は700円、

800円になるそうです。しかし、これは自分のでないから誰一人文句言う人はいな

いそうです。これぞ言葉悪いのですが、親方日の丸というのではないでしょうか。

いろいろと言いましたが、行政はやはり県や国のいうような設計施工をやっていく

のでしょうか。ちょっとお尋ねします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 以前の３月議会での経緯につきましても、私も理解をしております。委託料につ

いての予算が承認いただけず、現在はですね、新たな方法を今検討をしておりま

す。詳細につきましては後ほど担当課長のほうが申し上げますけども、私自身安価

で安全で、そして耐久性がある橋梁をつくる必要があろうと思っております。その

ためには専門家の意見、これ当然ですけどもアドバイザリー。第三者のですね、ア

ドバイスを受けるようなやり方も必要だろうと思っております。詳細につきまして

は、課長のほうがお答えします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君） 

 水鳥橋の再建方法について、他に何か方法があるのではないかという御質問につ
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いてですが、橋梁の工事では設計と施工を分離して発注することが一般的によく行

われております。先日、案浦議員さんのほうより一般質問でされました、性能発注

方式。いわゆる設計と施行の一括発注方式も工事の発注の方法の一つだというふう

に考えられます。この性能発注方式につきましては、国の大きなトンネル工事など

で行われたこともございまして、いわゆる施工者の固有技術を活用した設計が可能

となり、施工者が得意とする技術の活用により、よりよい品質が確保される技術の

導入が促進される反面、設計と施工を分離して発注した場合と比べて施工者側に偏

った設計となりやすく、設計者並びに発注者のチェック機能が働きにくいという状

況の可能性もございます。このようなところでどのような方法が水鳥橋の復旧に際

して良いか。この設計施工、いわゆる事業者側からの公募みたいな一括発注方式も

含めながらですね、予算も考えながら検討を進めていきたいと考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 今、この性能発注式方式ですかね。あれ不利なこと言われたけど、結局現場を見

る人がおらんからやないんですか。要するに現場へついとってですね、ある程度。

専門家がおってですよ。この前のこの結局、前のこの水鳥橋が落橋したときも設計

図も見てない、設計ミスですよね。その次の施工もミスですよね。だから高額な金

かけても落ちたんでしょ。要するに監督をしてなかったとやないんですか。違いま

す。課長で結構ですよ。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君） 

 確かに前の水鳥橋につきましては、非常に落橋に関しての委員会報告でも、設計

上等の配慮ミス並びに施工上の配慮ミスということで、御指摘をいただいたところ

でございます。確かに監督、職員ですかね、の技術力っていうのも非常に現場を管

理する上では、必要になってくるところだと考えますし、今後そういう技術者の育

成というのも必要になってくるというふうに考えておるところです。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 だからやはりですね、粕屋町の中に行政の中に、いろんなところの専門分野って

ないですよね。だからそれが一番ネックやないんですかね。これだけいろんなもん

建物建てたり何たりしようけど、結局、知らない。ただ図面を見て、それで納得し



－ 134 － 

てあると思うんですよね。今までも。たまたまこの水鳥橋がこげんなったかもしれ

んけど、もう少しこれを分かっておれば、こんな事件起こらなかったと思うんです

よ。だから今後はですね、いろんな方法を考えてですよ。県とか国とかいうような

基準はあると思いますけど、粕屋町は独自にやっていいんじゃないかと思うんです

が、町長どうですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 こういった工事はいろいろございます。特に橋梁につきましては非常に特殊な専

門的な工事でございます。やはりその工事、工事の前の設計ですね、設計書をです

ね、やはり品質あるいは安全面で総合的に診断、判断できるようなところに委託す

るのも非常に有効な手段だと思っております。なかなかですね、工事の工種がいろ

いろあって、例えば職員が１人でオールマイティーに全ての工事を把握したり、そ

ういった知識を持ってるわけではございません。それぞれの分野において必要なと

きには外に出してみてもらう、あるいはまたアドバイスをいただくというのも必要

であろうと思っております。ちょっと詳細につきましては、私よりも副町長のほう

がよく知っておりますので答えさせます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 水鳥橋だけでなくですね、技術的なものはですね、やっぱり粕屋独自というのは

ですね、ちょっと無理だと思うんですよね。前にもお話したことあると思うんです

けど、篠栗にですね、県のほうからの建設技術センター。そこにですね、橋梁とか

ですね、あと道路関係でも設計委託して、そこが管理してくれるところなんです

よ。だからうちのほうもそこを利用すれば一番いいと思うんですけど。今、議員さ

んがおっしゃられるようにですね、安価でやれるならその施工者、先ほど申しまし

た民間技術のほうを利用してするという方法もあるかと思います。だから課長は、

都市計画課長が申しましたようにいろんな方法をですね、ちょっと検討して考えて

いきたいというふうに考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 ぜひいろんな方法を考えてですね、安価で安心な橋をつくってください。みんな

期待しております、待っておりますので。 
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そしたら２問目に移ります。特別職を含む公務員の退職について。これはあくま

でも私、確認の意味で質問しますのでよろしくお願いします。昨年７月に就任され

て、今年２月退任された元副町長。今年８月10日付で退職された前町長。それに急

に退職された子ども未来課の課長。一身上の都合という文言の退職届だと聞いてお

ります。しかし、なぜ不自然な退職がされたんでしょう。３人が３人とも。普通な

らばあってはならないような退職劇と思います。町の人たちは、私を支えてくれた

人たちからも今度の選挙のときにですね、特に何でこんな選挙なったとっていう話

が多かったんですよ。いろいろ説明するけど、あんまり信用してくれないんです

ね。私たち言うこと。だから、今から言うようなことが実際があったかどうかを私

は事実を知りたいだけですから。この問いについては、総務課長から答えることが

できないでしょうけど、これは本人しか分からないことだと思います。分かってお

りますけど、できる範囲で答えてください。お願いします。元副町長は命にかかわ

るような病気だといって、退任の挨拶もなく、２月１日付で辞められました。しか

し、最後の議会の控室での話し方を聞いていると、あんな大きな声で長時間喋った

のに、どこが病気だったのかと思うくらいの態度でした。その上、自分自身がやっ

てきた職務の内容が誰も知らず、給食センターの件ではさっきも出ておりました

が、自分一人でやったようなことを言われました。その記録もなく、何のために副

町長で粕屋町に就任されたとか分からず、これは普通の会社や、ただ６か月余りの

在任だったら、このような辞め方をすると退職金はおろか101万という退職金も出

てなかったと思います。これも特別職だからだったのでしょうか。前因町長も病気

だということは分かっていますが、自分自身が思うような任務がこなせなかった上

の６月議会の質問では、職務代理者をという質問に対して、置かないつもりだった

とか言われました。議会からの要請でようやく置かれましたが、これも特別職の特

権だからでしょうか。私は、町長は粕屋町４万7,000余りの首長であり、何をして

もいいのではなく、自分自身のことよりも町民優先で考えなければいけないと思っ

ております。もし自分の体、また健康に不安があるなら、早く職務代理者を置くの

が普通ではないかと思います。６月の議会答弁では、本人が記憶はなかったような

ことを述べられたし、質問と答弁がかみ合ってなかったのも事実です。こんなこと

があった上に、退職時は議会の８月10日の全協の前に町長は役場に来ておられまし

たが、最後の挨拶があるのかと思っておりましたが、何もなく退庁されたとのこと

でした。後で話聞くと、役場内でも同じようなことをされたそうです。また、子ど

も未来課の課長も退職する前に、私たち実は厚生常任委員会のとこに来て、今問題

なってる保育所問題について触れました。プレハブをリースして、保育所を建て替

えるような話をされました。そしてその場で、８月20日の厚生常任委員会までにそ
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の話を進めていくようなことも言われましたが、その後、突然退職されて何も分か

りません。町長選に立候補するというようなこと話でしたが、この保育所の件につ

いては、行政のほうは何の申し送りもなく、２人のみが知っている案件になってい

ます。このようなことがあっていいのでしょうか。私が言いたいのは、３人の退職

の仕方。こんなでしたと町民に、また私を支援してくれている人たちに言いたいの

です。現実はこうでしたということを。総務課長、私が言ったことに何か間違いあ

りますか。何かじゃない。よかったら答えてください。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 間違いがありますかという御質問でしたので、１点だけ。副町長の退職日２月１

日と言われましたけど１月21日でございます。それ以外は間違いと言えるところは

なかったかなというふうに思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 公務員も特別職もですけど、大体普通退職するときの状況はどんなふうですか

ね。ちょっと初めてなんで私も分からん。ちょっと教えてください。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺課長。総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 まず特別職のうちですね、町長と副町長につきましては地方自治法に定めがござ

いまして、町長は退職をしようとする20日前までに議長に申し出ると。議会のほう

の同意を得た場合はその20日の期日以前に退職ができるという、ような定めになっ

ております。ですので、７月20日付で辞表出されまして、８月10日で退職という形

で20日をとられてるという格好でございます。副町長につきましては首長ですね、

団体の長のほうにやはり20日前までに辞職を申し出になると。団体の長の承認が得

られればその20日の期日以前に退職できるということですので、今回の場合は１月

21日付で出されまして、同じ１月21日退職という形になっております。課長につき

ましてはですね、法律あるいは条例等について特別、いつまでに辞職を申し出なけ

ればならないとかいう制限がございませんので、今回のように突然辞表を出されて

も、問題としてはないと。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 
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◎１３番（久我純治君） 

 因町長は就任された当時ですね、私にすぐ言われたことが、行政は継続ですって

いうことをよく言われました。これでちょっと行政に聞きたいんですが、因清範町

長のときからの継続って何か町長されたことありますかね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ん。 

◎１３番（久我純治君） 

 継続と言われたから、何か継続で何かやられたことありますかって、ちょっとお

聞きしたいんですが。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 継続事業。引継ぎを行って、継続して事業を行ったものがありますかっていうこ

とでいいですね。どなたに。 

◎１３番（久我純治君） 

 当時は、副町長しかおらっしゃれんやった。副町長、よかったら答えてくださ

い。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 分かる範囲で。吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 因清範町長から因辰美町長への引き続きですかね。いや、ちょっと特別覚えがな

いんですけれど。特に工事で、工事自体はですね、事業とかはですね。繰り越しで

あれば継続でありますけど、ほとんど単年度で終わっていってますんで、特別この

事業を続けてとか、ほかの事業でもなかったように思いますけど。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 私は、当然そのときにはいませんでしたので、私が知る限り一点だけございま

す。こども館の開館です。こども館の建設をずっとしておりまして、因辰美町長の

ときに開館をされたという記憶がございます。ですからそれは継続的なもの。やめ

たということじゃなくてですね、建設を最後までされてかすやこども館の開館、開

設まで行われたと。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 あれ自身は因辰美町長も反対されてましたよね、最初、ずっと。それはいいんで
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すけど。ただですね、行政は継続と言われるなら、今度の辞め方自体じゃなくて、

今まではどんなふうの引継ぎですかね。やり方をやってあったんですかね、執行部

では。要するに部長やら退任されましたよね。そんときに引継ぎとか、いろんな方

法があると思うんですが。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 部長の退任のとき、課長級とかが異動した時でもそうですけれども、それぞれ自

分のところの所管でですね、やっている事業、課題として抱えてる事業っていった

ものを引継書というものをつくりまして、双方で見ると。形で説明をして伝えると

いうものを… 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 内部統制ってずっと出てますよね。だから今度内部統制を自分で破られたと思う

んですよね。前町長たちは。だから今後はですね、やはりそこをしっかり、やはり

町長変わられたし、町長はずっと長い間役場おられたからですね。もう、常識では

こんなことないと思うんですよ。今度は特別だと思いますけど。ぜひですね、やは

り内部調整、それから引継ぎ。いろんなことを共有化してですね、やはり単独でや

るからこんなふうになるんじゃないかと思うんですよね。町長どうですかね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 行政だけではなくてですね、組織はもうこの内部統制が非常に必要です。情報を

共有して、それを戦力に変えて皆が同じ方向向いてその仕事をやっていく。これは

もう、コーポレートガバナンスとよく言いますけれども、組織の力でございます。

当然私も肝に銘じながら、今後の行政を進めてまいりたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 私ももう10何年議員やっておりますけども、いろいろですね聞く、と私たちも悪

いこと多いんですけどね。やはりお互いが両輪のごとくって言いますけど、やは

り、分からんとこお互いに教え合ってですね、やっぱ進めていかなと思うんです

よ。だからその点はですね、やはりこう何か知らんけど、時々壁があるんですよ
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ね。誰がつくったか私よう分からんけど。だからそこをですね、やはり両輪のごと

くでいうなら、抜けていってうまくお互い利用しながらですね、やっぱ粕屋町のた

めに働かないかんと思うんですが。町長どうなふうですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 御指摘のとおりでございます。もう議会と私ども行政はもう両輪の輪でございま

す。同じ方向を向いていただけるように、私も誠実に丁寧に説明しながら御理解を

賜り、議会のほう側でもそれは慎重に協議をされて、私のほうに私どものほうに承

諾をいただけたら幸いでございます。一緒に頑張ってまいりたいという気持ちは変

わりございません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 水鳥橋もそうやったけどですね、いろんな人の力を借りてですよ、やっぱやって

いけばですね、うまくできると思うんですよ。いろんなことやるためには、やっぱ

いろんな方法があると思うんですよね。今度は水鳥橋をそんなふうでやるって言わ

れたから安心しましたけど、やはり今後はですね、やっぱ自分ができんことは人に

頼まないかんし、お願いせないかんこともあろうし、勉強せないかんこともあるか

もしれませんけど。とにかくですね、行政も議会もそうですけど、とにかくお互い

切磋琢磨でですね、頑張っていかないかんと思うんですよ。そしてやはり役場のほ

うも、私もちょっと悪いけど、行政のほうもですね、議会に言いたいことを言って

ほしいんですよ。私はいっつも言うけど。何でもはいはい言うて聞く必要ないと思

うんですよね。やはり、そこはお互いのことですから、この場で言ってもおかしい

んですけど。やはり行政も言いたいことあると思うんですよ。お互いに言うてです

ね、そこをそのために壁を無くしたいというのが私の持論なんですけど。どうなふ

うですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我議員。質問の流れがありますんでね。質問趣旨に沿って、分かりやすく質問

してください。 

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 私も長年の公務員生活を経験しています。なかなかそれは言えません。もう正直

言ってですね。ただ、一つの政策・施策をですね、実行するためには、職員自らが
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町長になって自分の考えたこと、意見をですね、やはり外に出すと。この勇気は必

要だろうと思います。それが例え議会の議員の皆さんであってもそうだろうという

精神は、私も職員教育の中でそれは訴えていき、職員教育をいたしたいと思ってお

ります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 私もそうですけど、やはりですね、人間っちゅうのは、時には役職を権利と思う

人おりますよね。だから、それをやっぱり役職と思ってやってほしいんです。お互

いが。だからもう少し私たちも考えないかんこと多いと思いますし、またお互いこ

れから先ですね、粕屋町のために頑張っていきたいと思います。水鳥橋のことをさ

っき言ったように、とにかくよろしくお願いしますし、退職とか申し送り事項はで

すね、やはりちゃんとやっていってほしいし、そうせんと会議は進まないこと多い

んですよね、結局。だからやっぱりお互い共有するようなことで進めたい。私たち

の対応ですよね。だからぜひお願いしたいんですが。ちょっといいですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 十分ですね、その辺は総合的に判断しながら、前へ進めたいと思っております。

ありがとうございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 短時間でございますが私の・・ 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ちょっと待ってください。まだ質問されてないことがありますので・・・ 

◎１３番（久我純治君） 

 すみません。すみません。ごめん。ごめん。ごめん。あと２問ありますけど。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 通告に従って質問してください。 

◎１３番（久我純治君） 

 あの、前に進みますけど。すみません。町長の昨年入院されてから今年退職され

た８月10日までの勤務日数は、よかったら教えてください。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 町長が２月ごろに入院をされておりまして、２月の１日の日から復帰をするとい

うことで登庁してこられております。リハビリ等しながら、職務を行うというふう

に意思表示をされておりましたので、一応２月１日を起算日としまして退職日であ

る８月10日まで、この期間のうちですね。職務代理を立てておられました期間を除

きました日数、土日祝日含めて、156日ございます。この間当然リハビリ等で、例

えば半日勤務であったりとかいうこともございましたし、逆に土日行事等で出てこ

られていることもございました。特別職でございましてそこらあたり、休暇ですと

か勤務時間という管理がされておりませんので、勤務日数としましてはこの156日

という日数しか把握ができません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 特別職だからっていう返答は分かっておりましたが、ただやっぱり特別職は難し

いんでしょうけど。やはり自分が手挙げて町長になったんですからね、そこは頑張

って欲しかったんですが。 

その３番目の退職金の額は、大体いくらぐらいなるんですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 退職手当組合から支給を町長の前町長のほうにされました金額でございますけど

も、所得税等の控除される金額まで全部含みまして、約1,170万円ほどで。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 分かりました。皆さんそんなふうに伝えておきます。支持者に対してですよ。 

これで私の質問を終わります。どうもありがとうございました。 

（13番 久我純治君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 これにて予定いたしておりました。本日の一般質問を終結いたします。お越しい

ただいております。傍聴者の皆さまにお知らせいたします。議会運営委員会におけ

る協議結果によりまして、本日は４名をもって終了いたします。よって、あす19日
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水曜日に２名の一般質問を実施いたします。時間の都合がつきますれば、明日も引

き続きお越しいただきますよう御案内申し上げます。 

以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午後２時31分） 
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 教  育  長  西 村 久 朝    総 務 課 長  堺   哲 弘 
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（開会 午前９時30分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 改めておはようございます。昨日のアメリカの中国に対する新たな関税引き上げ

に対して、中国が新たに米国の輸入品に対して関税を引き上げることを表明いたし

ました。そうしたアメリカの対応に最後までつき合うと中国は言い切りました。今

回の米中の貿易摩擦による関税引き上げは、応酬合戦の様相を呈しております。日

常品にまで及ぶ今回の関税引き上げは、庶民の生活に大きく影響されることが、言

われております。トップ同士の政治戦略によって国民の生活をないがしろにし、言

葉では国民のためと言いながら国民不在の国同士の争いは戦争に匹敵するものだと

言わざるを得ません。一般質問は、町民の福祉の向上を念頭に、政策に対してあら

ゆる面から質問をし、それを正していくものだと思います。得てして一人よがり的

な質問になる場合もありますが、町民を置き去りにした質問は厳に慎まなければな

りません。 

執行部の子ども未来課長席は現在空席でありますので、代理として稲永美穂子ど

も未来課主幹が出席されておりますので、御報告いたしておきます。 

ただいまの出席議員数は16名全員であります。定足数に達しておりますので、た

だいまから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

本定例会に提出されました諮問第２号。人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについてを、お手元に配付のとおり撤回したいと、９月14日の本会議終了後に

箱田彰町長から申し出があっております。 

一般質問の前に、議案等の撤回の件を日程に追加し、追加日程第１として日程の

順序を変更し、直ちに議題にしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

異議なしと認めます。議案等の撤回の件を日程に追加し、追加日程第１として日

程の順序を変更し、直ちに議題とすることに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

追加日程第１、議案等の撤回の件を議題といたします。 

町長から諮問第２号撤回の理由の説明を求めます。 

箱田町長。 

（町長 箱田 彰君 登壇） 
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◎町長（箱田 彰君） 

 諮問第２号により、山野芳朗氏を人権擁護委員として推薦したいので意見を求め

るということにしておりましたが、氏は、去る９月５日ごろ、身体の不調を覚えら

れ病院を受診した結果、健康上の問題が発覚したとのことで、９月14日の日に辞意

を申し出られました。御本人の御意思を汲むとともに健康の回復を優先するため、

諮問第２号を撤回させていただくものでございます。どうか御理解を賜りますよ

う、よろしくお願いいたします。 

（町長 箱田 彰君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 お諮りいたします。 

ただいま議題となっております議案等の撤回の件を許可することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

異議なしと認めます。議案等の撤回の件を許可することに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ただいまから一般質問を行います。 

発言に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、さらに文書通告の趣旨にのっ

とり簡単明瞭に、答弁者の発言に関しましては、質問にそれることなく的確にしか

も簡潔にされますことを、議事進行上強くお願いする次第であります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう声に出して意思表

示されますよう、あわせてお願いいたします。 

それでは、通告順に質問を許します。 

議席番号10番、田川正治議員。 

（10番 田川正治君 登壇） 

◎１０番（田川正治君） 

 おはようございます。議席番号10番、日本共産党田川正治です。通告書に基づき

まして質問いたします。 

まず最初に、因町長の前町長の突然の辞職により、全国的にも例のない９月定例

議会最中の町長選挙になりました。今回の町長選挙の最大の焦点。私は、公立保育

所の整備。つまり町立保育所の存続か民営化が問われた選挙だったと思います。町

長選挙の選挙公約、二人の候補者が一番目に掲げられたのが、子育てしやすいま

ち。そして、待機児童解消と町立保育所の是非が問われた内容を含む町長選挙であ
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ったと思います。これは、町立保育所の存続を願う保護者有志の方々の両候補に対

してのアンケートにも、このように述べられております。箱田候補は、町立保育所

は現状のまま３園を存続、署名と議会での採択の結果は民意として受けとめるとの

回答でした。町立保育所の存続の立場は明確でした。杉野候補は、町立保育所の存

続を求める請願に対して、因前町長の署名していない人が、８割存在するという考

えはそのとおりだと回答しており、因前町長と同じ町立保育所を民営化するという

考えでした。今回の選挙結果から見て、この二人の候補者が、民意をどのようにこ

の選挙結果からとらえるのか、という問題があります。これは町立保育所を存続し

てほしい。このような町民の意思が反映した得票結果になったことは明らかである

と考えます。 

そこで、箱田町長の選挙公約と所信表明に関して、町長の見解を以下５項目にお

いて質問をいたします。質問に対する回答は、箱田町長だけでなく、担当所管の答

弁も求めますのでよろしくお願いします。 

まず最初は、老朽化した町立保育所の継続と建て替えの政策について。前町長は

9,000名の署名、町議会の請願採択拒否して、民営化ありきでした。箱田町長の町

立保育所に対する施策の方針、見解について答弁を求めます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 今回の一般質問で他の議員さんにもお答えはしておりますが、繰り返しになろう

かと思いますが、申し述べさせていただきます。まず町立保育所、これは非常に老

朽化しております。その建て替えは可能な限り早く行う必要があろうと考えており

ます。しかしながら、民営化には反対の御意見も、これは非常に今議員が御指摘の

とおりでございます。一方町立のままの建て替えについては、財源的な負担が非常

に大きいということもございますので、今後、建て替えに関しての財政的な財源を

研究しながら、早急に検討してまいりたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

今、町長は述べられた件は所信表明でも述べられ、選挙の政策公約のときにも述

べられていた内容であります。町民もこのことは今回ですね、選挙の一つの選択肢

としてとらえて判断をしたということが言えると思います。今、全国で待機児童２

万人。隠れ待機児童が７万人と厚労省は発表しております。粕屋町でも待機児童

74人、隠れ待機児童192人ということであります。来年10月からの保育料の無償化
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になれば、町立と私立の認可保育所に対する応募が増えて、待機児童が増大してい

く可能性が大いにあります。町長は認可保育所増設などに取り組むと表明されてお

りました。私たちも、どのような施策をもって、有効な対策を打っていくのがよい

か共に研究して打開していかなければならないと考えております。 

そこで、町長は先ほど述べられました。財源問題の件であります。私はこれまで

町立保育所の建て替えや改修整備の財源について、国の交付金を活用することや町

の財政調整基金などの基金を活用して、町立の建て替えを行うべきだと質問もし、

発言をしてまいりました。この財源問題について、ですけど。町長はどのような財

源を検討することをいくつかの選択肢があると思いますが考えておられるか、説明

を求めます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 就任後ですね、間もなくこの議会が始まりましたので、そういった専門的な詳細

な検討はまだ入っておりません。議会終了後、県あるいは国のほうと協議しなが

ら、様々な財源を考えたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 私が今まで提案してきた内容について、改めて箱田町長に提案したいと思いま

す。町立保育所の建て替えの財源については、国の公立保育所の施設整備費活用す

る方法があると思います。内容は町長も御存じと思いますが、地方債や社会福祉施

設整備事業債の対象になり、事業費のうち50％は一般財源化に係る地方債の対象で

す。その元利償還金について、事業補正により70％、単位費用に30％、合わせて

100％地方税で措置できることになります。残りの50％のうち、80％は社会福祉整

備事業債対象になります。そういう点では20％がこの、どういう町の借金などを含

めてですね、準備して必要な予算となるということだと思います。この施設整備費

について、どのように考えますか。町長の答弁、担当所管の方の考えでもよろしい

です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 まずこれ起債でございます。将来的な起債の償還について、後年度負担が生じる

という事実はございますので、より一層その交付税措置があるような財源は当然求
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めるべきでございます。今御指摘の財源は50％が事業費補正もしくは単位費用の参

入ができるというような有効な起債だろうと私も思います。詳細につきましては、

以後、調査研究したいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 一応私のほうでも、前回因前町長のときも述べたこの３億5,000万建設費用かか

った場合ということで説明をさせていただいたんですが。そのときは、因前町長は

民営化ありき。だからそんなことを考える余地もない、というようなことは発言は

しなかったですが、そういうふうな受け捉え方に私はこの施設整備費の使い方につ

いてですね、何で考えてもっといろいろと検討することをしないのかということ

を、非常にこの対応についてはですね、問題として今でも思っております。この３

億5,000万でですね、建設した場合には、先ほどの計算の仕方で言えば初年度です

ね、20％の3,500万が一般財政から出すとしても、20年計画でいけばですね、毎年

700万ですね。2,400万をですね、20年で支払うということになりますんで、初年度

では4,200万でいいと。そういう点でいえば、この保育所を建てて今後20年後も含

め、町のこの施設として土地も所有していることを、町で行いながらですね、支払

っていくということは、財政上も可能だと思いますけど。この点について、町長の

答弁についてですね、見解でもいいですから一言。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 先ほども言いましたように、あくまで起債でございます。当然その年の単年度の

負担は少なくなりますが、後年度の負担を考える。総合的に、これは財政問題を考

えていきたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 もう一つはですね、基金の活用の問題があるんですね。基金は安易に使うべきで

ないという考えもあります。因前町長のときは基金はですね、台風とか災害のとき

に使うために残しておくと、必要には使わないと。それ以外にはというようなこと

述べられました。私は基金は、町が積み立てて必要なとき、その時々のですね、災

害ということだけじゃなくて、施設も含めたですね、建設など。基金を使っていく

べきだと。それは駕与丁のですね、水鳥橋の問題とか、それと今回国保の問題です
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かね。いずれにしてもそういうことに必要な場合は基金から繰り出す事をするわけ

で。なので大いにやっぱり災害ということに備えることは大事ですけど、しかしそ

ういう活用の仕方もですね、考えるべきだということは思っております。この点に

ついてですね、麻生財務大臣が基金をため込んだところは交付税減らすというなこ

となど脅しのようなことをですね、言って、今までは基金をため込んでそして交付

税をですね。なるべくこう使わないでやっていくようなこと言ってたのが、今そう

いうことで国のほうですね。施策があるわけですね。これに基づきまして、総務省

の事務連絡、30年の１月15日ではですね、予算編成上の留意事項においてというこ

とで、地方公共団体の基金についてはその規模や管理などについて十分検討を行っ

た上で、それぞれの基金の設置の趣旨に即して、確実かつ効率的な運用を行いつつ

優先的にとるべき事業への活用を図るなど適正な管理運営に努力を努められたいと

基金の運用に対する連絡がですね、国のほうから来ている都道府県にですね。です

からこれに基づいて基金の使い方を明らかにしてですね、いかなければならないこ

とにもなってきますけど。私は、こういう基金の使ってのですね。目的に使ってと

いうことから言えば、公共施設整備基金などですね、町立保育所の２園、計画的に

建てるということでですね。１園ずつでも計画的にということも含めて、財源に充

てるということも考える一つの選択肢だと思いますけど、町長の答弁を。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 基金につきましては、非常に歴史がございます。昔といいますか、10数年前まで

は、基金が非常にあるという潤沢にあるということを逆に批判を受けました。貯め

過ぎじゃなかろうかと。反対に基金がなくなってくれば、これは財政が硬直化する

というような批判もございます。基金はですね、考え方によって非常にその捉え方

の違いがございます。しかしながらその基金を活用していろんな施策事業に使う。

これはですね、もう基金の本来の趣旨なんですね。特に公共施設整備基金あたりの

特定目的基金はその事業の計画があった上で、財政計画としてその基金の繰り入れ

を行って年次的な繰り入れを行うというようなことでございます。長い目で言いま

すと、例えば市制を敷くような時になると非常にそのお金が要ります。これはもう

どこの自治体でも市制施行のときには要ります。そのときにやはりないといけませ

んね、基金は。だからそれは長い目でございますが、そういった中期的なですね、

期間をとらえて財政計画基金の取り崩しを行って、事務事業、そして施策を行うと

いう計画をですね、私自身も早急に考えたいと思っております。 

以上です。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 分かりました。基金の活用についてはですね、目的に合った活用をですね、ぜひ

これは、公共施設等整備計画の中にもですね。こういう施設の改修などを含めた計

画は31年度ですかね、に提出するようにということもあります。これは色々とです

ね、公共施設を狭めて少なく面積をして、そしたらこれに適用するとか何か色んな

問題がはらんでるということはありますけど。ただ計画はですね、町として早く順

番として私は前町長の時からも、町立保育所の問題を優先してもですね、計画を上

げるようにしてくれということを述べてまいりました。そういう点も含めて検討し

ていただくようにお願いします。 

それと、もう一つ。町長が建設する前、建て替える前に、まずは施設整備のこと

についてですね、述べられております。それは何でかということで言えば、地震対

策とかですね、今の雨漏りとかですね、中央保育所とか仲原保育所は建物は大変で

す。子どもさんたちが保育所に行ってですね、いろんなやっぱりいろんな点での心

配ですね、不安を抱えるという状況があると思います。この点についてですね、私

は今までも述べてきました。国の施策を活用したですね、地震対策も含めて活用す

べきじゃないかという提案もしてます。今回ですね、国の緊急防災減債事業債とい

うのがあるんですね。これは町の保育所の改修整備に公共施設として使える内容の

もの。ですから、この内容は防災基盤の整備事業並びに公共施設及び公用施設の耐

震化事業、即効性のある防災減災のための地方単独事業を対象になっており充当率

100％、交付税算入率が70％いうことで、事業年度32年度までということになって

ます。29年度までやったんですが、先延ばしになってですね。この制度は延長され

てます。そういう点ではこの老朽化したですね、建物の耐震化についても含めです

ね、検討するべきだというふうに思うんです。因前町長はですね、この３年間民営

化目的して地震対策をいつも述べてありました。地震が来て子どもはもう被害にお

うたら大変だ、災害の。だから民営化する。もう何かこう非常に短絡的って言いま

すかね、私から言えば。そういう施策ではなくて、当面必要なこととして行うべ

き、そういう大規模改修などを含めてですね。これは保護者の人たちも含め、私た

ち議会での保育所建替特別委員会の中でも論議されてる点なんですね。そういう点

からいえば、こういう制度も活用してですね。建て替え前、今すぐ急ぐという点で

検討してみたらと思いますけど、町長の答弁を。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君） 

 その制度があるというのは知っておりますけども詳細はちょっと私把握しており

ません。以後研究検討してまいりたいと思います。ありがとうございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 次に、台風水害原発などの災害時における避難所の確保、また要支援者などの救

済体制について現状は不十分な点が生まれてるのではないかと考えます。避難者を

受け入れる施設の増設、見直しなどが必要だと思います。そういう点では見直しも

含めてやられてるということですが、その進捗状況についてお尋ねをしたいと思い

ます。また、台風が起きたとき、実際水害が起きたときなどの役場の災害本部の体

制、活動、どうなったのかというのがあります。町長が因前町長が在職のときにで

すね、６月議会前でしたかね。災害対策本部、町で役場でつくったと。しかし町長

は何か調子が悪いで戻ったと。自宅に戻ったか病院に戻ったか分かりませんが、そ

ういうような話は漏れ聞きました。私はそういうときにどういう体制をとったの

か。それ当然副町長など含めて体制がですね、確立されたと思います。私の家の前

の下区の長者原下区の公民館。ここはですね、11時ぐらいまで役場の職員たちが来

てですね、光が明かりがついてですね、対応してあります。私そういうのを見て、

本当に役場の人たちがですね、災害時にそれぞれのところに出向いて町民の受け入

れも含めて援助できるような体制というのがつくられているというのには心強いん

ですが。そういう点でですね、いくつかそういうことも含めて質問したいと思いま

す。 

まず、台風水害ということもありますが、原発事故の場合ですね。これ私も今ま

でも一度質問をしました。これは玄海原発のことでですね。福島原発事故が起きた

後です。この玄海原発事故が起きた場合、どういうふうになるかというシミュレー

ションをですね、した資料を手に入れました。学習会にも参加しました。またその

ときに協働のまちづくり課の担当者とも一緒にですね、この学習シンポジウムとい

いますか、やってきました。玄海原発事故で放射能拡散されたですね、偏西風に乗

れば、60キロ圏内、59.6やったかね。粕屋町は１時間ではですね、この放射能被害

出るということを言われてます。福島県の場合でも、伊達市というとこがありま

す。ここも粕屋町と同じぐらいの距離です。ここも今でもこの原発のですね、影響

まだ残ってるということを言われております。そういう点では、町の対策も含めて

ですけど、私は今回それとあわせて聞きたいのは、糸島の深江地域からですね、

300人の人をサンレイクに受け入れるというのは県の避難計画の中に載ってるんで
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すね。これは前担当課の課長も含めてこの内容は議会で質問したときに答弁されて

おります。そういう点で、このサンレイクは役場周辺の人たちが避難する場所でも

あるんですね。駕与丁とか、この甲仲とか、長者原上区、この人たちですね。東の

人たち。そういう点では本当にこの受け入れるということも含めた計画になってる

のかというのは、まだ私としては明確にこの資料として見てないです。今までの水

害避難とか台風のときの災害の体制はできておりますけどね。そういう点につい

て、これはどういうふうにこの見直しも含めてやられてるかということですが。こ

れは担当所管がいいですかね、報告説明してもらいます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中小原協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（中小原浩臣君） 

 田川議員の御質問にお答えいたします。三点ほど御質問があったかと思います。 

まずですね、避難所についてでございますが、町内の公共施設及び地域の公民館

など避難場所として可能な施設を現在43か所指定しております。その想定収容人数

の合計は9,700名という数になっておりますが、これは避難場所のですね、有効面

積を１人当たり3.0平方メートルで単純に割っただけでございまして、この人数全

てが避難所生活を送ることができるというわけではございません。また発生した災

害の種類によりまして、避難者の数は変動いたしますが。例えばですね、粕屋町で

震度６弱以上の地震が発生いたしましたとして、自宅で生活が困難になり、避難所

で生活を送らなければならなくなる人の数はですね、これは福岡県防災計画の想定

ですが、粕屋町におきましては228名というふうな数を想定されております。です

から、緊急な場合は地元のですね、公民館とかそういった一番近くの避難場所に避

難していただくという形になります。 

次に支援者などの体制についてでございますが、災害発生直後は行政の職員、役

場の職員や施設の管理者、自主防災組織の地域の関係者で協力して避難所の開設や

運営を行っていきますが。避難がですね、長く長期化すれば避難者や地域の方々に

よる自主運営というふうにしていただくということになっていきます。それと次に

避難所の増設ということも御質問されたと思いますが、避難場所ですね、これは一

時的に避難、例えばグラウンドとか駐車場になりますけども、民間企業の御協力に

よりまして、これは確保は可能ではございますけれども、長くですね、長期にわた

って避難場所となると、公共施設以外はですね、非常に難しいと思われます。もし

現在の避難所43か所の避難場所がですね、足りなくなるということが起こればです

ね、避難所をですね仮設住宅というふうなことで建設をして対応していく必要があ

るかと考えております。 
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それから最後に実際の対策、災害対策本部の活動と体制はどうだったかというこ

とでございますけれども、本年の７月の集中豪雨を例に挙げますと、７月６日午前

６時46分に関係職員、役場の関係職員を招集いたしましてそこで話し合いを行い、

７時40分。災害対策本部を設置いたしまして体制を整えました。その後にですね、

８時ちょうどに土砂災害警戒区域に対しまして、避難勧告を発令いたしました。そ

して、その対象区域に広報車、消防団あたりの協力。また、地元区長さんをはじめ

関係者の方々の協力のもとに、避難所３か所を開設し、同時に避難所対応要員を３

か所それぞれに張りつけております。またその他の水路とかですね、道路とかの関

係の災害におきましては、それぞれの担当部署におきまして対応するという流れで

前回の洪水の時には対応いたしております。最終的に７月の７日午前８時20分に災

害対策本部を解散いたしております。今回の大雨で冠水した箇所数カ所ございます

けれども、幸い大きな被害もなく、災害対策本部としてはスムーズに行動できたん

じゃないかなというふうに考えております。以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 町長がいなかったかどうか、まぁいいとして、先ほどのいずれにしても副町長を

含めた体制の中で確立されてやられたと思いますので、そういうふうに思います。

が、原発のときのですね、避難者が来るという状況のもとでの想定というのは、こ

れは玄海原発から30キロ圏内とか20キロ圏内とかいうそういう狭いところの問題で

の範囲での対策というのはいろんな点でですね、出されてきてるんですが。いずれ

にしても地上をほうってくるっちゅういいますか空中を飛んでくるというか、そう

いう点で言えば原発っていうのはですね、非常に目に見えない状況のもとでの被害

ということになってくると思います。いずれにしてもそういう点からも、この

300人の人を受け入れるというのを前提にしたですね、対策の避難の計画も作って

おかなければならないと。そうしないと300人が来ますよと、受け入れなさいとい

うのは、これ県の計画の中あるわけですから。実際そういう方向で、こちらの粕屋

関係に出てくるということになると思うんですね。そういう点ではぜひ、それも検

討して対応してもらいたいというふうに思うんですが。その点については課長の方

から。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中小原協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（中小原浩臣君） 

 ありがとうございます。先ほど言われました、もし原発が起きれば糸島の深江南
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町というところで世帯数122世帯、人口264名を受け入れることになっております。

サンレイクですね。先ほど言いましたように役場付近の例えば花ヶ浦とか、駕与丁

とかそれぞれ公民館がありますので、まずそこの区域の方はまず近くの地元の公民

館に避難していただき、それでも足りなければですね、サンレイクとかドームとか

役場に避難所として避難していただくというふうな想定をしております。先ほど言

われました田川議員の内容につきまして原発のことについてもですね、今後また詳

しくですね、勉強して対策を十分考えたいというふうに思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 次にですね、水害台風の関係での問題に関係する点で、町長は所信表明で、重要

河川の監視体制の充実やため池など内水面の整備は急務だと言われております。先

日の同僚議員の質問に対して、河川の監視体制については述べられておりますが、

ため池などの内水面の整備ですね。粕屋町の場合、農業用ため池としての大間、新

大間、葛葉、駕与丁などですね。いくつもそういうため池あります。篠﨑町長のと

きにですね、私の家の横の水路があふれた時にですね、いろいろと水道課の関係の

話もしまして、水利組合の人たちとも話をしてもらって。大間のですね、水の排出

をですね、調整していくと。日ごろから流すと。必要な水位は保つということをし

ながらやってもらったんです。その後そういう点ではですね、一気にあふれるとい

うような状況はなくなりました。これは非常に大事なことだと思いますね。広島の

時のため池の場合でも、やはりあふれる状態から一気に流し出すということが、二

次災害っていうですかね、雨が降った分だけじゃなくて被害拡大したということを

言われてますが。そういう点でですね、ため池のそういう調整の問題とか、それと

もう一つはやっぱりまだ役場とフォーラムにある、この地下の貯水槽ですね。雨水

を溜める。これももう１か所私はですね、作るほうがいいんじゃないかと。これは

私、具体的に個人的な見解ですが、スポーツ公園の地下にとかですね。埋設したら

いいんじゃないかと。なんでかと言ったら上区のほうからといいますかね、上流か

ら流れてくる水はどこかで止まらないといかんからですね。でも一番いいの私は下

流のほうでため池で田んぼの下にそういうのができればいいかなというふうに思う

んですが。いずれにしても、そういう貯水槽はですね、必要だと思います。それは

東京でもそうですけど、福岡市でもそういう形のそういう地下貯水管のようなもの

作ってを海に流すというようなことなどが都市部でやられてきてるんですね。そう

いう点でお金もいろいろかかる点からありますが、そういう点で必要なことだとい

うふうに思うんですけど。それについては町長のほうからの答弁を求めます。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 御質問二点あったと思います。まずため池の関係、これは後ほどですね、担当課

長のほうから回答させていただきます。もう一点、今言いました地下の地下水槽を

つくって、災害に備えると。これ当初３か所、今設置をしております。ただこれは

ですね、非常に莫大な費用がかかります。当然国の補助金、そして起債もございま

すが、今御指摘の中央スポーツ公園、この場所も非常に有効な手だてになるという

ふうに私も同感でございます。財政的な問題ばかり言うようでございますが、これ

も検討しながら今後の検討課題にさせていただきたいと思います。ため池の関係は

担当課長から申し上げます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 八尋地域振興課長。 

◎地域振興課長（八尋哲男君） 

 地域振興課でため池の管理をする部署となっております。本年も７月６日に大雨

が降って対応したところですが、ため池が起因する洪水を防止するために、日常的

な管理といたしまして、洪水吐などに堰板や土嚢、それから枯枝等ごみなど異物が

ないか点検し、ため池が必要以上の水位にならないように、管理をしているところ

でございます。また大雨が予想されるときには池守の方や農区長の方とともに、事

前に池の水を抜いたり、池への流入量が多いときには、水路の状況を見ながら排水

調整をして、できる限り水路からあふれないように努力をしているところでござい

ます。案浦議員さんのときにもお答えいたしましたが、ため池自体の安全性の調査

を今、行っているところでございます。防災重点ため池として今後、さらに追加認

定していくかどうか今現在、検討しているところでございます。 

以上でございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 今、台風水害などで避難場所になっておる小学校中学校の体育館ですね、ここの

体育館での冷暖房の設置の問題など含めですね、避難者が実際そこに長くといいま

すか一定期間滞在するということに対してですね。非常に問題としてですね、全国

的にも出てきております。そのことでですね、国が先ほど言いました緊急防災減債

事業債としてですね、小中学校の体育館への冷暖房設置に援助するということが言

われております。これも先ほど言いました起債充当率が100％で元利償還金70％が
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交付税措置ということですけど、これは初年度は一般財源が必要ないということで

ありますが。そして32年度まで事業を進めていくということになってるんですけ

ど。これは教育長のほうにですね、お聞きしたいんですが、こういう点について実

際的に始業式とか終業式の時にこれも全国的に子どもが体育館の中で倒れたと、暑

すぎて。いうようなことなどもあったんですけど、そういうことも含め体育館を管

理するという立場からですね、そういう利用との関係で検討すべき余地があるんじ

ゃないかと思いますが。答弁、説明を求めます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君） 

 現在のところですね、それを設置する方向では今動いておりませんけど、そうい

った補助金があるということも今おっしゃっていただきましたが、早急に調べまし

てですね、前向きにそれは検討したいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 ぜひ問題は避難者も含めたですね、そういう人たち。台風とか災害水害とか原

発、災害のときにですね、避難できる場所。安全なところを確保するというのがで

すね、いろいろ言われております。自分の家の２階が一番安全じゃないかとかね。

近くのビルのマンションがいいんじゃないかとかいろいろあります。ただしかし、

大量にやはり長期間ですね。それから一定期間ということになればですね、どうし

てもそういう公共施設とかに必要性が迫られてます。マンションのところにいつま

でも廊下のところに長くおるちゅうわけにはいきませんし。ロビーのところにおる

というわけにもいきませんし、一時的にですね、避難することはそういうことだっ

て可能でしょうけど、公共的にですね、町として自治体として責任を持つというこ

とがですね、必要であると思いますので。今述べた点についての検討ですね、ぜひ

進めていってもらいたいというふうに思います。 

次に公共施設の地震対策についてです。これは先日、同僚議員が小学校などのブ

ロックの塀の調査。取り替え工事や補強工事の状況ということについて説明を受け

たところですが、これについては予算も伴う問題になってくると思いますけど。先

日、議員での全員協議会での説明の中では、予算組は今からと、設計とかのいうよ

うなことでしたけど。この文科省からの指示があってそういうことをやってる。国

もそういう方向で、このブロック塀の危険性を除去せよということなんですが。実

際、予算との関係とか、その財源とかいうのはどういうふうになるということなの
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かについて、説明できる範囲で答弁求めたいと思います。教育長なり学校教育課

長。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 山野学校教育課長。 

◎学校教育課長（山野勝寛君） 

 学校関係の調査の結果につきましては先日も御報告をさせていただいたと思うん

ですけども。全体的に事故が６月でしたが、18日だったと思うんですけども、大阪

の地震で起こりまして、副町長の指示のもとにですね、すぐ全庁挙げて調査に入っ

たわけですけれども、学校関係につきましては、二小中学校21か所のですね、ブロ

ック塀を調査いたしまして高さと控え壁のですね、点につきまして少し不十分なと

ころがございますので、それにつきまして今後、国から補助等のですね、試算があ

りますので、それを利活用しながら対応していくと考えております。先に仲原小学

校につきましてはですね、現予算の中で二段のブロックを撤去してですね、不足す

るものにつきましては、フェンス等ですね。設置するように、今工事を行っている

ところでございます。後の補修につきましてはそれぞれのですね、今回予算を計上

されているところも補正予算等ですね。計上されているところもあるようですの

で、全員協議会のほうでですね、御説明をされたかなというふうに思います。 

以上でございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 それとですねもう一つお伺いしたいのは、ブロックの問題が中心でありますけ

ど、その幼稚園いわゆる大川幼稚園の塀というのは、あそこブロックは、あそこは

大川小学校の運動場の一つとして説明されたのに入ってたんですかね。もしそうで

なければ幼稚園部分のところもあるが、どういうふうになるのかなというのがあり

ましたので、ちょっと確認のため説明を求めます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 山野学校教育課長。 

◎学校教育課長（山野勝寛君） 

 議員おっしゃってるのは県道沿いの大川小学校のグラウンドと大川小学校のグラ

ウンドと幼稚園側の延長っていう形でよろしいでしょうか。それにつきましてもで

すね。基本的には、学校教育課のほうで調査をいたしました。関連しておりますの

で、鉄筋等もですね。所定の鉄筋は入っておりますけれども、控え壁、ブロック等

がですね、不足しているというとこでございますので、それについても段階的に検
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討はしております。どういうふうな形で、対処するかっていうのは。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 分かりました。それでこれは、山本課長に聞きたかったんですが、介護福祉課長

に。前も話は、これは福祉センターの地震対策の問題なんです。前も聞いたときも

まだ、これは建て替えのときの話で質問したことあるんですね。町営住宅を建て替

えるほうが優先されるので、旧寿楽荘についての建て替えは50年、昭和50年に建て

たけど、新耐震基準前の建物だけど。まだ建て替えの計画になってないということ

だったんですが。この点について地震とかそういうことについての対策としてのこ

の建物。福祉センターの旧寿楽荘の方については、現状はつかんでおられると思い

ますが、必要ないわゆる補強とか、そういう点についてはあるのじゃないかと思う

んですが。その点について介護福祉課長に説明を求めます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 山本介護福祉課長。 

◎介護福祉課長（山本 浩君） 

 ただいま福祉センターということで。現在の福祉センターがですね、先ほど議員

さんからも言われましたように、昭和50年の建築部分、昔の寿楽荘ですね。この部

分とですね、昭和４年の建築部分ということで... 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 平成。 

◎介護福祉課長（山本 浩君） 

 すみません。平成４年の建築部分ということで、つながった状態で今一体利用さ

れております。その中でもですね、旧寿楽荘の部分についてはですね、耐震化それ

から老朽化対策がですね、今後必要になってくるというのはもう明確なことですの

で、今後検討は進めさせていただきたいというふうに思っておりますが。具体的に

いつごろ行うんだとかそういったところの段階には入っておりません。それとブロ

ックの話が出ておりましたので、一応介護福祉課関連のですね、施設も全部調査を

行っておりますが。介護福祉課関連の施設においてですね、ブロックの必要性です

ね、ブロックの補強等の必要性がある部分というのはありませんでした。基本的に

ブロック塀をほとんど使っておりませんでしたので、あっておりません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 
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◎１０番（田川正治君） 

 ありがとうございました。次に障害者の方々がですね、町のなり県なりのそうい

う施設を利用するということなどでですね。お年寄り、高齢者の障害者の方も年齢

とともに年をとって、そして親御さんたちと言いますか両親はまた年取って、まさ

に介護で言えば、老老介護のようなものでですね、もう子どもの面倒見れる状況や

ないというのがよく聞かれるんです。そういう点で、今、江辻のところにあります

給食センターの前の共同生活援助コスモスという施設があります。先日の知的障害

者の親の会の総会でですね、内田会長さんが、この共同生活援助の施設をですね、

が不足してるので待機してる人たちが増えてると。ですから、何とかこの共同生活

援助施設の増設ということをしてもらえんかということが要望出されました。これ

については、中南部６町の協議会などとかの件もあるということはありますけど、

町としてもこの協議会なり、また県のほうに対する関係機関の働きかけということ

などが必要だというふうに思うんですけど。この件について町長のほうで答弁でき

ることがあれば、答弁を求めます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 現状をですね、担当課長のほうから後ほど説明をいたしますが、実際にグループ

ホームを運営する法人のほうから新たな施設の設置の要望があればですね、もうこ

れにつきましては今の現状を鑑みて、協議そして協力もしていきたいと思っており

ます。それは私の考えで、詳細につきましては担当課長のほうから御説明いたしま

す。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 山本介護福祉課長。 

◎介護福祉課長（山本 浩君） 

 先ほど議員さんのほうからも言われましたように、共同生活援助施設ですね、グ

ループホーム。こちらのほうは先ほど言われた給食センターのところにありますコ

スモスということで、町内には１か所というふうになっております。郡内がです

ね、大体20か所あるようです。現在、町内のグループホームは満室状態になってお

りますので、空きを待たれている方もいれば、町外のですね、グループホームのほ

うにですね、行かれている方もいるというのが現状であります。実際にグループホ

ームを運営する法人からですね、先ほど町長もありましたが、新たなですね、施設

の設置の要望があればですね、町といたしましても現状を鑑みましてですね、協議

協力のほうは行っていきたいというふうに思っております。あと、共同生活援助施
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設では直接ありませんが、重度障害者が利用できる障害者の複合施設ということで

は、現在粕屋町においては、ステップアップ。こちらのほうがあります。障害者の

居場所である、地域活動支援センター。そういった作業等を行うそういう施設とで

すね、就労の継続支援Ｂ型、それから自立訓練、計画相談支援。こういったものを

ですね、合わせた機能を持った施設というふうにしてですね、今、事業所として活

動されております。また今年の５月にはですね、相談をする施設、それから就労移

行支援のほうの機能を持ったですね、MEEXというようなところがですね、長者原上

区のほうに開所しております。複合施設ではありませんがほかにもですね、７月に

はですね、就労継続支援Ｂ型の施設ということでyorimichiというのはこれ長者原

の駅の近くですが、こちらのほうに開所されておりますし、さらに現在県とです

ね、申請がされておるものではですね、10月に開所予定となっております就労継続

支援、こちらもＢ型ですがわくわくスタジオというようなことで、こちらは酒殿の

ほうで現在、そういう協議も進められております。粕屋町におきましてもですね、

障害者の方の居場所や働ける環境の整備は進んでいるというふうに思っておりま

す。今後もですね、障害サービス事業者のほうからですね、新たな施設の開所の話

がありましたらですね、状況を見てですね、協議していきたいというふうに考えて

おります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 確かに粕屋町はですね、子育て支援、それから障害者の方々含めたですね、住み

やすい町ということで、周辺の自治体の人たち、また議員さんたちとかですね、い

ろいろとそういう好評であるということは認識しております。今、私が今度複合施

設、障害者のいうことで提案してるのはですね、これは長崎県の長与町というとこ

ろにですね、複合施設ほほえみの家というのがあります。これホームページにも載

っているんですが、結局それぞれの障害の違いによってのそういう施設というのが

団体でも含めて施設があるんですが、しっかり利用できる施設があるんですが、一

緒になったところでその一つの屋根のもとで暮らせる。いろいろ作業もしていると

いうことができる。そういうのがつくられているんです。これは身体、精神、知的

などの障害の区分を取り除いてですね。そういう幅広い活動がされているというこ

とがあるわけですけど。できたらですね。そういうことなども含めて今後の検討も

ですね、していってもらうようにお願いをしたいというふうに思います。 

それともう一つはですね、これは特別支援学校の件についてですが、これは学校

教育課ですね。先日私も同僚議員の質問に対してもですね、この内容について九大
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跡地の利用ということなどもですね、含め、昨年と一昨年開いた議会報告会の意見

交換会の中でもですね、意見交換会の中でも参加者からですね、小中一貫校や特別

学校の誘致、また遺跡公園として九大農場を整備してほしいと。このようなことが

九大跡地の利用のテーブルといいますか。テーマにしたところに参加した人たちか

らの声だったんです。そういう点では特別支援学校についてですね、何度も今まで

説明があってる土砂地域、土砂災害地域でないことを最低２万平方メートルの用地

を無償提供してもらうことっていうようなことなど条件があるということだったん

ですが、ぜひですね。それがですね、この話をしてるときに宗像市のほうで、教育

大のところにこれを誘致をするということで、県のほうに申請しているということ

でやったんですが。実は昨日、川口議員も言われたんですが、これは頓挫してです

ね、おるという話です。ですから必ずしももまだ決まったということでもないの

で、糟屋地区なりですね、条件の合うところに、私は九大農場跡地などにもという

ことは遺跡公園とともにという考え方あるんですけど、検討してもらいたいという

ふうに思います。そのことについて、因前町長はですね、久山町に誘致を相談した

いというような答弁されたんです。粕屋町は難しい、敷地がない。これについての

話し合いは実際できているのかについて教育長にちょっと。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君） 

 私のほうは、久山とそういった話をされたということは聞いておりませんし、今

日も実は県の幹部とですね、糟屋地区の教育長とのちょっと懇談会が昼からありま

す。その中で特別支援のことについても話題に出すと。粕屋町を中心に、糟屋地区

は特別支援の対象児が増えておりますので、これについて先生方の配置をよろしく

お願いしたいということもございましたので、今日話題になります。ただ糟屋地区

はですね、いずれも市、町はこれには手を上げきっておりません。これ教育長会で

私確認をしております。現在のところです。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 いずれにしても引き続きですね、この必要性ということも含めて、この糟屋地

域、糟屋地区全体にですね、必要とする人たちが増えてるのをどう受け入れるかと

いうことにつながるわけですから。例えば大宰府でもそうですし、福間、古賀か、

古賀のほうでもそうですし、それぞれ糸島もですか、設置されているところの周辺

のところからですね、やっぱり来てるんですよね。話によると太宰府のほうから、
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向こうの糸島に行きよった人がおるとかなんかいろいろ複雑な状況があってです

ね。言えば実際に空いているところにどう入るかというようなことなどもあると思

います。不足していることは間違いない。そういう点からですね、是非積極的にで

すね、この問題について提案していってもらいたいというふうに思います。それで

よろしいですか。提案して。先ほどは、まだ何か話しがいってないということでし

たから。引き続き提案していくということで教育長にお願いしたいんですが。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君） 

 県からの条件がございますのでね、粕屋町だけ手を挙げるっちゅうわけにはいか

んのですが。一応特別支援教育については国も県も今、力入れてるとこでございま

す。また議員さんたちも先日、決議をしていただきましたので一緒にですね、頑張

っていただければと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 時間がなくなりましたけど、阿恵遺跡、内橋坪見遺跡など町内に残る貴重な歴史

的文化遺跡を町民に広く知らせて将来の子どもに継承し歴史と文化のまちとしてま

ちおこしにもつなげるべきと考えます。いうことで私はこの問題についてはです

ね、国がですね、今度新たに遺跡保存のための交付税措置というのが示されている

というのを聞きまして、文化財の公開活用美装化など活用事業にですね、地方単独

事業、国庫補助の地方分担分の一部を交付税措置するということで、今後この保存

公開ということにですね、力を入れるというのは国の施策の一つとして出てるんで

す。この点について、町長の見解または所管のほうの見解について説明を。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 先人たちの過去の歴史そして文化、またそれを後世代に伝え継承するというのは

非常に大事なことでありますし、この町が誇れるまちになるための一つの要素では

なかろうかと思います。詳細につきましては担当課長のほうから申し上げます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 新宅社会教育課長。 

◎社会教育課長（新宅信久君） 

 今議員さん御指摘の九大農場の中で発見されております、阿恵遺跡につきまして
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はですね。現在、国の指定を受けた文化遺産というのは町内にはございませんの

で、国の未来のですね、世代継承するためにも史跡指定を受けるという方向で進め

さしていただいております。今議員さんのほうから御発言がございましたけども、

今文化財の保存活用については文化庁のほうでですね、やっぱり交付税措置という

拡大することをですね、表明しておりまして。それもですね、この指定に合わせた

形で私どもも活用をさせていただきたいなというふうに考えております。以上でご

ざいます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 ちょっとこれは、課長のほうに聞きたいんですが。この今、やってる史跡指定目

指してやっていくという中で、今の九大農場跡地に出てる遺跡のところの公園、遺

跡公園にするところの周辺、隣接するところにこれに対する土地の確保とかいうこ

となどについては、何かいい方法があればと思いますが。その点について。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 新宅社会教育課長。 

◎社会教育課長（新宅信久君） 

 まだですね、そこら辺までの協議には至っておりません。今調査指導委員会から

約４ヘクタールのですね、史跡指定をしてはどうかという調査結果で文化庁もそれ

認めておりますので、周辺のことにつきましては今後、協議をさせていただきたい

というふうに考えております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 時間になりましたのでまとめてください。田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 時間になりましたので、終わります。最後にですね、町長がこの町民の皆さん、

議員の皆さん、そして職員と対話を通じて信頼関係を築き、きずなを結ぶことによ

ってこれまで以上に地域の力を結集し、ともにまちづくりを進めてまいりますとい

うことで所信表明の結びに述べられました。私は前町長のときに、失われた３年間

ということ言葉がですね、町民の中から出たりしてるんです。そういうふうな町で

なく本当に行政がですね、責任を持ちそして議会も責任持って、よりよいまちをつ

くっていくという点では責任、それぞれが責任持ったですね、行動。そしてそれに

よった言動、提案などしてですね。取り組んでいくようにしたいというふうに思い

ます。ので、一緒に頑張っていきたいということを述べまして、質問を終わりま

す。どうもありがとうございました。 
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（10番 田川正治君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 暫時休憩いたします。 

（休憩 午前10時36分） 

（再開 午前10時50分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 再開いたします。 

議席番号２番、井上正宏議員。 

（２番 井上正宏君 登壇） 

◎２番（井上正宏君） 

 おはようございます。議席番号２番、井上正宏です。通告書に従いまして一般質

問をします。 

池田泰博前副町長のことを池田氏と呼びます。池田氏がなぜ辞職したのか。数名

の同僚議員が議会で一般質問されましたが、執行部は体調不良での一身上の都合と

の答弁をされました。その答弁では町民が納得しないと。そういうことで、６月議

会の一般質問で再度、他の同僚議員が池田氏の辞職の件で前町長に答弁を求めら

れ、前町長は６月議会最終日に池田氏になぜ辞めたのか、理由を議会に説明させる

と答弁されました。その経緯の中で６月14日。６月議会最終日終了後、午前11時ご

ろ、池田氏が議員控室に来られ、山𦚰議長の進行で、議員16名、議会事務局１名の

17名の同席の中で、山𦚰議長からは、挨拶終了後の質問は受け付けませんと言わ

れ、池田氏の挨拶が始まりました。池田氏は辞職をしたお詫び、役場での半年間の

仕事のこと。そして、辞職に至った話をされました。ただ、池田氏からの一方的な

挨拶の中で、そのままの発言をそのまま受けとめていいのか。そのままの発言を町

民の皆さまに伝えていいのか。この一般質問で確認をさせていただきたいと思いま

す。また、９月議会中の決算特別委員会の中での池田氏の辞職の日付の変更のこと

や、全員協議会の中でも給食センター工事に伴う増加費用の減額の件で、羽田野弁

護士の話を聞く中でも、池田氏の発言と食い違うところがありました。先ほども申

しましたように、池田氏の発言をそのまま問いますので、間違ったことがあった

り、不愉快な思いをされるかも分かりませんが、池田氏を推した１人の議員とし

て、しっかり答弁をいただきたいと思います。 

その中で池田氏は、12月、昨年ですね、昨年の12月26日。ある幹部が池田氏の部

屋に入って来て、幹部は池田氏に対して厳しい批判をされたと、そういうお話をさ

れました。前町長が倒れて10日余り。池田氏は、前町長が体調を崩され入院された

と。入院されたので、当然その幹部と今後のまちの運営について、どうしていくの
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かというそういう話かと思ったら、実はそうではなく、池田氏に対する厳しい批判

が繰り返されたと。この厳しい幹部の発言により、これはあくまでも池田氏が言わ

れてることですので、これはもうはっきりと分かりませんが。26日以降から体調を

崩されたと。体調不良になった原因のスタートは、ここからだったという断言はさ

れませんでしたけれども、この12月26日以降からの幹部の発言によってバランスを

崩していったと。さらに正月が過ぎ新年度になると、失礼ながら失礼ながら、手の

ひらを返すように、幹部職員たちがどんどん池田氏に厳しい要求をしてくる中で、

池田氏が最も辛かったのが、担当課長、幹部と３人で前町長の判断を仰ぎに行った

とき、担当課長幹部が、部長級人事や課長級人事を、こういうふうに変えたいと。

その話が始まり、当然池田氏は、そういう大切な人事の話は、事前にやはり聞いて

おかなくてはいけないことではなかったのかなという話の中で、人事の話は池田氏

には何の相談もなく、担当課長、幹部が前町長に話をされ、当然皆さん御存じのよ

うに、池田氏は総務人事担当であります。池田氏が言われたのは、私は少なくとも

総務人事担当であるのに、その私をないがしろにして人事の問題をこれ見よがし

と、前町長に言われたと。いうそういう発言されておりますが、今私が、大体流れ

を話した中で、最初の質問にいきますが。その経緯の中で、当然第三者、第三者が

池田氏の発言をそのまま聞けば、池田外しが、執行部の中で行われているのかと思

われても仕方がないのかなと思います。また昨年の12月26日以降、すいません、今

私26日って言ってますけれども、多分26日って聞こえましたが、もう大体この12月

の下旬ですね。26もしくは29。どっちかはっきり分かりませんが私は26日というこ

とで、確認して今お話をさせてもらってるんですが。池田氏に対しての幹部の言

動。新年度に入り幹部職員の厳しい要求。さらに幹部、担当課長からの人事案、人

事案件外しなど。池田氏は発言されてますが、この池田氏の発言について副町長ど

う思われますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 いや、どう思われますかと言われてもですね。私入ってないから何を言われた

か、全然分かりませんよね。だから答えようありませんけど。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 今副町長の答弁いただきました。副町長はこの流れについてはもう全然知らない

と。そういう流れ、今私が話ししました、そういう流れは全然なかったんだという
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解釈でよろしいでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 ６月14日に池田さんがどういう話をされたのか、その内容は私は分かりませんと

いうことです。それで、12月26日以降体調崩されたと。私そういうふうに思いませ

んけど。それから明けてですね、新年度に入って、担当課長たちがみんな池田さん

に対して、手のひらを返したようにしたということは、全然ないと思います。全く

ないと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 すいません。あの人事案件の話もお願いいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 人事案につきましてはですね、担当課長、その当時総務課長。山本山本課長はで

すね。部長制をなくすということの形になってましたんで、後の人事のほうどうし

ようかということで、素案ですよね。素案を出したということです。そのときに、

課長のほうは当時、相談するときに池田さんが多分休みをとってあって、相談する

時間がなかったんで、事前に書面でお知らせはしてたと思います。ただ、どういう

ふうにしましょうかというふうな相談でありますから、決定でも何でもないんで、

池田さんがどういうような解釈されたか分かりませんけど、別に外して自分たちが

決めたわけでも何でもありません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 実際、３人一緒に同席をされてたということでよろしいんでしょうか。 

◎副町長（吉武信一君） 

 はい。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 それでは、それに関する質問ということになりますが、池田氏の退職日。新聞発
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表でもありましたが、１月21日付けでの退職ということでしたが、前町長との話で

は、池田氏は１月21日町内の行事に参加された後、夫婦で辞職願いを前町長のとこ

に持って行かれたという話をされております。とにかく体調が悪かったと。これも

本人が言われますのでね、体調が悪かったということで。しかし、給食、難しい最

後の給食センター、この仕事が残っていたので、とにかく２月の１日まで、弁護士

費用も含めて、実は弁護士などと交渉していたと。しかし、体調が悪かったので自

宅からそういう交渉を行い、記録もあると言われてるんですが。前町長から池田さ

んの退職は、２月１日に認めますと。前町長から池田氏の辞職願は２月１日にしま

すという、そういうメールをいただいたという発言をされておりますが。これはな

ぜ２月１日の退職日が、１月21日に変更されたのかお聞きいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 まず、退職の日付がですね。２月１日から１月21日に変更されたという御質問で

ございますけど。最初からですね、変更はしておりません。１月21日でございま

す。６月の議会でですね、福永議員とか他の議員さん達もですね、そのことについ

て質問されておりますけど、そのときに一応説明はしとると思うんですけど。町長

が病院に入っておられて、池田さんも連絡しても出て来られない。ということで、

２月１日にですね、因町長が登庁をされるということで、そのときに池田さんも来

られるというふうに私たち思ってました。そのときに町長からですね、２月１日に

池田さん、池田前副町長が来られなかったんで、町長のほうに連絡してくださいと

お願いいたしました。それでも来られなかったんで、２月６日に因町長からです

ね、私に対してですね、池田さんの辞職について事務手続を進めるようにと指示が

ございました。２月６日に幹部会。私含めて、教育長、安河内部長、安川部長、因

部長、古賀局長、山本総務課長で協議を行いました。話を協議を行いましたけど、

やはり最終的判断は発言を判断はですね、因町長が、しなくちゃいけないというこ

とで、町長のほうに２月７日ですね、次の日、私と教育長と総務部長、山本課長で

協議を行いました。そのときに町長のほうがですね、自分の体調ですね、病気療養

の状態で池田さんが副町長の役割を果たして欲しかったけど、この状態を続けるこ

とはできないということで、池田氏の辞表を受理する。退職日は希望日である２月

１日ではなく、届出日の１月21日ということで決定しております。そういう町長の

最終判断で21日、最初からそういうふうなっています。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 
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◎２番（井上正宏君） 

 １月21日付けの最終的に因町長の前すいません、前町長の判断であったというこ

とで間違いないか、もう一度お願いいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 間違いございません。新聞等で１月31日。１月31日に新聞で日付の間違いで新聞

載りましたけど、そのときも１月21日に訂正ということで、また改めて新聞出して

もらいました。その２月１日っていうのはですね。先ほど申されました町長の方に

メールが来とったという話ですね。それは町長のほうに来てたんでしょうけど、そ

れは何も申されませんでしたので、協議の上で、１月21日と。池田さんのほうから

ですね、いかんか、こういうこと言ったらいかんな。ちょっと池田さんの方から訂

正してくださいというような手紙というか、そういうのは来ましたけど。２月21日

にですね、町長に再度、幹部のほうで確認してですね。これで間違いないですよね

って町長言われましたよねっていうことで、21日にそのまんましております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

今しっかり副町長に答弁していただきましたので、一方的な発言しか聞いており

ませんでしたので、今の副町長の発言を聞きまして、なかなかここもですね。もう

池田さんにこう来ていただいて、どうのこうのというのはもう私自身もそれを望ん

でいるわけではありませんが、池田氏が言われてたのは、12月26日以降からの流

れ。そしてやっぱりそういうふうに、前町長から２月１日に認めますよってメール

まで来とって、そして、退職日も２月１日にしますよと。そういうことを言われと

るわけですよね。私はですね、ある方から情報公開請求で池田氏の辞職願いを見せ

ていただきました。黒塗りのところがあるんですね。黒塗りのところが。当然、１

か所の黒塗りのところは、日付のところでありましたが、そういうことで今言われ

たのであるならば、その辞職願の黒塗り。これはなぜ黒塗りにされてるのか。ちょ

っとお聞きしたいんですが、 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 退職届これあくまで個人情報にかかわることでございまして、職務に関するもの

ではございません。個人の身体にかかわるものでございますので、退職の理由でご
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ざいますとか。氏名でございますとか。個人情報にかかるところは黒塗りにさせて

いただいております。日付に関しては黒塗りにしてなかったというふうに記憶をし

ております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 一方的な池田氏の発言の中でですね、私だけではなく、17名の方がおられる中

で、話をされましたので、その発言が本当にどうなのかということでですね。副町

長は非常に不愉快な思いをされてるかも分かりませんが、今の辞職の退職願の情報

公開の請求の中で、やはりその、これはすいません。もう私の個人的な意見で話し

ますが、やはり隠したいところ、隠したいところとか、何か要するに行政にとって

都合が悪いところは、黒塗りをするのかなっていうような感じで今まで私そういう

ふうなことで捉えてましたが。今の堺課長の答弁では、そうでありませんというこ

とですね。私はもう吉武副町長だけにお聞きしようと思ってましたが、堺課長にお

聞きしたいと思いますが、もし、１月21日、２月１日の退職日。退職日と１月21日

にした、最終的には１月21日にされましたが、これは池田氏にとって、何かこう不

都合なことが起きてきますかね。何か。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 10日ほどの期間ではございますけども、例えば給料。日割り計算をしたりもしま

すので、金額の多少は個人の見解の違いもあるかと思いますけれども、金銭的な面

での違いというのは出てくるかなというふうに思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 今言われましたように、給料の件ですね。やっぱり10日間ほどの給料は返額に当

然返額なりますよね。それとあと池田氏が言ってあったのは、当然でしょうけど

も。年金、年金関係のストップ。そして、再三言われたのがもう体調が悪かったの

で、病院に通ってましたということで、当然すいません、当たり前のこと聞いてお

りますが、組合の共済、健康保険の使用もできなくなるということでこれも全額の

支払いがあるということで、もし池田氏に何かそういう金銭的なことで、２月１日

から１月21日に変更したときに、そういうふうなことが生じてくるということでよ

ろしいでしょうか。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君） 

 給料及び共済ですね、に関しては言われたとおりかと思います。健康保険に関し

ましては国民健康保険に切り替えのタイミングはどの程度になるかちょっと私のほ

うで把握しきっておりませんので、ちょっとはっきり分かりません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 今執行部から、しっかりと説明していただきましたので、しっかりと私の頭の中

でも理解していきたいと思っております。もう何かそういうふうにこうだよああだ

よってお互いがいて話ができればよかったんですけども、当然、吉武副町長。すい

ません副町長。先ほど、池田氏と連絡とれないと言われてましたですよね。でも、

本当にそういう大事な特別職のそういう退職願の最終確認で、本人は来られなかっ

たと言われてますが、これ本人曰く、ただ書類が来ただけと。書類が来てここにポ

ンと判を打ってくださいと。すいません。今ちょっと笑いが出てますが私たちはそ

のとおり聞いてるもんだからですね。ですから、もう一切その役場からの連絡はな

かったという話ですが、そうではないということでよろしいですね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君） 

 連絡はとってますね。ちょっといいですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 反問は。分からないことに対する質問ですので。 

◎副町長（吉武信一君） 

 ならちょっとお話だけします。池田さんの６月14日、議員控室での話ですね。こ

れは先ほど申されましたように、議員さん方達だけですよね。私は、こういうふう

な議会の場で話をしてますけど、これインターネットで全部流れますよね。私が言

ったことがですね、本当に皆さんがですよ。判断されて信じられてもらえればいい

んですけど。中にはですよ、あいつはこういうことを言いようというふうに思われ

るかもしれません。だけん非常にですね、私としてはですね、同じような条件でで

すよ。聞いて欲しかったなと思いますね。その後ですよ、６月14日でしょう。三か

月経った今。ここで聞かれるということがですね、ちょっと非常にですね、どうい

う判断される。皆さんがどういう判断をされるかですね。非常に疑問に思うわけで
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すよね。議員控室で話された話もですよ。私の聞いたこところではですね、私がも

う非常に暴言を吐いて、池田さんを追い出したというような話になっているという

ことを聞きましたのでですね、非常にそんなことを私も何もしてませんし、やはり

尾ひれがついてですね、話が出ますよね。だから私としてはここの場じゃなくてで

すね、同じような皆さんの全協でも何でもいいですから、そういうとこで話を聞い

てもらえればというふうに思いますけど。 

以上ですかね。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 当然言われてることはよく分かります。こういう場でしかなかったからですね。

６月のことだったかも分かりませんけれども。やはり町民の皆さまからはどうなっ

てるんだということをですね、はっきりやっぱり伝えることができなかったもん

で、個人的でも副町長のとこに行って、その確認をすればよかったのかなと思いま

す。今後はそういう形で、副町長なり町長なりに何か疑問が生じれば、お話を聞き

に行きたいと思います。 

その話をしてしまえばですね、もう何か次の話も何かしにくくなるなるわけです

が、そういう一連の話の中でですね、次の質問にいきますが。これは他の同僚議員

も聞かれているわけですけれども、ですね、給食センターですね、すいません。給

食センター工事中断での増額費用が池田泰博前副町長の交渉の結果、大幅に減額に

なったというそういう発言もされました。それで、私は給食センターについてはも

うそんなにですね、議員になっておりませんでしたので、その流れとか一部始終と

いうのをまだ把握できておりませんが、池田氏の発言の中で、この給食センターの

件でですね。大幅に減額になった件で、これ執行部からいただいたんですが、合意

書ですね。合意書。これも当然この合意書ですが、最終的に約１億8,000万ぐらい

請求された中での３分の１。池田氏曰く数千万円の減額ができたような話をされま

した。そこで、池田氏が言われた発言ですね。給食センターの交渉を一生懸命にし

たと。そして、弁護士では全く話が進んでおらず、相手の弁護士、そしてどういう

ところで問題があるのか。それから東洋食品の個々の業務内容、実績などを分析し

て、そういうどういうところで交渉したら、給食・・・どうしてすいません。どう

いうところで交渉したら彼らは折り合ってくれるのか。分析して大局的な話をし

て、ぜひ粕屋町で理想的な給食センターをつくることで将来のビジネスモデルにつ

なげてくださいと。そういう大局的な話をして理解を得て、かなり数千万円の減額

ができたかなとこれ言われたんですね。そして、税金を無駄にせず、早く解決でき
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たと。そういうことをしたんだよっていうことを私たちの前で言われました。今の

池田氏の発言をやはりこう聞くとですね、この発言を聞くと、あぁなるほどかとい

うことで、すいません、もうこれは私だけ思ったかも分かりませんけれども。そう

いうふうに思った中でですね、これ実際最終的にこの合意書、３月７日になってま

すが、こういう合意書に至った最終的なその6,000万という金額、最終的な金額に

したのは、これ池田氏ということでよろしいんでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 どなたに。 

◎２番（井上正宏君） 

 神近所長に。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 指名です。神近給食センター所長。 

◎給食センター所長（神近秀敏君） 

 まず池田前副町長がですね、交渉されて減額になったという話なんですけども。

池田副町長が東京のほうに行かれてですね、当時の交渉結果とかですね、そういう

記録は全くございませんので。どういうふうな交渉されたというのはうちのほうで

は把握しておりません。それと先ほど副町長のほうも申し上げましたとおりです

ね、６月議会の最終日に池田前副町長が、議員の皆さまにですね、どういうふうな

お話をされたかっていうのは入っておりませんでしたので、分かりませんですけど

も。平成30年２月の13日、それとですね平成30年９月の11日に全員協議会で町の顧

問弁護士の先生がですね、御説明差し上げたと思います。減額になった理由といた

しましては、弁護士同士の交渉により金額が決定したものでございます。それと合

意書につきましても、弁護士同士でですね、合意書の案を練ってそれで決定したも

のでございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 ９月11日でしたよね。私も一緒に同席させていただいておりましたので、今の神

近所長の言われたことは、確かに承知しております。私も羽田野弁護士の話の中

で、減額については代理人同士ですかね。代理人同士の特に金額とか、こういう大

きい提案については、代理人同士の話し合いで決定するんだというお話でしたね。

そして、すいません。言い方がちょっとあれかも分かりませんが、ボスという名前

を使われましたですね。ボス。ボス同士の話で決めていないと。ボスというのはや

っぱり特別職の方とかそういうですね、副町長とか町長何かを指されるかも分かり
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ませんが、最終的にはそういう方同士の話で決めたわけではなくて、この6,000万

になったって、6,300万ぐらいですかね。6,300万ぐらいになった金額については、

最終は代理人同士で決める話であると。羽田野弁護士は、池田氏の発言はあり得な

いということを言われましたが。神近所長、それでお互いにそういう確認でよろし

いでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 神近給食センター所長。 

◎給食センター所長（神近秀敏君） 

 はい。間違いございません。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 当然ですね。他の同僚議員もそういう話を聞く中でいろんな意見を聞く中で、あ

る議員は、池田氏がきっかけをつくったか分からないと。きっかけをつくったかも

分からないけれども、大幅減額にはかかわってないなという同僚議員からそういう

話を聞きまして、またこの一般質問でも同じような、神近所長から聞きましたの

で、そういうふうなことということで、私も認識したいと思います。私が池田氏の

発言に振り回されて、こういう質問をしてるのかも分かりませんが、こういう一般

質問の中で、執行部のこういう答えが、事前にやっぱりこれはその議員のほうから

聞いてくれば、こういうところで話す必要じゃないんじゃないかということもあり

ましたが、執行部の答弁で、しっかりと池田氏の発言についてはそれ以上言いませ

んけれども、もう私なりにしっかりと頭の中に入れて、今後町民にはちゃんと説明

したいと思います。 

続きまして、町長にお伺いいたします。市制に向けての準備についてということ

で。私が最初議員なりまして、やはり、粕屋町はどんどんどんどんですね。人口が

増えていく中で、やっぱり何らかの対策をとっていかなくてはいけないんじゃない

んでしょうかという話をしてきた中でですね。当然、前町長は、前町長の合併の公

約でも、すいません。選挙公約でもありましたけれども、いくつかの合併と市制を

つくり、37年ぐらいですかね。次の次の時ぐらいに人口が５万を超えてるんじゃな

いかなというそういう話をされていた中でですね。やはり、もう、市制については

しっかりと意識していきたいということで、もう常に常々、私の頭の中にはそうい

う市制施行についての考えがありますが。当然６月の議会の中で、前町長に仮称で

はありますが、市制推進室の設置。これを考えていただければというお話をしまし

た。当然も町長もう変わられましたし、それは、前町長の言われたことだからと言
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われればそれまでですけれども。やはり、何か準備をする。そういうですね、何度

も言いますが、仮称市制推進室の設置などということについてどう思われますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

市制推進室の設置、これは私が聞いたところではまだ、何も動いてないようでご

ざいます。ただ、これは川口議員さんのほうにもお答えしましたが、市制推進室、

これは設置するためには非常にその陣容が要ります。室長もしくはその部下等数名

の体制で行う必要ございます。まだこれにつきましてはですね、私は時期早尚と思

っております。現段階では時期早尚と思っております。その前に、職員でチームを

組んで、これプロジェクトチームとよく言いますけども、この市制とは何だろう

と。市制を引くためにはどういった条件が要るのか、どういった準備が要るのか。

そこら辺をですね、まず勉強を職員レベルでやると、担当者レベルでやる。これ

は、組織としては、課を横断した形でさまざまな所管の中で所管同士で語り合いな

がら調べるというなことをまずやりたいなと思っております。町のインフラとかで

すね、個別具体的に申しますと、インフラ設備はどういったものが。あるいはその

財政的な準備がどういうふうに必要なのか。様々な問題があろうかと思っておりま

す。今の段階では、そういった検討を行う。課を横断した職員による職員で構成さ

れたチームで、研究を行う段階と私は思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 町長の今の答弁で、まず、内部の中でしっかりと組織をまとめて進めていくとい

うことでよろしいですか。すいません。通告書にはないんですが、この市制につい

て少し今副町長から、すいません、町長からお話いただきましたので、それに関連

するような質問をさせてもらってもよろしいでしょうか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 関連はよろしいです。どうぞ。井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 通告書には上げておりませんでしたが、少しお時間がありますのでお聞きしたい

と思いますが、町長は、市制に向けての基盤づくり。選挙公約に挙げておられまし

た。急な質問ですので、そんなに難しい質問はいたしません。こういう基盤作りの

中で、当然合併とか、単独でとか、それとか、先ほど私も少し話しましたが、あと

何年だとか。そういうお話を聞こうとは思いましたが、まだ時期が早いということ
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ではありますが、単独とか市制とか、すいません。単独とか合併とかのそういう論

議の中で、その市制に向けては、どう考えられてますか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 選択肢はいろいろございます。ただ、今の段階では推測ですけども、議員がおっ

しゃるように平成32年に次の国勢調査がございます。その後５年後にはまたありま

すが、やはり７年後が自然にといいますか、今の粕屋町のこの情勢、形態ではもう

５万人を超すだろうと思われます。ただ、市制を目指したような動きではございま

せん。市制をいつでも引けるような状態にしておきたいと。インフラというのは

様々あります。農業インフラ、土木インフラ、学校インフラも。その保育関係の児

童子育てインフラもございます。そういった様々なインフラの整備。そして、施策

を行うための財政的な基盤インフラをですね、とにかく多分、平成37年、2025年に

は国勢調査では５万人を突破すると思われますので、それまでにはしっかりとした

まちづくりを行っていきたいと思っておるところでございます。個別の分に関しま

しては、私が先ほど申し上げましたように職員間の、まず知識の取得。そして情報

の共有あたりを行いまして、準備してまいりたいと思っております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 32年の国勢調査では当然人口も５万超えてないと思います。分かりません。これ

も私も断言したらですね、ひょっとしたら超えてるかも分かりません。37年です

ね、37年は、粕屋の人口フレームも見ましても5万2,000人という数が出てきており

ますが、当然５万人超えてすぐ市になれるということでもありませんし、５万人超

えて２，３年ぐらいいろんなことをクリアする中でその市制を引いていかれると思

いますけれども。32年の国勢調査以降。５万人を１年でも２年でもそういう５万人

を超えた場合ですね。超えた場合、実際37年の国勢調査が来る前にいきなりです

ね。いきなりっていうか、そういう人口が増える要因というのはたくさんあります

よね、粕屋町。そうやって増えたときにですね、もう５万何ぼかとか増えたとき

に、町長は32年あたりを一つの目標として進めていくというようなお話でしたが、

それよりも速い勢いで５万人超えたときは、そのときの人口が増えたときのどうす

るのかということでちょっとお話を聞かせていただきたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君） 

 まずですね。平成はもう今年で終わりですので、西暦で言ったほうが正しいかと

思います。将来のことですので。2020年が国勢調査の次の年でございます。町のマ

スタープランでも５万になることはないだろうという推測はされております。

2025年には、今議員がおっしゃるように5万2,000人。ただ人口がですね、増えるこ

とでうろたえる必要ないと思いますね。ほかの町でも、市制施行されたされるとこ

がございますけれども、５万人はあくまでも人口的な目安であって、そのための施

設整備に非常に綿密な計画そして莫大な費用が要ります。その辺も総合的に考えな

がら、やっていきたいと思いますが。ただ雰囲気と申しますか、町のこの住民の

方々の動向といいましょうか、そしてまた、町全体の盛り上がりはですね、やはり

市制施行をにらんだような空気になろうとは思います。その空気の前にですね。や

はり方向性もしくはそのどういったものが必要なのかというようなことをですね、

いろいろ研究検討してまいりたいと。今の段階ではそういうお答えをさせていただ

きます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 ありがとうございました。最後、よろしいですか。もう１件。同じようなことに

なるかも分かりませんが、これは議会報告会の宣伝というわけでもありませんが。

11月の18日にサンレイクかすやで議会報告会ということで、町民との意見交換会を

します。そのときに、私のところ、私と、あとある議員もう１名の議員２班に分け

て、町民の皆さんと市制に向けた環境整備についてという意見交換会をさせていた

だくんですが。そのときに町民の皆さんと一つ話すテーマとして、市制になったと

きのメリットとかデメリットを出し合って話し合いをしようという、そういう意見

交換会をするわけですけれども、新しい町長なられましたので、簡単で構いません

ので、そのメリットデメリットをもし答えていただけるんだったら、町長はこう答

えてましたよっていう話もですね、参考にできるもんだから。すいませんがお願い

いたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 町民の方に伝えられるということですので、私も非常にしっかりしたですね、答

えをしなくちゃいけないと思います。ただ、一般的に言われておりますメリットと

いうのは、これはもう当然住民の方々、そして企業の方々のアイデンティティー、
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要するにこう誇りと言いますか。やはり町から市になったという大きな規模になっ

たというスケールメリットをこう体感できるといいますかね、その自分の中に共有

できるそういった気分はある。だから当然経済的な発展もそれによって促されるこ

とになろうと思います。ただ、デメリットはこれよく言われるのは、いろんな行政

機関が必要になってきます。保健所あるいは福祉事務所あたりも必要となってきま

すが。そこら辺はですね、若干その省略できる部分もあろうかと思いますが、その

ほかにも私が気がついてない部分が相当あろうと思いますが、これは11月の間でい

ろいろまた井上議員さんともお話しながら、お話をさせていただきたいと思ってお

ります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員。 

◎２番（井上正宏君） 

 初日、他の同僚議員の一般質問では、箱田町長は、役場の職員は机の上に座って

はだめ。外に飛び出せ公務員とキャッチフレーズ掲げられました。町から市に向け

て、そして未来の粕屋のために町民の皆さまが粕屋町に住んでよかった。また、豊

かさとか自然を感じていただけるまちづくりを箱田町長に託しまして、私の一般質

問を終了いたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 井上正宏議員に一つお伝えいたします。先ほど関連質問ということでは、基本的

には通告書に従って質問しているので、関連質問ということは原則できないという

ふうになってるということで。今お達しがございましたので訂正をさせていただき

ます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 それと、許可したのはですね。市制に向けた、向けての準備についてっていうこ

とだったので、許可をしたということで御理解を賜りたいと思いますので、今後よ

ろしくお願いいたします。 

◎２番（井上正宏君） 

 どうもすみませんでした。勉強不足で。 

（２番 井上正宏君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 これにて３日間に渡りました一般質問を終結いたします。以上で本日の日程は全

て終了いたしました。本日はこれにて散会いたします。起立願います。礼。 

（散会 午前11時42分） 
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（開会 午前９時30分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 改めておはようございます。昨日は、北海道最高峰の旭岳が初冠雪との報道であ

りました。平年より５日早く、昨年より10日早い観測だそうであります。今年の夏

は異常とも言える暑さでしたが、これから訪れる冬の寒さが気にかかります。ま

た、自民党総裁選が行われ、安倍晋三氏が三選を果たし、内閣総理大臣を継続する

模様であります。度重なる自然災害により人々の不安は常にあり、こうした世情の

時は、国民は冒険をしない、変わることを恐れることなのかと総裁選を通じて考え

させられました。 

ただ今の出席議員数は16名全員であります。 

定足数に達しておりますので、ただ今から本日の会議を開きます。本日の議事日

程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

本日、議会運営委員会小池委員長から、発議第２号が提出されました。よって、

追加日程第１「発議の上程」及び追加日程第２「発議に対する質疑」を日程に追加

し、議題としたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ご異議なしと認めます。「発議の上程」及び「発議に対する質疑」を日程に追加

し、追加日程第１及び追加日程第２として、直ちに議題とすることに決定いたしま

した。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

追加日程第１「発議の上程」を議題といたします。 

お手元に配付いたしておりますように、議員から追加で提出されました発議は１

件であります。 

趣旨説明を求めます。 

提出者、議会運営委員会、小池弘基委員長。 

（議会運営委員長 小池弘基君 登壇） 

◎議会運営委員長（小池弘基君） 

 おはようございます。ただ今、発議第２号の提出についての提案理由を報告いた

します。 

発議第２号粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会設置に関し、

粕屋町議会会議規則第14条の規定により提出いたします。 
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名称は、粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会。設置の根拠、

地方自治法第109条第１項及び粕屋町議会委員会条例第５条による。目的、①ホー

ムページの構成内容の見直しの必然性の調査研究のため。②見直しが必要な場合

は、構成内容を検討するため。委員の定数、６名。設置の期間、平成30年９月21日

から平成30年12月定例会初日の前日までといたします。 

以上で終わります。 

（議会運営委員長 小池弘基君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

追加日程第２．「発議に対する質疑」を議題といたします。 

ただ今の説明に対する質疑はございませんか。 

６番、中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 今、設置目的がございましたが、私はこの間の委員会でも申しておりましたよう

に、これにはって言うんですかね。議会基本条例っていうのが何も書いてないんで

すが。そのあたりの関連というのはないんでしょうかということ、質疑、質問した

いと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 小池議運委員長。 

◎議会運営委員長（小池弘基君） 

 ただ今の中野議員の質問にお答えいたします。議会運営委員会の今回の発議につ

きまして、基本条例とのかかわりがどうかと言ったような内容ではないかと思いま

すけども、あくまで今回の特別委員会設置の目的というのは、今のホームページの

中身の調査でございます。その調査をするという特別委員会でございますので、あ

くまでその調査結果に基づいて、もう一つ構成内容を変えるとか、いろんな形にな

っていく段階において、基本条例との関わりとかいったものは、改めて議会運営委

員会で審議するようになるんではないかなと考えております。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 よろしいですか。中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 いや、なんか今の答弁じゃ理解できないんですが。基本条例が基本にあってから

っていうんですかね、それにもってから進んでいくんだから、ここに十分項目とし

てあってもいいんじゃないかというふうなことを私は思います。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 例えば中野議員の基本条例の関連ですが、粕屋町議会基本条例第９条、「議会

は、町議会ホームページ等の情報通信技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用

し、多くの町民が議会及び町政の関心を高めるための体制整備並びに議会広報活動

の充実強化に努めるものとする。」とありますので、この関連で今回設置されたと

いうふうに解釈して。不備な点は今、議会運営委員長言われたように、不備な点は

その都度必要であれば、議会基本条例を変更していくという流れになっていくとい

うふうに判断をいたします。中野議員よろしいですか。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 中野敏郎議員。 

◎６番（中野敏郎君） 

 いや、基本条例の中身が変わるんじゃなくて、これが変わるわけですよね。今、

議長言わっしゃったのは。基本条例の中身は変わらなくて、基本ですから変わらな

いですよね、そちらのほうも。分かりました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 今、中野敏郎議員の言われた基本条例の関連を言われたので、もし不備があれ

ば、基本条例は変えることができるので。変えていくっていう話をしました。よろ

しいですか。 

ほかに質疑はありませんか。 

３番、案浦兼敏議員。 

◎３番（案浦兼敏君） 

 議会の広報としては、議会広報紙等がありますけども、この議会広報紙とホーム

ページとのですね、この分の役割なりそこ辺のどういうことを考えておられるのか

ということと、それともう一つ。ホームページは、粕屋町役場のホームページとリ

ンクした形になってますけども。これは単独でされるのか、それとリンクした形で

のリニューアルを考えておられるのか、そこをお聞きしたいと思います。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 小池弘基議会運営委員長。 

◎議会運営委員長（小池弘基君） 

 ただ今の案浦議員の御質問にお答えいたします。原則といたしまして、サーバー

と言われてるコンピューターは粕屋町の役場でありますホームページを使い、その

中に今現在も議会のページがございます。そのページの内容を精査すると。それに

対する調査研究ということで、全国にはですね、いろいろと粕屋町本町よりも、優

れたホームページをつくってる自治体がたくさんございます。そういったものを参
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考にしながら、よりよく分かりやすい情報を、伝達といいますか、そういったホー

ムページに変えていくというのが趣旨でございますので。今のともう１点は、粕屋

町の議会の中には広報編集特別委員会がございます。議会だよりと通称申してます

けども、それとのかかわりも御質問かなと思いますけども。あくまで今の議会広報

編集特別委員会は、あくまでこの議場で議論されたこと、各委員会で議論されたこ

とを一つの議会だよりとしてそこに掲載していくというのが目的でありまして。ホ

ームページの中身を調査するといった項目が含まれておりません。そのために、今

回調査にかかわる特別委員会の設置といったものを発議させていただいております

ので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 よろしいですか。ほかに。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

なお、本発議の討論及び採決は、後ほど行いますのでよろしくお願いいたしま

す。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

それでは、議案第42号「専決処分の承認を求めることについて」を議題といたしま 

す。 

本案に関し、予算特別委員会委員長の報告を求めます。太田予算特別委員会委員

長。 

（予算特別委員会委員長 太田健策君 登壇） 

◎予算特別委員会委員長（太田健策君） 

 議案第42号「専決処分の承認を求めることについて」、付託を受けました予算特

別委員会の審議の経過と結果について、御報告いたします。 

なお、審議の経過につきましては、議員全員によります審議でございましたの

で、要点のみ報告とさせていただきます。 

平成30年９月９日に執行された粕屋町町長選挙の経費について、平成30年度一般

会計補正予算を地方自治法第179条第１項の規定により、８月２日に専決処分し、

同条３項の規定により、承認を求められたものでございます。今回の補正予算は、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,385万4,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を139億5,592万3,000円とするものでございます。 

付託を受けました予算特別委員会におきまして、慎重審議をいたしました結果、

全員賛成をもって、承認すべきことに決しましたことを報告いたします。終わりま
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す。 

（予算特別委員会委員長 太田健策君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 この議案につきましては、委員長報告のとおり、議員全員によります審議を行っ

ております。よって質疑を省略し、これより議案第42号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですのでこれにて討論を終結いたします。 

これより、議案第42号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は承認であります。 

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押して

ください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって、議案第42号「専決処分の承認を求めることについ

て」は、委員長の報告のとおり承認することに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

議案第43号「粕屋町手数料条例の一部を改正する条例について」を議題といたし

ます。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。小池総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員会委員長 小池弘基君 登壇） 

◎総務常任委員会委員長（小池弘基君） 

 議案第43号「粕屋町手数料条例の一部を改正する条例について」、付託を受けま

した総務常任委員会での審議の経過と結果について御報告いたします。 

この議案は、平成30年12月10日から開始予定の証明書のコンビニ交付サービスに

おいて、個人番号カードを利用した交付手数料を設定し、役場庁舎内に設置した証

明書自動交付機が５年後の2023年12月に廃止されることに関し、自動交付機の手数

料を改正する必要があるため、条例の一部を改正するものであります。 

当総務常任委員会において慎重審議いたしました結果、賛成多数により可決すべ

きと決しましたことを報告し、終わります。 
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（総務常任委員会委員長 小池弘基君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第43号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

10番、田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 議案第43号「粕屋町手数料条例の一部を改正する条例」に反対討論いたします。 

皆さんも御存じのように、マイナンバー制度導入してから、個人番号カードマイ

ナンバーカードを登録する人口が広がらない。このようなことで、政府はコンビニ

でも利用できるマイナンバーカードを強力に推し進めている状況であります。国民

の中にはマイナンバー制度がプライバシーの侵害になり、財産や所得や戸籍など個

人情報が流出して被害が広がるなどの不安が今でもあります。ですから私は、マイ

ナンバー制度には反対するものであります。セキュリティー企業のトレンドマイク

ロ社が、企業と国の省庁や実態など調査した結果、マイナンバー制度に対する情報

システムを手がけていない企業や自治体が８割以上もあったと報告してます。 

このように個人情報を管理できない状況のもとで、今回提出されている手数料の

改正は、公共性を持つ印鑑証明書や住民証明書、所得課税証明書や戸籍謄本などの

交付をマイナンバーカード登録者を増やす目的で、コンビニ利用者を増やす。この

ような制度で、町民には平等であるべきこの証明書の手数料が違いがあり、差別化

することにつながります。高齢者や障がい者などは役場に行って難しい手続でも、

窓口の職員に話を聞いてもらい証明書の発行など交付を行っています。ですから、

町として窓口の業務を充実させる。そのほうが住民、町民のためによりよい効果的

な施策であると考えます。今回の手数料の改正でどうなるでしょうか。先ほど委員

長の説明でありましたけど、自動交付機での印鑑登録証、証明書や住民票の写し料

金は、現行では200円です。しかし、これが100円値上げされて300円になる。それ

と比べて問題なのは、コンビニで手続する場合は手数料が250円。利用料が安いの

です。このように、コンビニで証明書を交付すれば、戸籍謄本や戸籍の附票、所得

課税証明書など全て手数料が50円安くなる。このような制度で、とんでもない料金

制度であると私は思います。これは、マイナンバーカードの普及を国が進める水準
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に高めるための手数料改正であると言わざるを得ません。こんな料金改正は、町民

は到底納得できないと思います。こんな道理も理屈にあわないような手数料改正

は、町民に等しくあるべき公共料金の証明書の交付に反します。 

以上を述べましてマイナンバーカード普及のために、優遇措置を持ち込む手数料

料金の改正の議案には反対いたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

５番、安藤和寿議員。 

◎５番（安藤和寿君） 

 議案43号「平成30年度粕屋町手数料条例の一部を改正する条例について」、賛成

の立場から討論させていただきます。 

議案第43号は、平成30年12月10日から開始予定としている個人番号カードマイナ

ンバーを利用した証明書、コンビニでの交付サービス事業について発行する証明書

の手数料を新たに設定することと、現在、役場にて自動交付機で発行する証明書の

手数料を見直すものであります。私は２年前の９月議会の一般質問において、コン

ビニ店舗での証明書発行ができるシステムを早期に実現できるよう要望しました。

当時粕屋町より福岡市内並びに町外にて日々お仕事に行かれている方々より、多く

の方々より、証明書発行により休みを取らなければならないこと。自動交付機があ

っても、土日祝日は午前中に役場に行かなければ発行できないなど、不便であるこ

と。当時、福岡市近隣町の一部はいち早く、実施していたことから、コンビニの証

明書交付サービスが粕屋町民でも利用できることの早期実現は、粕屋町民平均年齢

39.07歳の多くの方々は町外にお勤めに行かれていることが推測され、わざわざ役

場に来なければならない状況を考えると、町民サービスの充実した向上が図れる待

ちに待ったサービスと思います。 

しかしながら変革において、現在の自動交付機のリース期限である2023年まで

は、自動交付機の保守メンテナンスなど、維持管理費用が年間500万円ものコスト

がかかる見込みであります。現在の自動交付機での一部の証明書発行においては、

100円の負担増。コンビニへの手数料の一部負担及び近隣市町における現在の発行

手数料を踏まえて、検討された改正案は妥当だと判断します。が、しかしながら、

やはり役場内に残る自動交付機の維持管理費用のコスト削減。コンビニへの移行に

おいて、役場内での発行件数が軽減した際、時機を見た証明書発行にかかわる人件

費など、コスト削減が必要だと判断します。 

今後の更なるコスト削減に向けての多くの課題の検討を促し、議案第43号の賛成

討論とさせていただきます。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 続きまして、原案反対の方の発言を許します。 

13番、久我純治議員。 

◎１３番（久我純治君） 

 私は、手数料自体は反対してないんですが、このマイナンバー制というのを反対

するんですけどね。実際、これは委員会のときに言いましたけど、ある行政では年

寄りには進めてないということなんですよね。そして今からやっぱ高齢化がどんど

んどんどん進むうちにそのカードで決済するっちゅうこと自体をできない人も多い

と思うんですよ。 

 だから、ほかにマイナンバーじゃなくてほかの方法を考えてほしいっちゅう形で

反対しております。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第43号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

賛成多数であります。よって、議案第43号「粕屋町手数料条例の一部を改正する

条例について」は委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

議案第44号「粕屋町自治功労者推奨条例の一部を改正する条例について」を議題

といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。小池総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員会委員長 小池弘基君 登壇） 
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◎総務常任委員会委員長（小池弘基君） 

 議案第44号「粕屋町自治功労者推奨条例の一部を改正する条例について」、付託

を受けました総務常任委員会の審議の経過と結果について御報告いたします。 

本町行政上、特に功労顕著なものである自治功労者として推奨する範囲につい

て、より適正なものとなるよう見直しを図るため、条例の一部を改正するものであ

ります。主な改正内容は、役場職員経験者で、30年を超えるものの通算率を廃止す

るものであり、役場職員を30年以上経験し、議員を４年経験すると自治功労者に推

奨されていましたが、今後は推奨されなくなります。 

当総務常任委員会において慎重審議いたしました結果、全員賛成にて可決すべき

と決定いたしましたことを報告し、終わります。 

（総務常任委員会委員長 小池弘基君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第44号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第44号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって、議案第44号「粕屋町自治功労者推奨条例の一部を

改正する条例について」は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

議案第45号「粕屋町農業委員会委員の任命同意について」を議題といたします。
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本案に関し委員長の報告を求めます。太田建設常任委員会委員長。 

（建設常任委員会委員長 太田健策君 登壇） 

◎建設常任委員会委員長（太田健策君） 

 議案第45号「粕屋町農業委員の任命同意について」、付託を受けました建設常任

委員会の審議の経過と結果について報告をいたします。 

粕屋町農業委員会委員の１名の追加公募を実施した結果、１名からの他薦応募が

あり、粕屋町農業委員会委員の候補者選考委員会による候補者の報告がありまし

た。つきましては、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定に基づき、議会

の同意を求められたものです。候補者、粕屋町大字大隈1114番地、黒瀬富芳氏。昭

和26年１月31日生まれ。 

付託を受けました建設常任委員会におきまして、慎重審議いたしました結果、全

員賛成で同意すべきことに決しましたことを報告いたしまして終わります。 

（建設常任委員会委員長 太田健策君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

人事案件につき申し合わせにより討論を省略し、これより議案第45号を採決いた

します。 

本案に対する委員長の報告は同意であります。本案は委員長の報告のとおり決す

ることに賛成の議員は賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって議案第45号「粕屋町農業委員会委員の任命同意につ

いて」は、委員長の報告のとおり同意することに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

議案第46号「粕屋町印鑑条例の一部を改正する条例について」及び議案第47号

「粕屋町住民基本台帳カード利用条例を廃止する条例について」、以上２議案を一

括して議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。本田厚生常任委員会委員長。 

（厚生常任委員会委員長 本田芳枝君 登壇） 
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◎厚生常任委員会委員長（本田芳枝君） 

 議案第46号「粕屋町の印鑑条例の一部を改正する条例について」、付託を受けま

した厚生常任委員会での審議の経過と結果について御報告いたします。 

この議案46号の内容の趣旨は、平成25年の行政手続における特定の個人を識別す

るため、特定の個人を識別に関する法律の施行により、交付が開始されたマイナン

バーカードを利用し、コンビニエンスストア等の多機能端末機を介した印鑑証明書

の交付を可能とするために、これに関する規定を追加し、所要の規定の整備を行う

というものです。改正の内容は、粕屋町印鑑条例の第15条の第２項に、個人番号カ

ードを利用し、コンビニ等のＫＩＯＳＫ端末を介した印鑑登録証明書の交付につい

ての規定の追加をしたというものです。この改正によって粕屋町に14店舗あるコン

ビニエンスストアにおいて、12月29日から１月３日までを除く午前６時30分から午

後11時までいつでもマイナンバーカードで印鑑登録証明書の交付を受けることがで

きるようになり、利便性が高まります。 

一方、現在の自動交付機は印鑑証明書発行の52％を占めているという報告を受け

ました。町民の間では、自動交付機の周知、利用が進んでいるようです。そのた

め、わざわざ経費をかけて新たに整備しなくても、土日の利用者のために、サンレ

イクなどに交付機を設置して、このまま続けられないかという意見が出ましたが、

自動交付機の製造を、メーカーが中止することになっているので、今後の継続は無

理ということでした。ただ、今年更新の現在の交付機では、今後５年間は利用可能

ということです。現在、マイナンバーカードの作成は町民の7.5％、3,500人ほどし

かなされてないという報告を受け、マイナンバーカードの申請については、カード

をつくろうと思っていても仕事などの都合でできていない町民もいるので、交付申

請事務がやりやすい役場環境の在り方を検討する必要があるのではという意見も出

たことを申し添えます。 

厚生常任委員会において慎重に審議いたしました結果、賛成多数で原案どおり可

決すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

続いて、議案第47号「粕屋町住民基本台帳カード利用条例を廃止する条例につい

て」、付託を受けました厚生常任委員会での審議の経過と結果について御報告いた

します。 

議案第47号は行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律の施行に伴う、関係法律の整備等に関する法律。平成25年の施行に伴い、住

基基本台帳カードの利用について規定する条例を廃止する必要があるために提出さ

れました。 

厚生常任委員会においては、慎重に審議いたしました結果、賛成多数で原案どお
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り可決すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

なお、現在、住民基本台帳カードを所持し廃止前の本条例に規定する多目的利用

の登録をされている方については、カードの有効期限または個人番号カードの交付

を受けるときのいずれか早いときまでは、引き続き利用できるよう附則に経過措置

を設けております。以上でございます。 

（厚生常任委員会委員長 本田芳枝君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ただ今の、委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は一括議案番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより議案第46号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

10番、田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 議案第46号「粕屋町印鑑条例の一部を改正する条例について」に反対討論しま

す。 

先ほどの手数料改定のときにも申しましたが、この印鑑条例の改定というのは、

マイナンバーカードに記載された電子証明書を利用して、コンビニエンスストアで

印鑑登録証明書の交付を受けられるようにするということであります。このサービ

スは、マイナンバーを所有してる本人に限るというものでありました。そしてコン

ビニでサービスを受けるためには、マイナンバーカードを所有しなければならない

わけですが、全国的にもマイナンバーカードを所有する人口が進まないというよう

なこともあって、国は補助金を出してまで、市町村をコンビニでのマイナンバーカ

ード使用を、誘導しているという状況であると思います。マイナンバーカードは全

国的には、昨年の８月時点の内容では、普及率が9.6％という状況です。先ほど本

田委員長も述べられましたが、粕屋町は現在マイナンバーカード登録者は

3,500名、7.5％しかいません。なぜ普及が進んでいないのか。それはプライバシー

の侵害、情報の漏えい、このような問題があり、マイナンバー制度そのものが国民

からボイコットされてるというふうに言えると思います。ですからマイナンバー制

度開始する時からプライバシーの侵害、預貯金の把握、いろんな個人情報の流出を

危険視するということで、国の担当者でも問題にするほど国民には受け入れない制
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度であったと思います。特に、高齢者障がい者など、先ほど述べましたけど、窓口

を充実して、そこで手続するということなどであれば、やりやすいのですが、なか

なかそれでも苦労があるということであります。まして、コンビニでマイカードを

もって、そして失うことがないように。失ったらいろいろと悪用されるということ

など、障がいを持つ人、高齢者などは証明書の交付の利用に危険性を伴うと思いま

す。印鑑証明書の交付をコンビニで手続するということで、現行の手数料を窓口や

自動交付機より安くして、このコンビニでの印鑑登録、印鑑証明書の交付を促進す

るというのが、今度の提案であります。先ほども述べましたけど、50円窓口や自動

交付機より安くなるという状況です。町民が等しく平等であるべき公共料金、税金

を納めておる。こういう町民、国民に対してですね、利用するマイナンバーを持つ

か持たんか、このことによって、利用、利便性、そして安くするというようなやり

方については、優遇制度をですね、利用者のマイナンバー持ってるということだけ

で進めようとすることになります。 

このような議案には、反対であります。以上。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第46号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

賛成多数であります。よって、議案第46号「粕屋町印鑑条例の一部を改正する条

例について」は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

これより、議案第47号の討論に入ります。 
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まず、原案反対の方の発言を許します。 

10番、田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 議案第47号「粕屋町基本台帳カード利用条例を廃止する条例について」に反対討

論いたします。 

先ほどの手数料、印鑑条例の改正など、マイナンバー制度にかかわる問題であり

ます。今回の基本台帳カード利用条例を廃止するということについては、初め、こ

のマイナンバー制度が、社会保障と税の一体改革ということから始まっております

が、その内容が法律施行後には、利用範囲を拡大するとして、戸籍、旅券、預貯

金、医療、介護、健康情報など範囲を広げようとしておるわけであります。このよ

うな中で、今まで住民基本台帳カードを利用した人たちの情報の範囲以上に、マイ

ナンバー制度に一元化するということになっていけば、これまで以上に情報漏えい

で大きな危険性を伴っていくというふうに考えます。マイナンバーカードと住民票

カード、私はこれは、どういう違いがあるのかということを考えました。一人一人

に番号をつけるという点では一緒です。しかし、基本台帳カードは５項目ですか

ね。いずれにしても少ない項目での内容であります。しかし、マイナンバー制度

は、住民基本台帳ネットとは比べものにならないほど、個人情報を収集していくと

いうことであります。ですから、国民だけでなく法人も含めて企業も含め、丸裸に

されてしまうという危険性を述べている人たちは多くあります。ですから、同様の

番号制度を導入しているアメリカや韓国の今、このマイナンバー制度に同じような

制度を持ってるところは、SSNの身分証明書が悪用されたと、なりすまし犯罪起き

てると、社会問題化しております。見直しも含め考えられてるというような状況が

生まれています。日本でも、国が管理してるにもかかわらず、年金の受給者、加入

者の基礎年金番号、氏名も含め、個人情報が125万件流出したと言われておりま

す。法律が施行された現在も、マイナンバーを口実にした詐欺などが頻発しており

ます。確定申告や年金の扶養親族など、申告書などにマイナンバーの記載欄ができ

たことで、手続が複雑化、煩雑化して、中小企業の人たち、個人の確定申告も含

め、国民は無用な混乱、押しつけられてるという状況であります。このような問題

をはらんでいるもとで、コンビニに端末がつながるということになっていけば、更

に、マイナンバー情報の漏えいが増えることにつながると思います。 

プライバシー侵害や個人情報の漏えい、国民の安全安心を保障できない。マイナ

ンバー制度につながるこのような議案の内容には反対をいたします。以上。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 次に、原案賛成の方の発言を許します。 
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（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第47号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

賛成多数であります。よって、議案第47号「粕屋町住民基本台帳カード利用条例

を廃止する条例について」は委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

議案第48号、「平成30年度粕屋町一般会計補正予算について」を議題といたしま

す。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。太田予算特別委員会委員長。 

（予算特別委員会委員長 太田健策君 登壇） 

◎予算特別委員会委員長（太田健策君） 

 それでは、議案第48号「平成30年度粕屋町一般会計補正予算について」、付託を

受けました予算特別委員会での審議の経過と結果について報告をいたします。 

なお、審議の経過につきましては、議員全員によります審議でございますので、

要点のみを報告いたします。 

今回は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3億5,336万4,000円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ143億928万7,000円とするものでございま

す。 

歳入といたしましては、８款地方特例交付金、684万2,000円。９款地方交付税、

3,152万3,000円。13款国庫支出金、4,176万3,000円。14款県支出金、3,474万

2,000円。17款繰入金、2,250万6,000円。18款繰越金、１億7,373万1,000円。20款

町債、4,293万7,000円を増額し、19款諸収入、68万円を減額するものであります。
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 歳出の主なものとしましては、１款議会費、1,082万円。２款総務費、650万

6,000円。３款民生費、１億8,640万6,000円。６款農林水産業費、１億1,232万

1,000円。７款商工費、139万円。８款土木費、775万4,000円。10款教育費、544万

4,000円。12款公債費、1,335万2,000円。13款諸支出金、1,167万円を増額し、４款

衛生費、123万4,000円。９款消防費、170万3,000円減額するものであります。 

付託を受けました予算特別委員会におきまして、慎重審議いたしました結果、全

員賛成で、原案どおり可決すべきことに決しましたことを報告いたしまして終わり

ます。 

（予算特別委員会委員長 太田健策君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 この議案につきましては、委員長報告のとおり議員全員によります審議を行って

おります。よって、質疑を省略し、これより議案第48号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第48号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって、議案第48号「平成30年度粕屋町一般会計補正予算

について」は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

議案第49号「平成30年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算について」、議案

第50号「平成30年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算について」、議案第

51号「平成30年度粕屋町介護保険特別会計補正予算について」、議案第52号「平成

30年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算について」、以上、特別会

計４議案を一括して議題といたします。 

本件に関し、委員長の報告を求めます。太田予算特別委員会委員長。 

（予算特別委員会委員長 太田健策君 登壇） 
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◎予算特別委員会委員長（太田健策君） 

 議案第49号から議案第52号。「平成30年度特別会計補正予算案について」、付託

を受けました予算特別委員会の審議の経過と結果について報告いたします。 

なお、審議の経過につきましては、議員全員によります審議でございますので、

要点のみを報告いたします。 

議案第49号「平成30年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算について」。歳入

歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ154万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ４億5,460万円とするものであります。 

歳入の主なものといたしましては、１款国民健康保険税を28万9,000円。５款繰

入金、6,593万1,000円。６款繰越金、1,407万3,000円を増額し、７款諸収入を

7,874万7,000円を減額するものであります。 

歳出の主なものとしましては、１款総務費、136万6,000円。３款国民健康保険事

業納付金126万8,000円。８款諸支出金、7,891万2,000円を増額し、９款前年度繰上

充用金、8,000万円を減額するものであります。 

付託を受けました予算特別委員会におきまして、慎重審議いたしました結果、全

員賛成で原案どおり可決すべきということに決したことを報告いたします。 

続きまして、議案第50号「粕屋町後期高齢者医療特別会計の補正予算につい

て」。議案第50号は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,494万4,000円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億2,099万5,000円とするものであ

ります。 

歳入の主なものとしましては、１款後期高齢者医療保険料200万円を減額し、４

款繰越金2,694万4,000円を増額するものであります。 

歳出の主なものとしましては、２款後期高齢者医療広域連合納付金2,494万

4,000円を増額するものであります。 

付託を受けました予算特別委員会におきまして慎重審議いたしました結果、賛成

多数で、原案どおり可決すべきことに決しましたことを報告いたします。 

議案第51号「平成30年度粕屋町介護保険特別会計補正予算について」。議案第

51号は、保険事業勘定、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ8,073万1,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ23億9,855万7,000円とするもので

あります。 

歳入の主なものとしましては、１款保険料、53万円。７款繰入金、48万6,000円

減額し、３款国庫支出金153万2,000円。８款繰越金、8,006万2,000円を増額するも

のであります。 
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歳出の主なものとしましては、１款総務費、22万円。４款諸支出金、8,006万

1,000円。５款地域支援事業費、45万円を増額するものであります。 

また、サービス勘定につきましては、介護サービス勘定歳入歳出予算の総額に歳

入歳出それぞれ63万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

2,061万4,000円とするものであります。 

歳入の主なものとしましては、３款繰越金63万3,000円増額するものでありま

す。 

歳出の主なものとしましては、３款諸支出金63万3000円を、増額するものであり

ます。 

慎重審議しました結果、全員賛成で原案どおり可決しましたことを御報告いたし

ます。 

議案第52号平成30年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算につい

て。議案第52号は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ69万9,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ170万9,000円とするものであります。 

歳入といたしましては、２款繰越金69万9,000円を増額するものであります。歳

出といたしましては２款総支出金、69万9,000円を増額するものであります。 

付託を受けました予算特別委員会におきまして審議いたしました結果、全員賛成

で原案どおり可決すべきことに決しましたことを報告し、終わります。 

（予算特別委員会委員長 太田健策君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 これらの議案につきましても、委員長の報告のとおり、議員全員によります審議

を行っております。 

よって、質疑を省略し、これより議案第49号の討論に入ります。まず、原案反対

の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第49号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は、可決であ

ります。本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の議員は、賛成ボタンを

押してください。 

（賛成者投票） 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって、議案第49号「平成30年度粕屋町国民健康保険特別

会計補正予算について」は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、議案第50号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第50号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は、可決で

あります。本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の議員は、賛成ボタン

を押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

賛成多数であります。 

よって、議案第50号「平成30年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算につい

て」は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、議案第51号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第51号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって、議案第51号「平成30年度粕屋町介護保険特別会計

補正予算について」は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、議案第52号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第52号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって、議案第52号「平成30年度粕屋町住宅新築資金等貸

付事業特別会計補正予算について」は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

ただ今より暫時休憩をいたします。 

（休憩 午前10時34分） 

（再開 午前10時50分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 それでは再開いたします。 

議案第53号「平成29年度粕屋町一般会計歳入歳出決算の認定について」を議題と

いたします。 

本案に関し決算特別委員会委員長の報告を求めます。 

太田決算特別委員会委員長。 

（決算特別委員会委員長 太田健策君 登壇） 

◎決算特別委員会委員長（太田健策君） 

 議案第53号「平成29年度粕屋町一般会計歳入歳出決算の認定について」、付託を

受けました決算特別委員会の審議の経過と結果について報告いたします。 

なお、審議の経過につきましては、議員全員によります審議でございますので、

要点のみを報告いたします。 
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歳入総額148億1,274万7,000円。歳出総額143億3,122万1,000円。歳入歳出差引額

４億8,152万6,000円となり、翌年度に繰り越すべき財源779万5,000円となり、実質

収支額は、４億7,373万1,000円となります。 

歳入の総額は、148億1,274万7,000円で前年度から７億7,484万円の増でありま

す。町税は、１億4,958万5,000円、国庫支出金は１億3,908万3,000円寄附金は１億

757万5,000円。繰入金１億222万1,000円。諸収入は１億1,587万6,000円。詳細は３

億9,648万7,000円の増であり、地方交付税は１億2,408万4,000円。繰越金は３億

2,594万7,000円の減であります。 

歳出総額は、143億3,122万1,000円で前年度から９億1,440万8,000円の増であり

ます。民生費は、１億9,064万3,000円。教育費は、５億7,485万円。公債費は、１

億498万5,000円の増であり、衛生費1,816万3,000円。農林水産費は、2,192万

6,000円。諸支出金は、2,592万7,000円の減となっている。課題に対応して必要な

事業をした結果、歳入歳出ともに増加しているが、補助金の有効活用など、財源の

確保や経費の節減に努めた結果が表れている。 

付託を受けました決算特別委員会におきまして慎重審議いたしました結果、賛成

多数で認定しましたことを報告いたします。 

続きまして… 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 53号だけですよ。 

◎８番（太田健策君） 

 ああ、これだけか。 

（決算特別委員会委員長 太田健策君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 この議案につきましては、委員長報告のとおり、議員全員によります審議を行っ

ております。 

よって、質疑を省略し、これより議案第53号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。９番川口晃議員。 

◎９番（川口晃君） 

 この決算に対して反対の立場で討論いたします。全体としては賛成できるもの

の、ただ一つどうしても賛成できない点があります。それは、学校給食センターの

決算資料の中に、給食センターのセンター建設中に生じた一時中断の際の遅延損害

金の支払いに生じた弁護士費用として、716万3,085円が盛り込まれています。 

いくつかありますので、まず１点目。追加の違約金決定の過程が曖昧です。池田

元副町長は自分がＳＰＣとの交渉で減額し890万円に決定したと主張されました
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が、先日の弁護士の説明では、額の決定は弁護士間の交渉で決定されたもので、池

田氏は何ら寄与していない関与してないと主張され、両者の主張には隔たりがあ

り、弁護士の貢献度について完全に決着がついたものではありません。 

二つ目は、粕屋町学校給食共同調理場整備運営事業、事業契約書の中では契約書

がこうあります。これは抜粋しか持ってませんが。中では建設と業務の中止につい

ては、第42条に定められています。その３項に、町は必要があるときは、工事の中

止内容及びその理由を事業者に通知して、建設と業務の全部または一部の施行の一

時中止を求めることができるとあります。５項では、一時中止の場合生じた追加費

用、または損害の負担については、第50条の定めに従うとあります。第50条は、町

の責に帰するべき事由により当該変更を行った場合は、町が当該変更に起因する合

理的な範囲、合理的な範囲の増加費用及び損害を負担し、・・・となっています。

３項ではまた、当該事由ごとに増加費用または損害に与えた影響の度合いを合理的

に判断し、原則としてその按分により本条に従って町及び事業者の増加費用及び損

害の負担は決定するとなっています。私は一貫して、12月３日から25日までの23日

間の中止が、遅延損害金を支払わなければならない期間であろうか、と主張してき

ました。弁護士は支払わなければならないという立場です。これには私は納得でき

ません。元来、工事期間の決定には多少のゆとりがとってあるはずです。３週間ぐ

らいの工事の中断で違約金を支払わなければならないなんて、まして２億数千万の

違約金が請求されるなんて考えられません。 

３番目です。平成25年４月の土壌汚染状況調査で鉛及びその化合物が基準値を超

えていたので、平成26年１月16日から３月26日、までの期間で34箇所のボーリング

調査を行い、鉛及びその化合物が基準値を下回ったことを確認しています。基礎工

事は、平成27年９月２日から着工していますが、平成27年12月22日の第２回学校給

食共同調理場建設特別委員会の資料によりますと、基礎工事における土壌に、特別

管理産業廃棄物が確認されたと記述されています。しかし、平成26年に34箇所ボー

リング調査をして、鉛及びその化合物は基準値を下回っていたのです。そのときは

恐らくその他の産業廃棄物の調査も行っていたでしょうから、工事中に突然特別管

理廃棄物が出てくるなんて考えられません。弁護士が私の質問に対し、検査した会

社の調査がずさんだった。廃棄物の上の土壌にまじり込んでいたんだろうと回答さ

れました。この前の会社ですね、この会社の調査は一度鉛及びその化合物が検出さ

れたので、再度確認のために慎重に調査されされていなければなりません。当然そ

うだったはずです。弁護士さんの主張にはそうだと相づちを打って納得するわけに

いきません。疑問が残ります。 

４番目。最後に、現在行われている違約金問題等に関する裁判の一部を援用して
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主張します。事業契約書の第31条第１項に事業者は施設整備業務のために必要な測

量及び地質調査、その他の調査を本契約の効力発生後速やかに事故の責任と費用負

担により行わなければならないというふうになってます。さらに第３項では、事業

者は第１項の調査の不備や誤り、及び調査を行わなかったことに起因する一切の増

加費用及び損害。これは再調査費の負担を含んでいます、を負担するとなっていま

す。当然事業者であるＳＰＣは自己の責任で調査しなければならなかったはずで

す。ＳＰＣは調査したのでしょうか。従って、一時中段の責任は事業者が負うべき

ものだと思います。弁護士はこの第32条を使用して、事業者に対抗すべきものでは

ないかと思います。この点を見逃して町に違約金支払いを認めた弁護士費用の現弁

護士費用については当然認められません。 

以上の４点を述べて、決算に対する反対討論とします。以上。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

原案賛成の方の発言。 

14番、本田芳枝議員。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 非常に難しい認定でございます。でも、私は今はですね、決算というものは、予

算に対して、その執行がどのようにされたか。あるいはその説明をきちんとされた

か、という点に関して納得できるものであれば認定をするというふうに思っていま

す。それで今回ですね、全てにおいてきちんと予算に対して決算という報告がござ

いましたが、ただ１点今あの川口議員がおっしゃったように、学校給食建設に関す

る費用の報告の仕方。これは現状ではもうどうしようもないのかなと思うんですけ

ども、繰越明許３件。それから委託費３件。その３件の説明がですね、ほとんどな

い状態で提案をされています。それで私は委員長と相談して、その内容について説

明をしてください。資料とともに請求いたしまして、決算認定の採決が始まる直

前、つまり説明が終わった最後ですね。給食センターのセンター長と教育長とそれ

から石山課長補佐に来ていただいて説明を受けました。実はその説明に関して、納

得できないところが何点かあるんですね。それで納得できない方、あるいは資料見
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たい方は、センターに行ってくださいって言われて、センターに行きました。そし

て説明を再度伺いました。その中で納得できるものと、まだいまだにできないこと

がございます。ただ時間が限られていまして、認定調査、決算特別委員会の認定上

では、この問題はですね、申し上げるのは難しいのかなと。それで私は特別委員会

でありますから、そこで申し上げて、今後調査をですね、継続していただくように

お願いしていきたいと思っています。その内容はですね、今川口議員がおっしゃっ

た最後弁護士費用もいろいろあるんですけど見方がね。もう１点のほうの土壌調

査、それから土壌調査とそれからその処理費。それを、どこまで業者と協議した上

で、この金額はこちらが、この金額はこちらが、というその線引きというのが見え

ないんですね。一応契約書では、町もするけれども業者がですね、全て町は、これ

は退職した担当者が言ってるんですけど、全部その閲覧をして、資料は出してるか

ら、それを見てね、業者が対応するんだったらもうあとは業者の責任もあるんでは

ないかというのを、参考人招致でお話をされています。私はそれも一理あると思い

ます。ただあの想定外ということだったのでね、こういうことになったんですけ

ど。私は企業側が県と相談して、その汚染に対する環境処理の調査をですねして、

その計画を出さないといけないですよね。その計画を出した上で協議をするという

ことなんですけど、その計画書を見てないんですね。またその後、そういうものが

あったという報告すらなくって、ただ１番最初の土壌汚染調査のときに、529万か

かるということでスタートしたら、急きょいろんな問題が出てきたという。そこで

ですね、あるんですけど。それで産業廃棄物ということで、新しいその建てる建て

地の敷地には8,000万ほど。それから、駐車場とする旧給食センターが建っている

敷地には2,000万ほど、双方合わせて１億円近いですね、処理費を向こう側が請求

されたので一時中断したという経過があるんですけど。今回私が問題にしたいの

は、３回目の調査なんです。これは、平成29年度の報告にあるんですね。委託費の

中で、 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 本田議員。これ賛成討論ですか、反対討論ですか。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 だからね、どういうふうにしたらいいか私も分からない。一応ここで指摘をして

おかないと．．． 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 執行部に言う話じゃなくて議員さんたちに採決するときに判断になるような内容

をおっしゃってください。 
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◎１４番（本田芳枝君） 

 それでは申し上げますが、ここの… 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 再度いいですか。反対なのか賛成なのかをまず表明して言っていただいていいで

すか。 

◎１４番（本田芳枝君） 

 私は申し上げました。賛成ですと。ね。ただ、行政側の発表の仕方、現在の決算

の審議のところで限界があるのではないかと思っているので、その内容について説

明を求めました。ところがそれが今私は不十分と思っています。でも賛成ではある

んです。それで私はこれを随分迷いました。どうしたものかと。でもここで言っと

かないと次に進めないんですね。やっぱり公のところできちんと話をしとかな、こ

ういう問題点があるけれども認定しますということを言っとかないと認定したじゃ

ないかで終わってしまうので。それであえて私はですね、ここで言っているんで

す。そして平成29年度の決算において、私がもう少し調査をしてほしいと思ってい

る点は、３回目の土壌汚染調査委託。アースアプレイザル九州の329万円とそれか

ら繰越明許費、これも３回目のですね。地中障害物除去の費用です。この説明を聞

いて、多分行政は今のですね、契約の内容上でこうでしたと言われると思います。

その説明を聞きます。もちろん、だからその流れでは賛成であるんです。ただやは

り、この点をもう少し粕屋町としては今後のためにですね、きちっと精査しておか

なければいけないということを指摘して、私はこの認定します。そういうことで、

今、立ってお話をしているところです。以上でございます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第53号を採決いたします。 

本案に対する委員長からの報告は、認定であります。本案は、委員長の報告のと

おり決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

賛成多数であります。 

よって、議案第53号「平成29年度粕屋町一般会計歳入歳出決算の認定について」

は、委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

続きまして、議案第54号「平成29年度粕屋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について」。議案第55号「平成29年度粕屋町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について」。議案第56号「平成29年度粕屋町介護保険特別会計歳入歳

出決算の認定について」。議案第57号「平成29年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業

特別会計歳入歳出決算の認定について」。以上特別会計４議案を一括して議題とい

たします。 

本件に関し、委員長の報告を求めます。太田決算特別委員会委員長。 

（決算特別委員会委員長 太田健策君 登壇） 

◎決算特別委員会委員長（太田健策君） 

 議案第54号より第57号「平成29年度粕屋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について、付託を受けました決算特別委員会の審議の経過と結果について御報

告いたします。 

なお審議の経過につきましては、議員全員によります審議でございますので、要

点のみ御報告いたします。 

歳入金額42億6,388万7,000円。歳出金額42億4,981万3,000円。歳入歳出差引額

1,407万4,000円となり、実質収支は1,407万4,000円となります。歳入合計は、42億

6,388万8,000円。前年度比より1,070万7,000円増加している。国庫支出金１億

4,390万9,000円。共同事業費交付金8,529万8,000円が増額で、医療費の増加傾向が

見られたため、国から多くの交付をされたものであります。 

また、前年度の黒字決算1,026万8,000円を繰り入れたため、歳出合計は42億

4,981万4,000円で、前年度比より690万2,000円増加しています。総務費4,666万

9,000円。保険給付費25億3,470万1,000円が増加しています。総務費については、

平成30年度からの国保の税制改正に向けたシステム改修が行われたため増加してい

ます。被保険者数が減少したにもかかわらず、総医療が増加したため、保険給付の

国庫負担金が多く交付されていることにより、単年度収支としては380万5,000円の

黒字となっています。 

付託を受けました決算特別委員会におきまして、審議いたしました結果、賛成多

数で認定されたことを報告いたします。 

議案第55号「平成29年度粕屋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ
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いて」、歳入総額５億2,289万225円。歳出総額４億7,594万4,713円。歳入歳出差引

額2,694万5,512円になっております。 

歳入の主なものとしましては、後期高齢者医療保険３億7,147万3,782円。繰入金

１億293万1,651円。繰越金2,782万322円。諸収入66万4,470円となっております。 

歳出の主なものとしましては、総務費1,692万5,264円。後期高齢者医療広域連合

納付金４億5,673万6,265円。諸支出金228万3,184円となっております。 

付託を受けました決算特別委員会におきまして審議いたしました結果、賛成多数

で認定されましたことを御報告いたします。 

続きまして、議案第56号「平成29年度粕屋町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について」、保険事業勘定、歳入総額22億8,173万8,028円。歳出総額22億167万

4,784円。歳入歳出差引額8,006万3,244円が次への繰り越しとなっております。 

介護保険事業の決算状況は、歳入の主なものとしましては、保険料５億939万

3,211円。国庫支出金４億6,386万5,622円。支払い基金交付金５億7,418万209円。

県支出金３億655万9,850円。繰入金３億5,854万6,792円。繰越金6,847万563円とな

っております。 

歳出の主なものとしましては、総務費228万6,981円。保険給付費7,113万

1,483円。地域支援事業費1,339万1,030円。予備費1,000万円となっております。 

サービス勘定では、歳入総額1,362万7,965円。歳出総額1,299万3,170円。歳入歳

出差引額63万4,795円が次年度への繰越しとなっております。 

歳入の主なものとしましては、サービス収入1,204万5,442円。繰越金158万

2,523円。 

歳出の主なものとしましては、サービス事業費109万1,250円。町支出金167万

2,000円となっております。 

付託を受けました決算特別委員会におきまして、審議いたしました結果は、全員

賛成で原案どおり認定すべきことに決しましたことを報告いたします。 

最後になりますが、議案第57号「粕屋町住宅資金等貸付事業特別会計で歳入歳出

決算の認定について」、歳入総額169万4,698円。歳出総額98万5,136円。歳入歳出

差引額70万9,562円が、次年度への繰越金となっております。 

歳入は、諸収入127万1,502円。繰越金42万3,196円となっております。 

歳出は、総務費４万2,136円。諸支出金94万3,000円となっております。 

付託を受けました決算特別委員会におきまして審議いたしました結果、全員賛成

で原案どおり認定すべきことに決しましたことを報告しまして終わります。 

（決算特別委員会委員長 太田健策君 降壇） 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 これらの議案につきましても、委員長報告のとおり議員全員によります審議を行

っております。 

よって、質疑を省略し、これより議案第54号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

10番、田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 議案第54号「国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定」に反対討論します。 

国民健康保険制度は県の単一化に伴って、国は国保税の値上げを避けるために、

激変緩和措置として、全国１人１万円の値下げに当たる3,400億円、市町村に配布

しました。粕屋町は、7,000万余が交付されております。保険基盤安定繰入金保険

者支援分として含まれておるということになります。国が支援するこの激変緩和措

置や低所得者支援金を活用して保険税を据え置くか引き下げることを私は求めてき

ました。福岡、7,000万円あれば、１世帯１万円引き下げることは可能です。29年

度は4,835世帯でありましたので、１万円の引き下げが可能だったわけです。福岡

県内では、この激変緩和措置を利用、適用して保険税の引き下げを避けて北九州で

は１人当たり8,000円引き下げました。また、現行の保険税を維持したりする自治

体も増えております。しかし、粕屋町では、国保税を引き上げるという事態になっ

ております。消費税が8％になり、来年から消費税が更に10％になる。このような

状況になれば生活費にかかる負担が増えて、国保税はまさに担税能力を超えた税金

になっていきます。福岡県保健医療介護部医療保険課が昨年３月16日作成した資料

によりますと、粕屋町が県に報告した29年度の６月１日時点では、国保税が払えな

い滞納者347世帯になっております。３か月や６か月の期間付きの短期保険証は

207世帯です。町が提出した資料、決算のときには、30年度３月31日でも160件とい

う資料で説明ありました。保険証が取り上げられて資格証明書の交付世帯、保険証

を取り上げるという資格証明書の世帯が５世帯。そして、高校生以下の子どもが２

人、粕屋町初めて短期保険証を交付されるという事態になっております。また滞納

者の差押え処分、27年は328件で１億4,627万、あ違う。１億462万7,138円、28年度

は517件で１億6,904万2,337円になり、１億円超えております。近年は、１億円前

後の差押えが出ており、糟屋地区でも１番多い差押え額として増大しております。

お隣の志免町で2,300万円から比べても、滞納が増えてる事態です。このようなこ

とは、粕屋町の国民健康保険税が県下で常に10番目ぐらいに位置する高い保険税で

あることが原因です。国の激変緩和措置や低所得者支援金、保険で保険税の引き下

げに活用せず、赤字補填に回して、一般財政から繰り入れを全く行わない。 
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このような、国民健康保険税の決算認定には反対いたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第54号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、認定であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

賛成多数であります。 

よって、議案第54号「平成29年度粕屋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について」は、委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

これより、議案第55号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

10番、田川正治議員。 

◎１０番（田川正治君） 

 議案第55号「後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定」に反対討論いたしま

す。 

政府は先月、社会保障改悪の加速を狙う高齢社会対策大綱をまとめました。その

大綱ですら、年齢区分で人々を画一化するなという趣旨のことを載せております。

それなのに、年齢差別制度と言われる、75歳以上になったら健康保険、国民保険か

ら切り離す。このような制度を進めるという点では、支離滅裂というような状況に

陥っております。後期高齢者医療制度を廃止して、もとの老人保健制度に戻せば、

75歳過ぎても、家族と一緒に国民健康保険や健康保険切り離さずにおれる。また際

限のない保険料アップの仕組みもなくなることができます。福岡県高齢者医療保険
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料は、発足当時均等割、５万935円でした。所得割が9.24％でしたが、改定の度に

引き上げられて、30年度は７万7,140円。31年度には７万8,876円になると言われて

おります。これまでもこれからも全国トップレベルの高い保険税ということです。

この上に保険料の軽減特例がこれから特例が段階的に廃止されていきます。更なる

負担が増える状況です。この影響で年金収入単身者では211万の場合、28年度は７

万7,261円だった保険料が29年は９万6,510円。２倍近く高くなります。30年度は

10万7,682円に引き上げられるということで、２倍いや1.4倍、年間で高くなってい

くということです。このような中で粕屋町では6か月3か月しか有効期限がない短期

保険証の交付は20人残っております。滞納繰越分も27年度は450万5,670円でした

が、29年度はこの滞納額より48万754円増えるという状況になってきております。

年金が引き上げられ29年度からの低所得者などが対象の保険料の特別軽減措置の縮

小廃止は非常に負担が増えていきます。病気がちな一方で収入が少なく、暮らしが

不安定な人が多い75歳以上の人を一つに保険制度に集める。このような運営する設

計制度設計そのものに無理が生じております。福岡県が設置している財政安定化基

金は昨年62億円なりました。連合が剰余金を活用している運営安定化基金も約60億

円積み上げられています。 

これらの基金を活用すれば保険料を引き上げることを引き下げることができるの

に75歳以上の高齢者に負荷を押しつける後期高齢者医療制度の決算認定には反対し

ます。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第55号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、認定であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 



－ 213 － 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

賛成多数であります。 

よって、議案第55号「平成29年度粕屋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について」は、委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

これより、議案第56号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第56号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、認定であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。 

よって、議案第56号「平成29年度粕屋町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」は、委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

これより、議案第57号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第57号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、認定であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

賛成多数であります。よって、議案57号「平成29年度粕屋町住宅新築資金等貸付

事業特別会計歳入歳出決算の認定について」は、委員長の報告のとおり認定するこ

とに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

議案第58号「平成29年度粕屋町水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決算の認

定について」、及び議案第59号「平成29年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計剰

余金の処分及び収入支出決算の認定について」、以上企業会計２議案を一括して議

題といたします。本案に関し、委員長の報告を求めます。 

太田決算特別委員会委員長。 

（決算特別委員会委員長 太田健策君 登壇） 

◎決算特別委員会委員長（太田健策君） 

議案第58号、59号の「決算の認定について」、付託を受けました決算特別委員会

の審議の経過と結果について報告いたします。 

議案第58号は、「平成29年度粕屋町水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決算

の認定について」であります。 

平成29年度の収支決算では、消費税抜きで収益的収支の収入は、10億7,265万

1,756円。支出は８億1,840万658円で、当年度の純利益は２億5,425万1,098円であ

ります。 

資本的収支は、消費税込みで資本的収支が9,632万9,993円。資本的支出が３億

2,464万9,694円。不足額２億2,831万9,701円となっています。不足額につきまして

は、建設改良積立金等で補填されているものでございます。 

なお、剰余金処分につきましては、平成28年度からの繰越し利益剰余金9,955万

856円に当年度の純利益２億5,425万1,098円とその他未処分利益剰余金変動額１億

円を合わせました４億5,380万1,954円から自己資本金に１億円を組み入れ、建設改

良積立金に２億5,000万円を積立処分し、翌年度繰越利益剰余金は、１億3,008万

1,0954円となっております。 

決算特別委員会において慎重審議いたしました結果、全員の賛成で原案どおり可

決及び認定すべきものと決しましたことを報告いたします。 

引き続き、議案第59号「平成29年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計剰余金の

処分及び収入支出決算の認定について」であります。 

平成29年度の収支決算では、消費税抜きで、収益的収支の収入は、14億2,185万

51円。支出は12億7,049万9,391円で、当年度の純利益は１億5,135万660円でありま

す。資本的収支は消費税込みで、資本的収支が６億7,051万2,800円。 
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資本的支出が９億9,438万3,886円。不足額３億2,387万1,086円となっています。

その不足額につきましては、毎年度、過年度分損益勘定留保資金等で補填されてい

るものでございます。 

なお、剰余金の処分につきましては、平成28年度からの繰越純利益繰越利益剰余

金2,998万3,188円に当年度の純利益１億5,135万660円とその他の未処分利益剰余

金、変動額１億円を合わせました２億8,133万3,848円から地方の資本金に１億円を

組み入れ、減債積立金に１億5,000万円を積立処分し、翌年度繰越利益剰余金は、

3,133万3,848円となっております。 

決算特別委員会で慎重審議しました結果、議員全員の賛成で原案どおり認定すべ

きことに決しましたことを御報告して終わります。 

（決算特別委員会委員長 太田健策君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 これらの議案につきましても、委員長の報告のとおり、議員全員によります審議

を行っております。 

よって、質疑を省略し、これより議案第58号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第58号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決及び認定であります。本案は、委員長の

報告のとおり決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって、議案第58号「平成29年度粕屋町水道事業会計剰余

金の処分及び収入支出決算の認定について」は、委員長の報告のとおり原案可決及

び認定することに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

これより、議案第59号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第59号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決及び認定であります。本案は、委員長の

報告のとおり決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって、議案第59号「平成29年度粕屋町流域関連公共下水

道事業会計剰余金の処分及び収入支出決算の認定について」は、委員長の報告のと

おり原案可決及び認定することに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

諮問第２号につきましては、９月19日に「議案等の撤回」が議決されております

ので、諮問第１号及び諮問第３号の「人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について」、以上人事案件二つの諮問を一括して議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。小池総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員会委員長 小池弘基君 登壇） 

◎総務常任委員会委員長（小池弘基君） 

 諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」、付託を受

けました総務常任委員会での審議の経過と結果について御報告いたします。 

現在、人権擁護委員の池田敏明氏の任期が本年12月31日で満了となるため、再

度、人権擁護委員の候補者に推薦するにあたり、人権擁護委員法第６条第３項の規

定に基づき、議会の意見を求められたものであります。 

池田敏明氏は現在２期目であり、人格、識見ともすぐれており、当総務常任委員

会において慎重審議いたしました結果、全員賛成にて適任と決定いたしましたこと

を報告し、終わります。続きまして、 

諮問第３号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」、付託を受

けました総務常任委員会での審議の経過と結果について御報告いたします。 

現在、人権擁護委員の安松広子氏の任期が本年12月31日で満了となるため、再度

人権擁護委員の候補者に推薦するにあたり、人権擁護委員法第６条第３項の規定に

基づき議会の意見を求められたものであります。 

安松広子氏は現在１期目であり、人格、識見ともすぐれており、当総務常任委員
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会において慎重審議いたしました結果、全員賛成にて適任と決定いたしましたこと

を報告し、終わります。 

（総務常任委員会委員長 小池弘基君 降壇） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は、一括議案等番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これらは、人事案件につき、申し合わせにより討論を省略し、これより諮問第１

号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、適任であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて」は委員長の報告のとおり適任と決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、諮問第３号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、適任であります。 

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押して

ください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

全員賛成であります。よって、諮問第３号「人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」は、委員長の報告のとおり適任と決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

発議第２号。「議会ホームページのリニューアル検討特別委員会設置に関する決

議」を議題といたします。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

これより、討論に入ります。 

まず、本発議に反対の方の発言を許します。 

６番、中野俊郎議員。 
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◎６番（中野敏郎君） 

 私のほうは、先ほど質疑のところで問題点を指摘しました。やはりここのとこ

ろ、議会基本条例というのをきちんと載せるというのが今のホームページリニュー

アルのスタートではないかと思います。本来、こういったことっていうのは、議長

なりあるいは議運なりそういった流れの中で提案されることだと私は思っておりま

す。これは議会、何の条例…議会活性化です、失礼しました。議会なんだったっ

け。報告ですね、委員会のほうの委員長のほうからの提案というか、個人的な提案

だったんですが、こういう基本的な条例っていうの私たち議員なってっていうんで

すか３年なってくるんですが、まだきちんとした形で、勉強していない。これは毎

回、議員が変わった時にしていくっていうんですか、そういう流れもあると思いま

す。そういうことを踏まえながらきちんとこういったことをやっていったら、当然

ホームページのリニューアルとかそういうふうなことももっともっと前から提案さ

れたんじゃないかと思います。そういう意味で、今回あえてこれに反対といたしま

す。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 次に、本発議に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、本発議に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

次に、本発議に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、「議会ホームページのリニューアル検討特別委員会設置に関する決

議」を採決いたします。 

採決は、押しボタンによって行います。本決議に賛成の議員は、賛成ボタンを押

してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

賛成多数であります。よって、発議第２号「議会ホームページのリニューアル検

討特別委員会設置に関する決議」は可決されました。 

ここで、暫時休憩いたします。 
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（休憩 午前11時51分） 

（再開 午後０時03分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 再開いたします。 

いいですか。先ほど議員のほうから決算特別委員会委員長の発言の中で、決算委

員会というような言い方をしてたということで、特別が抜けてたっていうことを指

摘されましたので、ここで訂正させていただきますので、よろしくお願いします。 

それでは、発議第２号「粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会

設置に関する決議」が可決いたしましたので、「粕屋町議会ホームページのリニュ

ーアル検討特別委員会の委員の選出」及び「粕屋町議会ホームページのリニューア

ル検討特別委員会の委員長及び副委員長の選任」を日程に追加し、追加日程第７及

び追加日程第８として議題にしたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ご異議なしと認めます。「粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員

会の委員の選出」及び「粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会の

委員長及び副委員長の選任」を日程に追加し、追加日程第７及び追加日程第８とし

て、直ちに議題とすることに決定いたしました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

追加日程第７「粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会の委員の

選出」を議題といたします。特別委員会の委員の選出を行いたいと思いますので、

ここで暫時休憩いたします。 

（休憩 午後０時05分） 

（再開 午後０時11分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 再開いたします。ただ今、議員全員協議会におきまして、委員選出を行いました

ので、事務局長が読み上げます。古賀事務局長。 

◎議会事務局長（古賀博文君） 

 では、読み上げます。 

粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会委員に、小池弘基議員、

福永善之議員、木村優子議員、安藤和寿議員、井上正宏議員、末若憲治議員。 

以上でございます。 
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◎議長（山𦚰秀隆君） 

 追加日程第８「粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会の委員長

及び副委員長の選任」を議題といたします。 

「粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会の委員長及び副委員長

の選任」を行いたいと思いますので、ここで暫時休憩いたします。 

（休憩 午後０時12分） 

（再開 午後０時45分） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 それでは、再開いたします。 

特別委員会より、委員長及び副委員長の報告がありましたので、事務局長が読み上

げます。古賀事務局長。 

◎議会事務局長（古賀博文君） 

 では、読み上げます。 

粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会、委員長、福永善之議

員。副委員長、末若憲治議員。 

以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

粕屋町議会ホームページのリニューアル検討特別委員会委員長より発言の申し出

がありましたので、これを許可します。福永委員長。 

◎議会ホームページのリニューアル検討特別委員会委員長（福永善之君） 

 ありがとうございます。すみません。当委員会といたしましては、委員以外の皆

さんからもですね、幅広く意見を聴取したいと思いますので、第１回のですね、会

議を27日に予定しております。 

もし意見があられる方はですね、26日までにですね、私のメールボックスのほう

に、具体例を挙げてですね。例えば、何々議会のホームページを検討してください

とかですね。そういうところを具体例を挙げて、26日までに情報の提供をお願いし

ます。以上です。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

 日程第９「委員会の閉会中の所管事務調査」を議題といたします。 

会議規則第75条の規定により、各委員長からお手元に配付のとおり、閉会中の継

続調査の申し出があっております。 

お諮りいたします。 

各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませ

んか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ご異議なしと認めます。よって各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに決定いたしました。 

町長から発言の申し出があっておりますので、これを認めます。 

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

 去る８月31日に招集をいたしました今議会におきましては、29年度決算の認定議

案、そして補正予算など数多くの議案等の審議を賜り、活発な御議論をちょうだい

しながら、提案いたしました全ての議案等に可決、承認をいただきました。心から

御礼申し上げます。 

この９月から私に付託をいただきました町政がスタートいたしましたが、これか

ら一つ一つの案件を、誠意をもって臨み、粕屋町がより元気により明るい町となる

よう、粉骨砕身努力してまいります。どうか議会におかれましても、粕屋町の発展

のために、車の両輪のようにバランスをとりながら、御指導、御鞭撻、そして御協

力を賜りますよう、重ねてお願いいたします。 

さて、昨日、秋の彼岸入りとなりました。これから、秋の気配が一層増してくる

ものと思われます。どうか、議員各位におかれましては、御自愛をいただきますよ

う、お願いいたします。そういうお願いを申し上げまして、今議会の閉会にあたっ

ての御挨拶といたします。どうもありがとうございました。 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

これをもちまして、本定例会に付議されました案件の審議は、全て終了いたしま

した。よって、平成30年第３回粕屋町議会定例会を閉会したいと思います。これに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山𦚰秀隆君） 

ご異議なしと認めます。よって、平成30年第３回粕屋町議会定例会を閉会いたしま

す。 

（散会 午後０時49分） 
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